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　一章　決けつ闘とう者
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（山抜ぬけをしたクオンが、テイ・ターラのお導きによって山に連れ戻もどされた──）

　そんな噂うわさが集落を駆かけ巡めぐったかと思えば、次には、

（クオンが、長おさの決定を覆くつがえさんがために戦士ラガと決けつ闘とうをする）

　という噂うわさが瞬またたく間まに伝わった。

　普ふ段だんは静かな山中の空気が、あたかも敵一個師団の奇き襲しゆうを受けた、というふうにざわめいた。

　長おさの決定に反対した者が意見を押おしとおそうとするなら、その者は戦士ラガと一対一で戦い、勝利せねばならない。逆にいえば、ラガには決けつ闘とうに応じる義務があるということなのだが、そのようなことはたびたび起きるものではない。山において誕生し、山において寿じゆ命みようを終える大半の民たみたちにしても、生きているあいだに一、二度見られればいいほうだ。

　しかも、相手がクオンだという。

　テイ・ターラのご加護がおよばぬ不ふ浄じようの血が入った『忌いみ子』であり、身み柄がらを預けられて世話になったはずのダッタ・ウェイを罠わなにかけて殺害した──すなわち悪あしき精せい霊れいに取り憑つかれた『裏切り者』であり、その精せい霊れいを浄じよう化かされぬうちに山から抜ぬけ出だした脱だつ走そう者である。

「そのクオンが、火で焼かれもせずに、なぜラガと戦うのだ？」

　人々は当然不思議がった。『裏切り者』には死あるのみ。大たい抵ていの場合、悪あしき精せい霊れいを宿した人間は、その年における成人の儀ぎ式しきにおいて、大人の仲間入りをしたばかりの若者たちによって命を奪うばわれ、巫み女こや呪じゆ術じゆつ師したちのおこした聖なる炎ほのおで亡なき骸がらを焼かれるのが常だった。

　それが、余人の寄りつかぬこの山中において営みをつむいできた民たみたちの習慣であり、生活であり、掟おきてであった。

「巫み女こミストさまによれば、いまだクオンはテイ・ターラ神のお声によって罪を裁かれていない身だという」

「それに、クオンはアトールという国から女を一人連れてきたそうな。この女が、われらに武ぶの助けをせよ、と長おさに迫せまった」

「馬ば鹿かをいえ。ここはアトールとやらの属領ではないぞ」

「女はさらにいうのよ。力を貸さぬようであれば、アトールの公子がわれらを攻せめ滅ほろぼすだろうとな」

「返かえり討うちにしてやる」

　若者たちが声をあげて拳こぶしを天に突つきあげた。この山の場合、『若者たち』には女も含ふくまれている。狩かりの準備をしている男であれ、煙けむりで獣けものの皮をなめしている最中の女であれ、集落のあちこちで好戦的な叫さけびを交かわしあった。気の早い者はさっそく剣けんを、そして銃じゆうを、拳こぶしと揃そろえて突つきあげている。

「テイ・ターラ神の偉い大だいさも恐おそろしさもわからぬようなその女など、クオンもろとも焼いてしまえばよい」

「長おさとて、無論、アトールの脅おどしに屈くつしはしなかった。同じ場にいた戦士ラガも当然、皆みな々みなのいうように『返かえり討うちにしてやる』と吠ほえたのさ。が、これに異を唱えたのがクオンだ」

　いまの時点で大罪人のように思われているクオンだったが、テイ・ターラの裁定を待つ身である以上、いまだ彼かれは罪人ではない。そしてクオンは成人の儀ぎ式しきを経た身である。彼かれが罪を負った身でないとなれば、『忌いみ子』と呼ばれていようと、一年に近しいあいだ山を無許可で離はなれた脱だつ走そう者であろうと、山に住まう成人の一人として、当然それなりの権利がある。

　クオンはその権利を行使し、長おさの意見に真っ向から対立して、そして、

「わが正しさをテイ・ターラの神に証明するべく、戦士ラガに挑いどむ」

　と主張したのである。

　人々は大いに驚おどろき、そして大いに呆あきれた。大声で笑いだす者たちも少なからずいた。

「テイ・ターラ神に罪を下されるのを待つばかりの男が、山神さまに正しさを証明するだと？」

「呪のろわれた『忌いみ子』が？　『裏切り者』が？」

「巫み女こさまたちがテイ・ターラさまのお声を聞くまでもない。あ奴やつはまさしくこの御お山やまにおける正義を、身をもって証明するのさ。クオンの首がラガの剣けんに打たれて宙を舞まったその瞬しゆん間かんにな」

　その日いちにち、集落中がラガとクオンの決けつ闘とうに関する話題で占しめられた。

　単純にクオンへの悪あつ口こう雑ぞう言ごんばかりが白熱したのではない。

　戦士ラガが集落の方針を賭かけて勝負をするのはもう二十年ぶりくらいにはなる。

　勝負の結果など目に見えているとはいえ、これは民たみたちにとっては一種の娯ご楽らくにもなり得たのである。




「クオンはどのように殺されるだろう。一いち撃げきのもとに斬きり伏ふせられるか、あるいは時間をかけて手足を斬きり飛ばされたうえで心臓を摑つかみ出だされるのか。クオンがどれほど保つものか。一度くらいは剣けんをあわせられるであろうか。いや、戦士ラガの仮面に描えがかれた獣けものの目には、悪あしき精せい霊れいをひるませる眼力が宿っているといわれる。奴やつは身じろぎ一つできないにちがいない──」

　ぶつぶつと無表情で、あたかも神の宣告を伝える神官がごとき口調でつぶやいているのはセーラである。

「……なんていわれているわよ、レオ・アッティール公子の親衛隊さん」

　セーラは、鉄てつ格ごう子しを隔へだてた向こう、岩がん壁ぺきに背を預けたクオンにそういったのだが、クオンは応じようとしなかった。

　彼かれが、長おさスオーと巫み女こミストにラガとの決けつ闘とうを申し出た直後から、セーラは冷れい淡たんな態度を取っていた。

「わたしの見事な交こう渉しよう術で、もう少しのところでスオーから譲じよう歩ほを引き出せそうだったのに。あんた一人を逃にがすことくらいはできたはずよ。それなのに『おれはここに残る。逃にげはしない』なんて、まあ、立派な男ぶりですこと。じゃあ、なにをするつもりなのかと思えば、決けつ闘とうですって？　それでどちらが正しいか競きそいあおうだなんて、主のお声も届かぬ未開地の野や蛮ばん人がいかにも好みそうなことだわ」

　セーラはきりりと眉まゆを吊つりあげていいきったが、ふと片かた膝ひざを立ててそこに顔をうずめているクオンの様子をうかがって、たちまちのうちに頰ほおを膨ふくらませた。

「なによ。なに笑ってるのよ」

「十字教にも決けつ闘とうの流りゆう儀ぎがあるだろう」クオンが鼻を鳴らした。「国や都市によって多少作法は変わるらしいけど、裁判でけりがつかない場合や、裁判の手間を省くために、当人か代理人による決けつ闘とうで揉もめごとを解決する場合がある」

「な、それは、ええっと」

「カミュに聞いたんだよ。あいつ、やったこともあるらしいじゃないか。自分の槍やりがいかに『ふぎり』とやらを正して、身の潔白を証明したかについて、身み振ぶり手ぶり交えて一時間近くも聞かされたよ」

「あのやろう」

　セーラはこっそりとここにはいない兄に毒づいた。

　が、すぐに、

「それはそれ。そんな話をしたかったんじゃないわ。話をすり替かえないで」

　風向きを力ずくで変えるほどの強ごう引いんさを発揮して、クオンを呆あきれさせた。

「しょうがないだろう。おまえのその『見事な交こう渉しよう術』でおれたち二人揃そろって山を出られたとして、なんになる？　のこのこ公子のもとへ帰るのか？　兵へい卒そつ一人も連れられないまま？」

「それは」

「おれが勝てば、スオーの決定を変えることができる。つまり、援えん軍ぐんを率いて公子を助けることができるんだ。おれだって、最初っからみんなの助けを簡単に得られると思っていたわけじゃない。これくらいのことは覚かく悟ごしていたんだ」

「噓うそつけ。逃にげ出だそうとしていたくせに。流れ上、こうなっただけじゃないのさ」

　セーラはまたも毒づいた。が、いってもどうにもならぬと思ってか、またすぐに態度を改めて別のことを口にした。

「あいつは──あのラガってのは、強いの？」

「前にもいっただろ。部族の男で一番強い男がラガになるんだ」

「あんたより強いか、ってことよ」

　苛いら々いらと親指を嚙かみしめながらセーラが聞くと、クオンはなぜだか一いつ瞬しゆんだけ啞あ然ぜんとしたような顔になった。少し考えてから、

「おれのほうが強い」

　そう答えると、セーラはすかさず「噓うそつけ」とまたも食ってかかった。

「さっき、一番強い男がラガだっていったじゃない。ほかの誰だれよりも、つまりあんたよりも強いってことでしょ！」

「成人を迎むかえるまで、ラガを決める戦いには参加できない。だからこれまではおれは参加していないし、いまのラガはおれが山からいなくなっていたあいだに代わっている。つまりおれがいないあいだに決められたラガだ。おれがいれば、おれがラガだった」

　セーラの激情をよそに、クオンは淡たん々たんと答えた。

　若い修道女はなおも口を大きく開いて何事か言いかけたが、呼吸が洩もれるばかりで、やがてがっくりと華きや奢しやな肩かたを落とした。

「馬ば鹿かな奴やつ」代わりに、小声でそういった。「……それで、決けつ闘とうはいつになるの？」

「聞いてなかったのか。スオーがいってたろう。明日、陽が落ちるとともにはじまる」

「あ、明日」

　セーラはいったん息を吞のんだ。それから息せき切って、

「こんなことしてる場合じゃないわ。あんた、ここに閉とじ込こめられて三日は経たつでしょう。わたしが寝ね込こんでいたのがそれくらいだって聞いたわ。身体は動かしているの？　じっとしてるばっかりじゃ筋肉がこわばって使いものにならなくなるわ。そうだ、食事は？　どうせ出してもらってないんでしょう。わたし、一応は客人の立場だろうから、頼たのめばわけてもらえるはずよ。ちょっと取ってくる──」

　一人でいって一人で決断すると、セーラは岩の裂さけ目めから外に出ようとした。クオンが止める間もなかったが、セーラは裂さけ目めの縁ふちに手をかけたところで身動きを止めた。

「その必要はない」

　裂さけ目めの向こうから別の声が聞こえてくる。アクアだ。木の盆ぼんを手にしていた。焼いた肉やら魚、それに木の実が数種類載のっている。あとはトウモロコシをすり潰つぶしたものがいっぱいに盛られた椀わんがあった。

「長おさスオーからだ」

　無言で「どけ」というような仕草をしたアクアに釣つられて、脇わきに移動したセーラの傍かたわらを歩いてきながらアクアがいう。鉄てつ格ごう子しと地面のあいだにわずかな隙すき間まがあって、アクアはそこに盆ぼんをくぐらせた。

　クオンは盆ぼんとアクアの顔を代わる代わる見た。細ほそ面おもての少女は、いま改めて眺ながめてみると、クオンが集落を飛び出したときより若じやつ干かん大人びて見えた。アクアは無表情にクオンの顔を見つめかえしていたが、やがて居い心ごこ地ちが悪そうに肩かたを揺ゆすった。

「食わないのか」彼かの女じよは小さな、しかし張りのある鋭するどい声でいった。「最後の食事になるかもしれないんだぞ」

「食うさ。それよりアクア、おまえ、アシナガの狩かりに参加していたってことは『男になった』んだな」

「ああ」

「デューの奴やつ、残念がったろうな。おまえを妻にしたがっていたから」

「そうかな」

　どうでもよさげにアクアが答えた。盆ぼんを引き寄せたクオンがまたなにか聞こうとしたが、アクアはそのしなやかな肢し体たいをくるりと翻ひるがえすと、無言で立ち去ろうとしかけた。が、先ほどとは逆で、今度はセーラがその向かう先に立ちはだかる格好となり、アクアは足を止めざるを得なくなった。

「よそ者、どけ」

「忘れていたわ。ここに着いたら、そのデューって奴やつを真っ先にぶっ飛ばしてやろうと思っていたのに。彼かれはどこにいるの？」

「デューを？　おまえが『ぶっ飛ばす』？」

　アクアはおうむ返しにしてから、かすかに笑った。その、いかにもものを知らぬよそ者を嘲あざけるような笑い方に、セーラの顔が紅潮した。

「ええ、そうよ。『おまえ』じゃなくて、このコンスコン寺院切きっての女戦士セーラが、部族切きっての軟なん弱じやく者ものデューを殴なぐりつけようっていうのよ」

「なぜ？　会ったこともないだろう」

「話は聞いているわ。そいつがクオンを罠わなにかけたからよ。ダッタ・ウェイが死んだのはクオンのせいじゃないわ。デューの奴やつが……」

「やめろ、セーラ」

　クオンが鉄てつ格ごう子しの向こうから怒ど声せいを発したが、セーラはかぶりを振ふった。

「あんたのためにいってるんじゃないわ。わたしの腹の虫がおさまらないのよ」

「馬ば鹿か。カミュがいってたぞ、神の教えってのはたとえ自分の横よこっ面つらを張られても、殴なぐりかえさずに別の頰ほおを差し出すものだって」

「どの顔でいったのよ。あの『槍やり馬ば鹿か』が。あんたも馬ば鹿か、兄さんも馬ば鹿か、レオ公子もみんなみんな、男なんて馬ば鹿か揃ぞろいだわ」

　いささか怒いかりの矛ほこ先さきを捻ねじ曲まげながら激げき昂こうしたセーラの傍かたわらを、アクアは自然な足取りですっと通り過ぎた。

「あっ、こら、まだ話は終わって……」

　セーラは引き止めようとしたが、

「デューを殴なぐりつけたいなら、明日、クオンに任せるといい」

　アクアは冷れい淡たんな声でいった。

「なに？　どういうこと？」

「わからないのか。半年前の儀ぎ式しきで、戦士ラガの魂たましいが宿るべき新たな依よりしろとして選ばれたのは、かつてのデュー・ウェイだ」

　裂さけ目めの近くに掛かけられていた松明たいまつの炎ほのおが、アクアの半身を赤く照らしていた。
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　戦いの場は、御お山やまの頂上付近にある浅い谷底だ。

　ラガを競きそいあう戦いの儀ぎ式しきも同じ場所でおこなわれた。すなわち、いまより遠からぬ過去、デュー・ウェイはここと同じ場所で戦たたかい抜ぬいて、戦士ラガの魂たましいを宿す権利を得たのである。

　クオンは日にち没ぼつよりわずかに早く、岸がん壁ぺきの牢ろうから出されていた。

　谷底の両りよう端たんには赤染めの幔まん幕まくが張られている。決けつ闘とうをおこなう戦士が控ひかえる場所で、クオンはその一方に案内された。いまだに両足は鎖くさりでつながれている。護衛というより見張りのための兵士が前後についたが、幔まん幕まくの奥おくに押おし込こまれたあとは周囲に誰だれもいなくなった。

　しばし時間が経過した。

　クオンは地べたに直接尻しりを落としたきり。

　ここまで来た以上、無論、逃にげるつもりなどはない。

　幔まん幕まくの向こう側に人々が集まってくる気配が感じられた。徐じよ々じよに陽の光も弱まってきて、代わりに、幕で遮しや断だんされた空間に色いろ濃こい影かげが落ちてくる。

　そこへ、アクアと、全身を緋ひ色いろの衣い装しようで覆おおった年配の巫み女ことが入ってきた。

　挨あい拶さつもそこそこに、巫み女こは赤い染せん料りようでクオンの身体に紋もん様ようを描えがきはじめる。戦いの精せい霊れいを身体に取とり込こむためのもので、これは本来、実戦の場において、隊を率いる家長にしか施ほどこされない紋もん様ようである。ラガを決めるための戦いに名乗り出た勇者や、こうしてラガに挑いどむ戦士のため、例外的に許されることもあった。

　数分後、クオンの身体は赤い縞しま模様で覆おおわれた。巫み女こはクオンの胸に大きく描えがかれた円の中央に指を置き、

「テイ・ターラさまのお導きのままに」

　といい、幔まん幕まくの向こうへと姿を消した。

　巫み女こがいなくなると、じっと一部始終を見守っていたアクアが、クオンの傍かたわらに無言でしゃがみ込こみ、足の鎖くさりを鍵かぎではずしてくれた。クオンが軽くなった足をぶらぶらさせていると、

「なぜ戻もどってきたんだ」

　アクアが小声で聞いてきた。クオンは土で汚よごれた自分の爪つま先さきを眺ながめながら答えた。

「テイ・ターラさまのお導きだ」

「噓うそつけ、おまえに山神さまのお導きなどあるものか」

　そう決めつけた。頭ごなしの言い方はセーラを連想させる。そういえば、二人の年恰かつ好こうはほとんど同じだ。と、

「デュー・ウェイは、強かったぞ」

　アクアはひとり言のようにいった。

「知ってる」

「いや、知らない。おまえがいなくなったあと、デューはさらに強くなった。戦いの精せい霊れいに憑つかれて、解き放つすべを知らないというように、日夜、恐おそろしいほど剣けんに励はげみつづけた。ダッタの死後、次の『ウェイ』はデューが継つぐものだと誰だれもが思っていたのに、それすら隊のなかで長ちよう兄けいに当たるアローにゆずって、一人で腕うでを磨みがきつづけた。ラガを決める戦いの儀ぎ式しきは、凄すごかった。デューより経験のある戦士も、デューより体格のいい戦士も、誰だれも、彼かれに触ふれることさえできなかった」

　クオンは返事をしなかった。彼かれは、

「ラガはクオンより強いのか」

　昨夜、セーラにそう聞かれたときのことを思い出していた。クオンはこのとき、啞あ然ぜんとなった。

　ラガが強いのは当然のことだ。御お山やまで生まれた人間なら、高いところから下に物が落ちるというのと同じくらい、幼おさな子ごですら知る簡単な事実。だというのに、クオンは直接セーラにそう聞かれるまで、そんな事実を忘れ去っていた自分に気づかされたのだ。

　ラガを見くびっていたというのではない。いまのラガはデューだろう、ということも、あの牢ろう獄ごくのなかで仮面の戦士にまみえたときから直感していた。デューは年ねん齢れいだけでなく、剣けんや弓の腕うでにおいても常にクオンの一歩先をいっていた男だ。一対一で戦うとなると、よほどの幸運に恵めぐまれなければ勝利を得ることは難しいだろう。

　戦いの規定は明快だ。どちらかが死ぬか、どちらかが敗北を認めたときにのみ勝負がつく。しかしクオンはその身に罪を──つまり悪あしき精せい霊れいを──宿している、と集落中の人間が思っている。たとえクオンが敗北を認めたとて、その悪あしき精せい霊れいを祓はらう任を負ったラガが剣けんを止めるとは思えない。

　つまりは、この戦い、クオンの死ぬ公算が高いということだ。

　が、クオンは、

「ラガと戦う」

　ことを決めたとき、恐きよう怖ふも不安も抱いだいていなかった。

　セーラに語ったとおり、

（デューはおれがいないあいだにラガになったから、最強というのはちがう。最強はおれだ）

　などと本心から信じていたわけではないし、

（おれはダッタを殺してなどいない。おれは無実だ。テイ・ターラさまは正しきほうに勝利をお与あたえくださるのだから、おれが負けるはずなんてない）

　という無む邪じや気きな思おもい込こみがあったわけでもない。

　アクアも不思議に思ったらしい、座すわり込こんだクオンの背後から、肩かた当てを置いて、革かわのベルトを締しめながら、

「怖こわくはないのか」やはり小声のまま質問を変えた。「殺されると知っていてわざわざ戻もどってきて、そしていままさしく殺されようとしている。わたしも『男』だ。戦いに散るのを恐おそれはしない。わたしが死ねば、身と骨は焼かれるが、魂たましいはテイ・ターラさまの使し役えきされる風狼ヴアルゴの背に乗せられ、精せい霊れいと化すだろう。誇ほこらしくさえある。だけど、おまえは山から出たときから──山から出ようなどと、そんなことを考えた時点から──テイ・ターラさまの加護を失った身だ。悪あしき精せい霊れいの宿った亡なき骸がらは聖火に焼かれ、救われはするものの、その魂たましいは精せい霊れいの導きを得られず、つまり永久に失われることを意味する。わかるか、生まれてこなかったのと同じことになるんだ。わたしは嫌いやだ。ここで生きたこと、御お山やまのために戦ったこと、家族がいたこと、そうしたすべてのものがなかったことになるような、そんなものは、耐たえられない」

　長々と言いい募つのるアクアの顔に血の気が差して、ほんのわずかながら、幼い日、クオンを意味もなくなじっていた少女時代の面おも影かげが見みえ隠かくれした。

（怖こわい）

　とはクオンも思う。

　が、それよりも『怖こわい』ことがクオンにはあった。

　ドン、とこのとき、大きな物音がして、周囲に巡めぐらされていた幕が震ふるえた。太たい鼓この音だ。戦いが迫せまっていることを意味している。太たい鼓こに遅おくれること一いつ瞬しゆん、部族の男たちが野太い声を「おお」と唱和させた。

　アクアもわれに返ったようにぱっと立ちあがり、

「立て、クオン。最後の『準備』をしなければ」

　そういい、クオンも従おうとしたが、ふと動きを止めた。

「どうした」

「足が痺しびれちまった。手を貸してくれ」

「情けない、それでラガと戦おうというのか」

　アクアは心底嘆なげかわしそうにかぶりを振ふった。クオンに手を差しのべ、手首を摑つかんで引きあげてくれる。

　クオンはアクアに『準備』をされながら、いましがた摑つかまれたばかりの手首をじっと見つめていた。




　谷を形成する小高い崖がけの上に、大勢の男たちが集つどっていた。

　今夜にあわせて、戦いの紋もん様ようを施ほどこした家長たちの姿がまず目につく。これは、御お山やまを代表する戦士たちが一いち分ぶの隙すきもなくこの戦いを見守り、そしてどのような結末を迎むかえるのであっても、戦いにおける裁定が正しきものであることを証明するためである。

　もし今後、この戦いによって導かれた方針に対して、不満を口にしたり意図的に従わなかったりする者があらわれた場合は、家長の権限においてその者を部族から追放することが可能となる。あるいはそのような者を家から出したことを恥はじて、家長の座を自ら降りる者もある。戦士の紋もん様ようを施ほどこした彼かれらの覚かく悟ごとはそれほどのものなのだ。

　その他、成人の男たちが彼かれらのあいだにずらずらと顔を並べている。

　儀ぎ式しきとしての戦いを見届けられるのは、巫み女こたちを除いては成人した男たちばかり。

　その巫み女こたちが陣じん取どった一角、最長老の巫み女こミストの隣となりに、例外的に『よそ者』であるセーラの姿もあった。

　男たちの大半が松明たいまつを掲かかげている。その火に照らされた谷底の左右から、戦士の姿がそれぞれあらわれた。

　一対ついの牙きばを額ひたいの左右に垂らした獣じゆう面めんの戦士が一歩足を進めるたび、部族の男たちの、

「ラガ」

「ラガ」

「ラガ！」

　と戦士の名を讃たたえる声が谷底にぶ厚く反はん響きようする。

　男たちの表情にはうっとりとした恍こう惚こつが、そして声には崇すう拝はいのひびきがあった。

　無論、彼かれらは、仮面の下にデュー・ウェイの顔があることを知っている。そしてデューは戦士のなかでもまだ若い。いくら実力でラガの座を勝ち取ったとはいえ、経験豊かな戦士たちのなかには、まだデューの実力を疑ったり、軽視したりする者がいてもおかしくはない。

　しかし松明たいまつと武器を掲かかげる彼かれらにそのような様子は微み塵じんも見受けられなかった。壮そう年ねんの域にある家長たちも、自分の子供か下手をすれば孫にも近い年ねん齢れいのデューに陶とう酔すいの視線を向けているのだ。

　いや、『デューに』ではない。厳密にいえば、ラガの仮面の下に顔などありはしない。

　ラガの座を勝ち取って、巫み女こたちから儀ぎ式しきを受けた時点で、デューはまぎれもなく神話に語られるところの獣じゆう戦せん士しラガになったのである。

　足を運んでいく肉体は、かつてはデューのものであっても、現在はラガの魂たましいが宿った依よりしろである。つまりはデュー・ウェイという男はいまや存在しないのだ。

　だから集落の人々は──たとえ心ひそかに、「おれが戦いの儀ぎ式しきに参加しておればデュー・ウェイがごとき小こ童わつぱ、叩たたき伏ふせてやったものを」と思っている熟練の戦士とて──、ラガを決して軽かろんじることはない。その勝利を疑うこともあり得ない。

　一方、ラガの反対側からは、クオンが中央に足を運んできた。

　こちらには、

「呪のろわれた忌いみ子め！」

「身のほど知らずめが長おさに逆らい、しかもラガに挑いどもうだと？」

「母親と同じで恥はじを知らぬ男だ！」

　若い男たちから罵ば声せいが数限りなく飛んでいる。

　セーラは唇くちびるをぎゅっと嚙かみしめてそれを見守っていたが、いよいよ谷底の中央にて両者が向かいあったとき、一いつ瞬しゆん眉まゆをひそめた。

　双そう方ほうともに上半身裸はだかで、左の肩かたに肩かた当てをつけているのも同様。抜ぬき身の長ちよう剣けん一本のみを携たずさえているのもまた同じ──であったが、一点だけが異なっている。

　クオンは剣けんを左手にしていた。

　本来、クオンは右利ききのはずだが、戦いがはじまっても、利きき腕うでに持もち替かえるつもりがないのはクオンの姿を見ても明白であった。というより、持もち替かえることができないのだ。

　なぜならクオンの右みぎ腕うでは後ろ手にさせられ、その上から縄なわで身体に固定されていたからだった。

　セーラの不ふ審しんと驚おどろきを汲くみ取とったか、

「スオーがクオンに課した『枷かせ』よ」

　巫み女こ長のミストが、見えているのかそうでないのか不確かなほど瞼まぶたの垂れ下がった目で、前方のみを見み据すえながら説明した。

　長おさの決定に不満を抱いだいてラガに挑いどむ挑ちよう戦せん者には、必ず長おさの裁量によってある種の『枷かせ』がはめられるという。

　これは、以前、クオンが過去を語る際にも触ふれたことだが、部族の長おさは、テイ・ターラの声を伝える巫み女この助言にしたがって部族をおさめている。その長おさに異を唱えるということは、

「巫み女こは神の声を聞き誤った」

　と主張しているも同じことであるから、その者は誰だれが見てもあきらかなほど鮮せん明めいに、そして鮮せん烈れつにその事実を証明せねばならない。そしてテイ・ターラのご意思を巡めぐって争うということは、山神テイ・ターラは必ずや正しき側に勝利をもたらすはずであるから、挑ちよう戦せん者は、どのような条件下であっても必ずや勝利をおさめねばならないのである。

　長なが柄えの槍やりを手にしたラガに素す手でで挑いどんだ者がいる。目を布で塞ふさがれて戦いの場に放ほうり込こまれた者すらある。

「いままで、ラガに勝利した者はいるのですか」

　セーラが震ふるえ声で聞いた。期待感などはなかった。果たして、ミストはその大きな頭を左右に振ふった。

「わしの知る限り、この儀ぎ式しきでラガに勝利をおさめ、長おさの方針を覆くつがえした者はかつてない」

　クオンとラガ、向きあった両者の姿を改めて見るに、体格の差も歴然だ。ラガも決して部族のなかでは大おお柄がらなほうではないし、クオンも、セーラとはじめて会ったときと比べれば背も伸のびていたのだが、それでもラガのぶ厚い肉体に対してクオンのそれは若木のように細く、頼たよりない。ただでさえ不利な戦いを強しいられるだろうに、さらにクオンは利きき腕うでを封ふうじられているのだ。

　セーラは何事か叫さけびたくなった。

　こんなことは馬ば鹿かげている。

　いますぐ人波を割って谷底に向かい、クオンの腕うでを取ってアトールへ無理矢理にでも連れ帰るべきだ。

　が、セーラの足は動かず、声も出なかった。

　いまさら引きかえせはしないことはセーラにもわかっていた。この戦いを強ごう引いんにやめさせたところで、クオンに待っているのは火であぶられる運命だけだ。となれば、セーラにできるのは勝利を祈いのることばかりであった。万に一つも勝ち目がない戦いの勝利を。

　無言で対たい峙じする戦士二人のあいだに、長おさスオーが立った。

　ミストも、武人たちの担かつぐ輿こしに載のせられて同じ場所に向かった。

　この戦いが、テイ・ターラの裁定を仰あおぐ正式なものであることが、スオーとミストの口から宣告される。

　ミストが頭上を仰あおいだ。とともに、色いろ褪あせた衣服の袖そでから骨ばった腕うでが夜空に掲かかげられた。

「感じるぞ。山を覆おおうテイ・ターラ神の千の目、その三つがいまわしの頭上にある。一つは戦士ラガを、一つはクオンを見つめ、そして最後の一つは天高くにあって、この場における真実のみを見通されておられる。戦いに挑いどむがいい、土と木、そして風の精気から誕生したできそこないどもよ。神ならぬおまえたちが真実を問いかけるには、そのちっぽけな命一つを秤はかりにかける以外にないのだ。戦え、戦え、戦え──」

　槍やりや剣けんを手にした武人たちが、その武器を地面に叩たたきつけはじめた。最初は静かに、緩かん慢まんに、そして誰だれが号令をあげるわけでもないので無む秩ちつ序じよに、ばらばらに。

　だが、時間が経たつにしたがって、まとまりを欠いていたただの音の連なりにも、一定の法則が生まれはじめる。他者に従い、あるいは他者を従わせながら、やがて激しさと速度を増していくそれらの音は谷を取り巻き、夜空に挑いどみかかるかのような大だい音おん響きようとなって、山一帯を震ふるわせるかにも思えた。

　長おさが谷底を駆かけあがり、ミストもふたたび輿こしに載のせられてセーラの隣となりに戻もどってくる。

　まず、ラガが長ちよう剣けんの切っ先に地面を舐なめさせながら腰こしの位置で身構えた。

　クオンが左手にしていた剣けんを軽く掲かかげる。

　岸がん壁ぺきの頂点にまで辿たどり着ついたスオーが手をあげると、辺りに渦うず巻まいていた音がぴたりとやんだ。あまりに唐とう突とつだったので、セーラの耳には力強い反はん響きようが取り残された。

　それが消えきらぬうち、

「はじめ！」

　スオーが叫さけぶとともに、炎を反射した剣がひらめいた。
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　合図とともにまずラガが動いた。顔を覆おおった仮面に似て、獣けものが獲え物ものの喉のど笛ぶえを喰くらうときそのものの動きをもってクオンに躍おどりかかる。

　すばやい。

　セーラが悲鳴をあげかけた。両者には体格の差がある。一いち撃げきをまともに受ければ、それだけでもうクオンの敗北は決定するといっていい。

　ラガの長ちよう剣けんが唸うなりをあげたときには、クオンは後ろに跳とんでいた。

　切っ先がクオンの目と鼻の先をかすめる。

　セーラがほっと胸を撫なでおろす間はなかった。

　双そう方ほう、それからいっときたりとて足を止めず、狭せまい谷底をめまぐるしく移動しはじめた。

　ラガが詰つめれば、クオンが同じぶんだけ距きよ離りを置こうとする。しかしラガもそう自由にクオンを泳がせはしない。右からかかるかに見せかけて左に。追い足をゆるめたかと思えば跳ちよう躍やくしざまに剣けんを振ふるう。この間、少しも足が乱れない。

　武芸を愛するセーラの兄カミュならば、

（腰こし重く、軸じくがぶれない。よほどの研けん鑽さんを積んでいるのだろう）

　と評したところか。

　武芸には素人しろうとのセーラとて息を吞のむほどに、獰どう猛もうかつ強きよう靭じんな動きだった。

　並の相手ならば、五回も剣けんを振ふるわぬうちに、ラガの相手は首を落としているか、胸に剣けん先さきを突つき立たてられていたはずだ。

　実際、

「終わりだな、あれは」

　セーラの周囲にいた武人たちは、早くも勝負の結末を見て取ったような雰ふん囲い気きになっていた。

「身体の不足している者が受けにまわっていては、勝機はない」

「クオンは、はじまるとともに突つきかかるべきだった。それでラガに傷の一つもつけられるとは思えないが、少なくとも部族の男としての誇ほこりは示せたものを」

「忌いみ子とはいえ、一度はテイ・ターラ神の武人として認められた男が、情けのない──」

　なるほど、確かに攻せめているのはラガのみで、クオンは逃にげているだけ。

　すでに勝敗は決した、と誰だれしもが見て無理はない。

　が、スオーの合図があってからラガはすでに十回以上は剣けんを振ふっている。それでもクオンをとらえきれない。

　次し第だいに、群衆たちのひそやかな論評や冷れい笑しようが消えていった。

　クオンの逃にげ足あしが巧たくみだ。ラガと正対したまま、こちらも右に左にとすばしっこく動いている。剣けんの距きよ離りに入っても、決して感情を乱すことなく、ひょいと頭を屈かがめて横よこ殴なぐりの一いち撃げきをよけたり、軽く跳とびあがって足もとを狙ねらう一いち撃げきをやり過ごしたり。その都度、勝負を遠巻きにする男たちが、

「おお」

　とか、

「ああ」

　とか、嘆なげきとも賞賛ともつかぬ声を揃そろえた。

　息を吞のんで見守るセーラは声をあげるどころではないものの、このとき頭の片かた隅すみではじめてクオンを見たときのことを思い出していた。

　コンスコン寺院内で、山さん賊ぞくまがいの男たちと喧けん嘩かになっていた。相手は五人も六人もいたが、彼かれらの振ふるう拳こぶしや蹴けり足、時にはしがみついてこようとする巨きよ体たいをも、するするとかわしつづけていた。

　ラガの振ふるう剣けんに獣けものの獰どう猛もうさが宿っているなら、クオンの四し肢しにも野性に根づいた獣けもののしなやかさがある。

　戦いに慣れた部族の男たちもそれは認めざるを得ない。

　しかし、それが五分近くもつづけば、緊きん迫ぱくの眼まな差ざしで見守っていた群衆も苛いら立だちを隠かくせなくなってきた。

「いつまで逃にげている！」

　セーラからは谷の対岸に位置する男がこらえきれずにそう叫さけべば、

「山神さまが見守りくださる戦いの場ぞ。男を汚けがすな」

　セーラの傍かたわらで、先ほどミストの輿こしを担かついでいた青年が怒ど声せいを放つ。つづけざまに他の男たちもクオンを非難する声をあげた。

（じゃあ、クオンに死ねっていうの！）

　セーラも怒ど鳴なりかえしたくなった。

　だがこのとき、相手を凝ぎよう視ししつづけていたクオンの目に、それとはわからないくらいかすかな感情が光となって浮ういた。

　侮ぶ蔑べつされ、嘲ちよう弄ろうされた怒いかりではない。

　むしろ勝機を見み出いだした光である。

　クオンは『これ』を待っていた。

　最初からまともな勝負になるとは思っていない。準備万ばん端たん待ち構えているラガに突つっかかったところで、利きき手てでない左で振ふるう一いち撃げきなど容易に弾はじかれるだろうし、そのときこそクオンに待つのは『死』のみだ。

　だから逃にげの一手を打ったのだが、ラガはさすがに何人もの強きよう豪ごうを打うち倒たおして武人の頂きに立った男。身をかわしつづけてもなかなか打うち込こめる隙すきは見せなかった。

　しかしここへ来てラガの動きに変化が生じた。

　神話に語られる伝説上の戦士の名を冠かんしているといっても、ラガは──獣じゆう面めんの仮面をまとったかつてのデュー・ウェイは──、まだ若い。

　若いゆえ、彼かれには心理的な重圧がある。

　戦士ラガであるとは、すなわち部族の誰だれよりも強いということ。そしてラガであるということは、最強であることを証明しつづけなければならないということ。

　相手はしかもクオンだ。ラガより小こ兵ひようであり、集落の掟おきてを破った裏切り者であり、そして利きき腕うでをも封ふうじられた相手だ。

　そんなクオンなど、戦士ラガならば勝って当たり前。苦戦もあり得ない。てこずってもならず、一いつ瞬しゆんで片づけねばならない。

　そんな、無言のうちに双そう肩けんにかけられた『ラガとしての重圧』を、当のラガがいまのいままで感じていたかどうかはクオンにも見み抜ぬけはしないが、人々が苛いら立だちの声をあげはじめたこの瞬しゆん間かん、ついに待ち望んでいた変化があらわれた。

　傍はた目めには、ラガがさらなる猛もう攻こうをしかけたようにしか見えない。速度と力が増した。しかしクオンにはそれが焦あせりに見えた。本能にもとづいて獲え物ものをじわじわと追おい詰つめるような余よ裕ゆうが搔かき消きえた。つまりは、クオンの身体に一いち撃げきを浴びせようとするあまりに、動きからしなやかさが消えた。

　クオンはそれを見て取ると、これまで絶え間なく動かしつづけていた足を止めて、前まえ屈かがみになった。鍛きたえられたふくらはぎの筋肉が盛りあがる。次の瞬しゆん間かん、クオンのほうからラガめがけて疾しつ走そうを開始した。

　焦じれて怒ど鳴なり声をあげていた男たちが、この一いつ瞬しゆん、わっ、と沸わいた。とともにセーラは目を覆おおいかけた。群衆や彼かの女じよの目には、クオンのほうこそブーイングに耐たえかねて無む謀ぼうな突とつ撃げきをしかけたように見えたからである。

　ラガの剛ごう剣けんに自ら首を捧ささげにいくかに思えたクオンの姿が、しかし搔かき消きえた。

　大勢の人々の目にも、そしてクオンと対していたラガ本人にもそう見えたろう。

　クオンは疾しつ走そうしながら、地面すれすれを這はうがごとき姿勢にまで屈かがんでいた。その頭上を突とつ風ぷうが吹ふき抜ぬける。ラガの一いち撃げきである。次の瞬しゆん間かん、クオンの強きよう靭じんな膝ひざがクオン本人の体重を二倍する力で、肉体を跳ちよう躍やくさせた。左手に握にぎられていた剣けんが、いまはじめて攻こう撃げきの弧こ線せんを描えがく。

　剣けん先さきがラガの仮面を打った。

　ラガの身体が後方によろめき、クオン自身も、その傍かたわらを前のめりに転ころがり込こんだ。

　人々が悲鳴に近い声をあげた。
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　クオンは転がりながらもすぐさま身を起こした。ラガは足もとをふらつかせている。つまりはまだ生きている。攻こう撃げきを出した直後のラガであったが、足を踏ふんばって勢いを殺し、同時にクオンの打だ撃げきをも半ば打ち消したようだ。仮面には亀き裂れつが入って、上半分が崩くずれかかっている。

　ラガに仮面がなければ、クオンも利きき手てに剣けんを握にぎっていれば──ここで勝負は決していたろうが、そもそもこの戦いに仮定を並べても意味がない。テイ・ターラは正しき者にこそ勝利を与あたえるのだ。

　クオンはしとめそこなった相手に背後から近づいた。ラガは振ふりかえろうとするが、まだ意識が朦もう朧ろうとしているのか、動きがひどく緩かん慢まんだ。

「ラガ！」

　大勢の男たちが声を揃そろえたが、その甲か斐いもなく、クオンは追つい撃げきの剣けんを振ふるった。

　今度こそ決着がつくかに見えたが、クオンが狙ねらったのはラガの剣けんである。力を失いかけていたラガの腕うでから剣けんが落ち、衝しよう撃げきの余波を喰くってラガ自身も腰こしを落とした。次いで、クオンの剣けん先さきがその喉のど首くびに突つきつけられた。

　ああっ──と、誰だれからともなく声が洩もれる。

　いまのいままで絶え間なく動き、息づいていた二つの肉体がぴたりと静止した。闘とう争そうによって巻きあげられていた土つち煙けむりがうっすらと二人の足もとを這はっていく。

　セーラは、

（クオンの勝ちだ）

　と思った。が、

「馬ば鹿かなことを」

　ひっそりとその隣となりでミストがつぶやいた。

　戦いで勝利するには、相手を殺すか、そうでなければ相手に敗北を認めさせるかしなければならない。クオンは無言で後者の選せん択たくをラガに迫せまったのであるが、部族最強の戦士がそのような敗北を受け入れるはずがない。

　ラガが敗れるとするなら、死の結末があるのみ。

　クオンはこの瞬しゆん間かん、ひび割れて崩くずれかかった仮面の向こうから自分をにらみあげる男の目が青い炎ほのおを放ったかに見えた。

　ラガのたくましい腕うでが伸のびたかと思うと、喉のどもとに突つきつけられていた剣けんを素す手でで摑つかんでいた。思わぬ行こう為いにクオンの腰こしが引けた瞬しゆん間かん、ラガは立ちあがりざまにクオンの腹に蹴けりをくれた。

　クオンがよろめくとともに、ラガは力ずくでその剣けんを奪うばう。間かん髪はつを入れずに躍おどりかかろうとするところ、クオンはクオンですばやく地面を転がって、ラガが手落としたほうの剣けんをさらいあげていた。

　鋼鉄の剣けんが衝しよう突とつ。二度、三度と立てつづけに火花が散る。

　勝負は振ふり出だしに戻もどった──かに見えたが、ラガの動きはあきらかに落ちている。頭部にもらった打だ撃げきの後こう遺い症しようによるものだろうが、仮面越ごしとはいえ、強い一いち撃げきを浴びてむしろよく動けているほうだ。ではクオン優位かといえば、対するクオンのほうもまた以前のようなしなやかさを失っていた。戦いがはじまってからずっと逃にげの一手を打ってきた彼かれではあるが、やはり前進するラガの剣けんから逃のがれつづけるには、体力、精神力ともに相当の消しよう耗もうがあったはずだ。

　なにより、先ほどまでとはちがって、両者の距きよ離りが近い。クオンの足さばきをもってもラガから逃のがれられず、剣けんで防ぼう御ぎよせざるを得ないのだ。そしてここに来て両者の体格差がものをいった。力押おしに来られればクオンは圧あつ倒とう的てきに不利となる。剣けんを受けるたび、クオンの軸じくが左右にぶれた。腰こしが落ち、肩かたが弾はじかれて、足もとがおぼつかなくなる。

　剣けん先さきがかすめてクオンの肩かた口ぐちから血が散った。あと半歩ほども距きよ離りが詰つまっていれば、クオンの首を断たち切きれていたほどの一いち撃げきだ。

「おおっ」

「やれ、ラガ！」

「悪あしき精を剣けんで断たて」

　男たちがふたたび剣けんや槍やりを地面に打ちつけていた。セーラは脳の芯しんが揺ゆさぶられるほどのめまいを覚えた。松明たいまつの火にあぶりだされた戦士の影かげが重なりあうほどに肉にく薄はくしている。あるかなしかの空くう隙げきを埋うめるのは鋼鉄のきらめき。汗あせを散らしながら男たちの放つ怒ど号ごう。武具が地面に奏かなでる高圧的な殺意のリズム。

　それは文明圏けんの人間にとって、夜の世界に属した一場面。

　原色でギトギトに塗ぬりつぶされた原始的な絵画にも似て、見ているだけで理性の枷かせを打うち壊こわされそうになる。

　身体中から血の気が失うせて寒いほどなのに、頭頂部から股こ間かんにかけて走った一本の細い直線部分だけが、血が燃えあがりそうなほどに熱くなっている。セーラは寒さと熱さに耐たえかねてその場にしゃがみこみたくなった。いまにもラガの剣けんで身体を両断されそうになっているクオンから目を背そむけたくなった。

　が、セーラはかっと目を見開いた。寒さを振ふり払はらい、血の熱さのみを意識すると、あとはその熱に促うながされるかのように、修道女にあるまじき声をあげた。

「ふざけんな、クオン。こんなところで犬死にか。クオン！　あんたが勝ったら、わたしをくれてやる。セーラ・プシェリコのこの身体、たとえ国の領主が、体重ぶんの黄金に同じ量の宝石を添そえて欲ほしがったところで売りはしない。神にお捧ささげしたわたしの身体、それほど安くない。だけどクオン、あんたの勝利にそれ以上の値打ちをつけてあげる。無む垢くな魂たましいを抱いだいたまま天上にのぼっていくはずだったこの身体を、敗者の血にまみれたあんたの腕うでに抱だかせてあげる！」

　その叫さけびが聞こえたかどうか──、

　クオンは正面から打だ撃げきの雨を浴びせてくるラガを遠ざけるのに必死だった。一打一打が重く、鋭するどい。たとえ利きき腕うででの戦いだったとしても、勝利できたかどうか心もとないというほどだ。

　ラガはなお距きよ離りを詰つめてくる。もう二度と同じ失敗はしまいと念じているのだろう。クオンに反はん撃げきの一打も許さぬほどに肩かたをぶつけ、足を絡からめなどしながら、その体勢を乱しにかかってくる。

　怖こわかった。いまにも首を断たたれるか、そうでなくとも手足の一本をもぎ取られるかという瀬せ戸と際ぎわにあって、クオンは臓ぞう腑ふが丸ごと凍こおるほどの恐きよう怖ふを覚えていた。

　が、いまさらのことだ。

　クオンとて、ラガと戦うと決めた時点から同じ種類の恐きよう怖ふは抱いだいていた。その決意が揺ゆるがなかったのは、必ずやこの戦いに勝利して生いき抜ぬいてやるのだ、レオ公子の窮きゆう地ちを自分が救うのだ、という鉄の意志があったから──ではない。

　単純なことだった。

　クオンには、この戦いで死ぬよりももっと恐おそろしいことがあったのだ。

　岸がん壁ぺきに空いた岩いわ牢ろうに閉とじ込こめられていたとき、クオンは悪夢にさいなまれた。

　もしラガと戦わずして山をおりられたとしても──セーラがいっていたような『巧たくみな交こう渉しよう術』によって、スオーと取り引きするなどして──、クオンはきっとこの先、同じ悪夢によって永えい劫ごうに悩なやまされたことだろう。

　日夜、枕まくらもとに、足もとに、身体の両側に、クオンが成人の儀ぎ式しきで剣けんを突つき立たてた漁師の亡ぼう霊れいが浮うかびあがって、四方からクオンの肉体に剣けんを突つき立たてて、そして火傷やけど一つ負わぬのに火よりもなお熱い業ごう火かでクオンの身体を焼やき尽つくそうとするだろう。

　それはクオンを縛しばりあげているよどみそのものだ。

　生まれ育ったこの山での日々が、信しん仰こうが、風習が、人々が、呪じゆ文もんの声が、血しぶきが、すべてがクオンの四し肢しを、あるいは心を縛しばりあげる桎しつ梏こくとなっている。

　断たたねばならなかった。

　過去を切り捨てるという意味ではなく、過去を過去のものとしてとどめおくために、未来に影かげを投げかけるものではなくするためにも、この手でけりをつけねばならない。

　クオンは、間近まで迫せまったラガの顔を見た。仮面の上半分はもうほとんどが剝はがれ落おちている。デューの目がぎらぎらした光を放っていた。

　ラガの剣けんがクオンの剣けんを正面から打うち据すえた。左腕の手首から肩かたにかけて電光が走ったかのような衝しよう撃げきが起こり、クオンの手から剣けんが落ちた。

　群衆の盛りあがりが最高潮に達した。

　地面からいっせいに噴ふきあがった熱気たるやすさまじく、夜天にかかった星を丸ごと叩たたき落おとすかのようだった。

　恐おそろしいほどの熱のうねりは、しかしあっという間に消きえ失うせた。

　ラガが止めを刺さすべくさらに半歩を踏ふみ込こんだ、その直後のこと。

　またもクオンの姿が彼かれの視界から消えたのである。

　これは、体格の差を逆手に取った作戦だった。クオンは剣けんでの防ぼう御ぎよに徹てつしていると見せかけながら、ラガの目を上半身にひきつけていた。そしてもはや逃にげられぬタイミングで剣けんを失うと、直後、ラガの脚あしのあいだへと一いつ瞬しゆんにして滑すべり込こんだ。ラガの足首を摑つかみながら身体を反転させたクオンは、ラガの背面に位置していた。

　もはや振ふり返かえる間も与あたえない。

　クオンは滑すべり込こむと同時に拾いあげていた拳こぶし大の石を、その後頭部めがけて叩たたきつけた。

　ともに優すぐれた技量の剣けん士し、その決けつ闘とうの結末は、恐おそろしく原始的なものに終わった。

　ラガは声もなく前のめりに倒たおれた。

　谷の両岸で身を乗り出して、手を振ふりあげ、大口を開けていた男たちは、ぴたりと凍こおりついた。

　あとには、静けさのみが残された。




　　　　　　　４




　テイ・ターラの聖域において、はるか太古から現在にいたるまで、わずかな滞とどこおりもないまま着々と歩みを進めていた『時』が、この瞬しゆん間かん、ぴたりと止まったかのようだった。

　戦士ラガが敗れたという事実は、山の民たみたちにとって、それほどの衝しよう撃げきをともなっていた。

　が──、時が止まるなどとは、あり得ない。しょせんは錯さつ覚かくでしかない。

　この一いつ瞬しゆんの呪じゆ縛ばくからわれ先にと抜ぬけ出でたのは、山にとってはよそ者のセーラであった。

「やった！」

　彼かの女じよが快かい哉さいを叫さけぶと、その隣となりにいたミストが、

「スオー」

　と崖がけのてっぺんにいた長おさの名を呼び、それから、スオーははっとしたように一回目を瞬まばたかせると、

「勝負あった」

　手を振ふりあげて、大だい音おん声じようでそう告げた。

　谷底周辺で固着していた『時』がその瞬しゆん間かん、強い揺ゆりかえしにあったかのように、これまでとは比べようもないどよめきと騒さわぎに包まれた。決着の瞬しゆん間かんをはっきりとその目で見て取ることができた者など皆かい無むに近い。それゆえ、

「クオンは悪あしき精による外げ道どうを用いたのでないか」

　と言い出す者もいたのだが、

「いいや、そうならば、ラガが敗れるはずはないのだ。ラガは悪あしき精を喰くらう存在なのだから」

　半ば呆ぼう然ぜんとなりながらも、そう反論する者もいた。

　勝者であるクオンはその場にしゃがみ込こんで荒あらい息をつき、敗者のラガのもとには巫み女こを護衛する兵たち数名と呪じゆ術じゆつ師が足を運んでいた。

　ラガが気を失っていたのは数分だけのことだ。彼かれは治ち療りようのため、兵たちの手で運ばれていく最中だったが、すぐに彼かれらを振ふり払はらうような仕草をして、自分の足で地面に降り立った。

「殺せ」

　とラガは──かつてのデュー・ウェイは、憎にくしみの眼まな差ざしを火のように放ちながらクオンにいった。

「ラガが生きたまま敗北などあり得ない。殺せ、クオン。それができないというなら、おれはまだ負けてはいないのだ。もう一度かかってこい。両りよう腕うでともに自由にしてやる。どちらかが死ぬまで戦うのだ。さあ、さあ！」

　ラガは吠ほえつづけたが、しかし、スオーの言葉がある以上、すでに勝負は決した。彼かれは足をふらつかせながらクオンになおも迫せまろうとしたが、勝負の見届け人である家長たちに阻はばまれ、そのまま谷から離はなされていった。

　その間、いまだどよめきつづける人々に「静まれ、静まれ」とスオーが声を繰くりかえし投げかけている。しかしあまりに衝しよう撃げきが大きすぎたゆえ、なかなかいうとおりにはならない。

　と、いつしかその隣となりに並んでいた老ろう巫み女こミストが、

「戦士ラガは敗れた」

　といった。さして大きい声ではなかったにもかかわらず、人々は息を吞のんだように声を抑おさえ、身動きを止めた。大勢の人間が振ふり仰あおぐ先で、巫み女こミストは枯かれ木きのような手を左右に広げた。

「本来敗れるはずのない戦士が敗れた。これがなにを意味するか、皆みなの衆にはすでにわかっておろう。神の裁定が下された。正しき側が勝利した。そう、すなわち、われらが神テイ・ターラはクオンの勝利を望まれたのだ。いや、クオンの勝利を、というよりも、クオンが長おさの決定に反してでも遂すい行こうしようとしたことを望まれたのだ」

　すると、長おさスオーがその足もとにひざまずくような姿勢になった。

「わたしはこたびの裁定をもって、自分が巫み女こたちより伝えられし神のお声を聞き誤っていたことを認めよう。わたしは『長おさ』を名乗る資格を与あたえられてはいるものの、しょせんはテイ・ターラ神のご加護のもとに命を紡つむぎし小さき者に過ぎぬ。皆みなはどうであるか？」

「われらも」

　家長の一人が剣けんを地面に突つきおろした。

「われらも山神テイ・ターラさまのご加護のもとにありし者」

　家長たちが次々にならい、人々も、当とう惑わくと驚おどろきから覚めて、片かた膝ひざをおろしてテイ・ターラへの祈いのりの文句を捧ささげていく。

　個々に感情はあろうとも──家長や巫み女こたちでさえも──、御お山やまに住まう彼かれら部族にとっては、神やら、呪まじないやら、信しん仰こうに根づいた数々の風習が、それをたやすく吞のみ込こんでしまう。決けつ闘とうに盛りあがり、ラガに声せい援えんを飛ばして、クオンに罵ば声せいを送っていた彼かれらであったものの、神の裁定が下されたのは事実。彼かれらはいっせいに静まりかえった。

　そんななか、クオンはずっと地面にしゃがみ込こんでいた。

　しばらくは動けない。いまは息をする以外になにもしたくなかった。

　どれほど経たったろう。

　気づけば、谷周辺から松明たいまつの列は遠ざかり、人々の姿も途と絶だえかけていた。

　クオンは家の一つに連れていかれ、呪じゆ術じゆつ師しの手で治ち療りようを施ほどこされていた。耳もとではセーラがずっと小言めいたものを口にしていたが、ほとんど耳に入らなかった。もっとも、

「あんたは……あんたって奴やつは」

　だの、

「まったく。まったくもう」

　だの、聞いていたところで実になるようなものなどは何一つなかった。ただ、セーラが時折はなをすすりあげ、声を引きつらせているのがクオンには不思議とくすぐったかった。

　やがてセーラの姿も呪じゆ術じゆつ師しの姿も消えると、そこにミストがあらわれた。

「すべてがなされるがまま、神のお導きのもとに」彼かの女じよはそんな言葉で勝者を讃たたえたあと、「……が、どうだろうな。クオン、おまえが勝ったのは確かに神のお導きであろうが、ラガを生かしておいたのは神ではなく、おまえの裁量のように見えた。なぜだね？」

「さあ」

　とクオンはいい、足もとの鉢はちを眺ながめた。薬草をすり潰つぶした緑色の物体がかすかに残っている。

　彼かれには、ある疑問がずっと残されていた。

　ダッタ・ウェイの死ののちにあの岩いわ牢ろうに閉とじ込こめられたとき。それこそ巫み女こたちが神の声を聞いてクオンを裁こうとしていた直前、クオンは何者かの手によって救出された。

　それがいったい誰だれだったのか、長いこと答えはわからずにいたのだが、クオンはなんとはなしに、あれはアクアだったのではないか、と考えてきた。

　確証はない。ただ、同年代の人間で、喧けん嘩かするとき以外で口を利きいたのはほとんど彼かの女じよだけだった。が、そんな些さ細さいなつながりしかない彼かの女じよが、果たして御お山やまの掟おきてを破ってまで自分を助けようとするだろうか、と考えると、首を横に振ふるしかない。部族の人々にとって掟おきては絶対のものだ。守らなければ生きてはいけない。それは歯を食いしばって耐たえる種類のものではなく、この山で命を長らえようとする者には、空気を吸って吐はき出だすことと同様ていどのことである。先ほど、クオンにあれほど罵ば声せいを飛ばしていた人々が、最後には敬けい虔けんな態度で勝負の結果を受け入れたのもそうだし、クオン自身、その身に御お山やまでの風習や生き方が血肉となって根づいていたからこそ、離はなれがたい郷きよう愁しゆう、あるいは離はなれてはならないという強きよう迫はく的な感情が呼び水となってこの地にわざわざ足を運んできたのだった。

　牢ろうに閉とじ込こめられた者を神の裁定が下る前に逃にがすなどということ、普ふ通つうならば絶対にやるはずがない。

　が、クオンの顔見知りのなかで、御お山やまでの掟おきてをすでに破っている人間が、一人いた。

　その者は虚きよ偽ぎの言葉を吐はいて同じ家の人間を罠わなにかけて、さらにはそのために家長が命を落としても、虚きよ偽ぎを認めるどころか、さらに噓うそを重ね塗ぬりして、その罪を先ほど罠わなにかけようとした人間に押おしつけた。

　いうまでもない。

　デュー・ウェイだ。

　彼かれによって罠わなにかけられ、そして罪をも押おしつけられたクオンは岩いわ牢ろうに閉とじ込こめられた。その夜は自由にならない身体を暴れさせ、叫さけび声ごえをあげて、哀あい願がんし、そして最後にはすすり泣いた。

　では、デューはどうだったか。その夜、どうやって過ごしていたろうか。ずっと嫌きらっていた『忌いみ子』のクオンを貶おとしめられたことに満足していたろうか。クオンが泣なき叫さけんでいたあの時間、寝ね床どこに身を横たえながらほくそ笑えんでいたろうか。

　否いな。

　クオンにはわかる。いまになって、痛いほどによくわかる。

　デューは決して不信心な人間ではない。クオンやその他の人間たちと同様、テイ・ターラの加護のもとに生きる武人である。狩かりの収しゆう穫かくがあればテイ・ターラに喜びと祝いの言葉を述べ、敵の侵しん入にゆうがあれば、雄お々おしく死んで神のもとに魂たましいを捧ささげようと意い気き込ごむ。そんな男だ。

　であるなら──、

　デュー・ウェイもまた、クオンと同様だったのではないか。身を横たえながらも、眠ねむることなどできなかったのではないか。彼かれはテイ・ターラに顔向けできないことをしてしまった。あまつさえ、そのために実の父をも失う羽目になった。

　彼かれも苦しんだろう。嘆なげいて、悲しんだろう。そして……、クオンと同じく、恐きよう怖ふしたろう。

　だから彼かれは、夜が明ける寸前、クオンを岩いわ牢ろうから逃にがしたのではないか。

　いったんは罪をなすりつけたクオンを自由にすることで、せめて恐きよう怖ふと罪悪感に圧あつ迫ぱくされる心を軽くしようとしたのではないか。当然、クオンを逃にがすという行こう為いそのものもまた、掟おきてに背そむく行こう為いだ。デューは自分を救うためにまたも禁を破ったのである。

（おまえがいなくなったあと、デューは、戦いの精せい霊れいに憑つかれたかのように、日夜、恐おそろしいほど剣けんに励はげみつづけた）

　とアクアはいっていた。

　そうする以外にはなかったのだろう。

　まとわりつきつづける恐きよう怖ふを振ふり払はらうには、なにかに没ぼつ頭とうする以外になかった。そして自らがテイ・ターラに血肉を捧ささげる人間であることを証明する以外にはなかった。だからこそ死しにもの狂ぐるいでラガの地位を得ようとした。クオンが御お山やまを離はなれてなお、「この山に黄金をもたらす」という予言を成じよう就じゆさせようとしていたように。

　……すべてはクオンの推察でしかない。

　が、そう考えたとき、すでにクオンのなかからデューを憎にくみ、恨うらむ気持ちなどは消え去っていた。それどころか同情し、親近の情すら覚えた。クオンが長いこと味わってきた疎そ外がい感や恐きよう怖ふ、それらを共有したただ一人の人間として。

　が、クオンは、

「証明するしかなかった」ミストに対しては、本音とはちがうことを口にした。「ラガに対して、命をやり取りする以上の覚かく悟ごがあるところを、皆みなに見せつけなきゃいけなかった。じゃなかったら、たとえラガを殺せたにしても、皆みなは本心からついてきてはくれないだろうから」

「ほう、難しいことを考えるようになった」

　ミストは腰こしにさげた木の筒つつから麦むぎ粥がゆをすすっている。それをクオンに差し出した。クオンは手で断りながら、

「ミストお婆ばばさま。おれからも、聞きたいことがある」

「なんだね」

「なぜセーラを牢ろうのなかにつれてきてくれた？」

「はて、牢ろうのなかですでに話したはずだが」

「セーラから話を聞いた、だから気になっていっしょにやってきた。婆ばばさまはそういっていたけど、アトールのことなんか、この山にとってはどうでもよかったはずだ。なのに──」

「クオン、われらは大きな意思に抱いだかれし小さき者。神はわれらとともにあるが、いついかなるときも傍かたわらにあってそのお声を囁ささやきつづけてくださるわけではない。わしとて、ただ山神さまのお声のみを意志としているわけではないのさ。自分の目があり、耳があり、考える頭がある」

　クオンにはそれがどういう意味なのか、またそれがそもそも自分の問いへの答えになり得るのかどうかも、わからなかった。難しい顔をして黙だまりこくったクオンに対し、ミストはけたたましい笑い声をあげた。

「褒ほめたばかりだというのにそのていどか。クオン、少しだけ答えを明かしてやろう。われわれ皆みなが皆みな、目が曇くもっていたのではないのさ。ことにわしはな、少しばかりこの目に光が届かなくなったからこそはっきりと見えるものがある」

　ミストはミストなりに判断するところがあったということか。

　クオンはミストの腰こしにある木き筒づつに目をやった。もう一度差し出してくれれば受け取るつもりでいたのに、ミストはずっと腰こしにさげたままだった。




　それから、瞬またたくうちに時間が過ぎ去った。

　まず、クオンとラガの決けつ闘とうがおこなわれた翌日、クオンの「ダッタ・ウェイを罠わなにかけた」容疑の裁定が改めておこなわれた。

　結果は無罪。おそらくは戦せん闘とうにおける混乱のなか、デュー・ウェイがそのように見まちがえたのだろう、ということになった。

　クオンにしてみれば当然の帰結ではあるものの、多少穿うがった見方をするならば、もしダッタが死んだ直後に裁定にかけられていれば──つまり、クオンがもしあのとき山を脱だつ走そうしていなければ──おそらく有罪として火あぶりにかけられる運命にあったろう、と思う。

　ミストの言葉の真意もここにある。神の声とて万ばん能のうではない。民たみを鎮しずめ、民たみを導くべき神の声は、時に人の意志によって左右されることもある、ということだ。

　その後、集落においては、男たちは戦いの準備に追われ、女たちは兵ひよう糧ろうの支し度たくなどに奔ほん走そうした。

　出発する数は、五百ていど。

　これは実働部隊として戦える男の半数以上に当たる。御お山やまにて、一つの家が抱かかえる戦士の数は平均すると約五十名。ウェイ家など、一時は二百人の戦士がいた。

　が、戦士とはいっても、集落の男たちは狩かりや漁を生なり業わいとしている者が大半であり、いわゆる専業の兵士などは、聖職者を守る立場にある特別な戦士か、ラガのみである。

　つまりは半分近い男手が山を去ることになるのだが、この御お山やまでは一線を退しりぞいた老人や、家庭を持った女性たちとて、いざ聖域を侵おかす侵しん入にゆう者があれば弓や銃じゆうを取るのが常である。家長たちも全員が援えん兵ぺいの一団に加わるわけではない。むしろ自分に次ぐ地位にある者を小隊長として抜ばつ擢てきすることで、大半が集落に残った。彼かれらは彼かれらで、人員不足となった村において狩かりや漁の計画を立てねばならず、戦いに赴おもむく以上の苦労を背せ負おい込こむこととなる。

　男たちは五百の数に加えてもらうべく、次々と名乗りをあげた。

　なにしろテイ・ターラ神がお定めになられた聖なるいくさである。

　この戦いでの功績は御お山やまを外敵から守るのと同じか、あるいはそれ以上の栄えい誉よをもって讃たたえられるだろう。御お山やまとてそうひっきりなしに襲しゆう撃げき者があるというわけではないから、特にテイ・ターラ神のために血肉を捧ささげる機会をいまや遅おそしと待っていた若者たちはほとんどが志願して、断られたなかには涙なみだを流して悔くやしがる者とていたくらいだ。

　問題は馬だ。

　この御お山やまでも馬を飼ってはいるが、数は少ない。麓ふもとの集落にいるだけの数を集めても二百以上にはならないだろう。馬なしでケスマイ平原を越こえるとなると、クオンたちが辿たどった日数の何倍もかかる。レオ公子の置かれている現状は知るよしもないが、クオンたちがアトールをあとにした時点でさえ悠ゆう長ちように構えていられる状じよう況きようでなかったのは確かだ。そこでクオンは、集められるだけの馬を集めて、まずは騎き馬ばに慣れた者二百名だけを先発隊として自分が率いることにした。

　残る三百は徒歩でつづくこととなる。案内役はセーラが買って出た。

　こうした計画を話しあう席ではともかく、クオンは、生まれ故郷のこの集落において、最初はほとんど誰だれとも口を利きかなかった。

　まず、近づこうとする者がいない。

　クオンをいまだに敵視、もしくは外部の血の混じった『忌いみ子』として嫌きらっている者もあるが、しかしクオンはテイ・ターラの裁定をその身で証明した立場でもある。繰くりかえし述べたとおり、御お山やまでは神の声こそが正しきものであるから、そういった悪意、敵意はもうずっと和やわらいでいる。単純に、いまのクオンにどのように接してよいやら戸と惑まどっている、というのが真実だったろう。

　そんななか、最初にクオンに接近したのは集落の子供たちだった。

　ただもう強い者への憧あこがれを抱いだいた彼かれらは、ラガを倒たおしたというクオンに並々ならぬ関心をもって、最初の日は遠巻きにクオンの一挙手一投足を眺ながめているだけだったが、次の日には訓練で用いる剣けんやら槍やりやらを手にして、

「戦いを教えて欲ほしい」

　と、おずおずとクオンに教えを乞こうた。

　まごつくクオンに、

「やってやったらどうだ」

　たまたま通りかかったアクア・ホロがからかいの声をあげた。

「クオンは、ウェイの子らに訓練をつけるのが上う手まかったじゃないか」

「おれは忙いそがしいんだ」

「どうかな。昨日は、話しあいのあと、ずっと暇ひまそうにしていたくせに」

　子供たちと接点を持つようになれば、その親や兄たち──実際の意味での親兄弟ではなく、隊における血のつながらない年長者をも意味する──もクオンと距きよ離りを縮めるようになって、三日目には、かつてクオンと肩かたを並べていたウェイの兄たちが狩かりに誘さそってくれるようにもなった。兵ひよう糧ろうを大たい量りように準備しなければならないため、現在、狩かりに赴おもむく家の数が増えているのだ。

　クオンをからかっていたアクアも、この狩かりについてきた。

　彼かの女じよもホロ家の一員として戦いに加わることになる。聞けば、弓の腕うで前まえはいまや集落におけるどの男にも引けを取らないのだという。アシナガの狩人かりゆうどに抜ばつ擢てきされていたのだからそれも当然だろう。

「あいつはもう立派な狩人かりゆうどだ。戦いははじめてだろうが、あいつなら敵の首を三つ束ねて弓で射い貫ぬいたっておかしくない」

　と讃たたえる声がある一方で、

「身も心ももう男か。惜おしいことだな」

　アクアの締しまった腰こしを眺ながめてぼんやりつぶやいた旦だん那なが、女によう房ぼうに凄すごい目つきでにらまれてあわてて口を閉とざすといった場面もある。

　本人が男として生きる道を決断し、そしてそれを巫み女こたちが認めて、狩かりや実戦の場に加わることになった以上、もはやアクアはこの御お山やまにおいては『女』ではない。家庭を持つことはもちろん、男性と関係を結んでもならない。これも『掟おきて』である。もしアクアの女性としての身体的特とく徴ちようが男をみだりに惑まどわす、というのであれば、たとえば乳ち房ぶさを切り落とせ、というような命令が巫み女こや長おさから下されることとてある。

「もったいない」

　というのは、男だけでなく、セーラも口にした感想だ。

「あんなに美人なのに。町に出れば、どんなお金持ちだって貴族さまだって簡単に手玉に取れそうなくらい。それなのに、胸を切り落とさなきゃいけないなんて」

「いますぐにじゃない。それに、見たところ、しばらくは心配なさそうだ……あいたっ」

　遠くにいたアクアの姿をしげしげと眺ながめていたところ、クオンはセーラに足を踏ふまれた。

「なにしやがる」

「男が、『男』をおかしな目で見ているからよ」

　いつものように口くち喧げん嘩かをはじめた二人を、いっとき、部族の者たちは物もの珍めずらしげに見物した。子供時代ならともかく、顔を真っ赤にして感情を剝むき出だしにしたクオンの姿は彼かれらにとって新しん鮮せんなのだった。

　やがて、出しゆつ立たつの日が来た。

　早朝、若い巫み女こたちによる戦勝祈き願がんの舞まいがおこなわれた。

　老ろう巫み女こミストが、武具の一部を火にかけ、そのひびを眺ながめて、

「吉きつ兆ちようである」

　と告げる。

　武具を身に帯び、戦いの紋もん様ようで顔を真っ赤にした武人たちは、これを耳にして大いに盛りあがった。

　クオンが馬に鞍くらを置いたとき、背後からそのミストと呪じゆ術じゆつ師し一人が近づいてきた。

「これを持っていけ」

　と呪じゆ術じゆつ師しが差し出したのは、一本の小こ瓶びんだ。蜂はち蜜みつに黒い染せん料りようを溶とかし込こんだような色の液体が揺ゆれている。

　ツノヘビの毒に数種類の薬草を煎せんじたものが入っている、と呪じゆ術じゆつ師しはいった。人間にも効き目のある毒薬であるが、同時にこれは、御お山やま周辺に生息するアシナガの毒の中ちゆう和わ剤ざいとして用いられている。アシナガに襲おそわれ、一時は意識不明にもなっていたセーラの命を救ったのもこの薬だろう。

　本来、こうした毒や薬を扱あつかえるのは呪じゆ術じゆつ師しのみである。持ち運びもならないとされているからこそ、アシナガの狩人かりゆうどであったアクアたちですら所持してはいなかったのだ。クオンがどうしてよいかわからずにいると、

「ラガを破った戦士への手た向むけだ」布で顔の上半分を覆おおった呪じゆ術じゆつ師しは静かにいった。「われわれは御お山やまを離はなれられぬ。もし旅の途と中ちゆうでアシナガに襲おそわれたら使うといい。万ばん全ぜんの効果を保証するものでもないがな」

　ミストも「持っていけ」というふうに頷うなずいたので、クオンはありがたく受け取ることにした。

　やがて全員の準備がととのうと、

「山神さまの定めし戦いである。命を惜おしむな。雄お々おしく戦った者の魂たましいは神の御み許もとへと招かれよう」

　ミストの声を背に、山を褥しとねに育った男たちの大半が、生まれてはじめて山をあとにすることとなった。

　かねて立てた計画どおり、五百の兵がいっせいに山を出るが、二百の騎き馬ば隊は徒歩の兵たちを待たずに、ケスマイ平原をひと足先に北上する予定だ。

　クオンは早朝の陽を浴びながら山を下り、そして赤茶けたケスマイ平原の入り口へと馬を進めた。

　が、山を出てからわずか五日後。

　クオンたちは思わぬ待まち伏ぶせを受けた。










　二章　動くもの、動かざるもの、動けぬもの
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　そのころ、レオ・アッティールはグィンバーに逗とう留りゆうしつづけている。

　当然、ダーレン・アクティカの動きを警けい戒かいしてのものだ。レオはグィンバーにありながら、ダーレンの居城オルト・ローズ付近に何度か斥せつ候こうも放っている。いまのところ、「兵を集めた」という話はあっても、それを城外へ動かしたという情報はない。

　が、ダーレンが後ろで糸を引いていると思おぼしき賊ぞく兵へい集団はグィンバー領内で盛さかんに活動中。サヴァンはこれの防衛のため、領土のあちこちに兵を割さかねばならなくなっている。現在、グィンバー城に常じよう駐ちゆうしている兵は一千。さらに傭よう兵へい七百ほどを急きゆう遽きよ募つのったものの、増えれば増えるだけよいというものでもなく、第一、現在のグィンバーには数多くの兵を養えるだけの財力が不足しがちである。

　ダーレンの動きを警けい戒かいしなければならない立場上、ここのところ城外で市場を開くことができずにいるからだ。羊毛がもっとも盛さかんに取り引きされるこの時期において、痛手は大きかった。この市場での売買を目論もくろんで先行投資に踏ふみ切きっていた商人たちなどは破産しかねない。

　日が経たつごとにじわじわと首を絞しめられているかのような苦境に追いやられているのが現在のグィンバーだった。

　レオはサヴァンに提案し、オルト・ローズに比ひ較かく的てき近い領内東側──同じアトール国内であるため、領地の境であっても城や砦とりでは築かれていなかった──に、川を天然の堀ほりとした砦とりでをこしらえさせ、急造のそこに傭よう兵へい五百を移した。

　レオが現在できることといえば、砦とりでと城を行き来して状じよう況きようを確かく認にんすることくらいだ。

　逼ひつ迫ぱくする状じよう況きようと裏腹に、退たい屈くつだとさえいえた。あまりにやれることが少ないので、

（いっそこちらから少人数でオルト・ローズに押おしかけて、ダーレンの顔色をうかがってやろうか）

　などと思いついたことがある。いったんは気持ちが浮うき立たった。が、すぐに、

（現実的じゃない）

　と気づいて、以前よりむしろ不ふ機き嫌げんになった。

　他人との会話のなかでそんな思いつきになったのならば、まだ救いもあったろう。

「殿でん下かもずいぶん子供じみてらっしゃる」

　などとパーシーあたりに笑われれば、こちらも気持ちの落おち込こみを一人で抱かかえずに済んだはずだ。

　が、現在、レオの周囲には、話し相手となるような同年代の人物はいない。パーシー、カミュには親衛隊を預けてコンスコン寺院にいってもらっている。クオン、セーラはというと、突とつ如じよグィンバー領内から姿を消した。

　一人きりだ。

　晩ばん餐さん会の席で、豪ごう華かな服を身にまとった男女が華はなやいだ笑い声をあげるなか、片かた隅すみで一人立ちつくしていたあのときに逆ぎやく戻もどり。

　無論、一人とはいっても、現在、レオの周囲には、彼かれが村で登用した人々が護衛兵として詰つめてはいるものの、彼かれらは自分を取り立ててくれたレオに心しん酔すいしきっている。相談相手になどはならない。

　そういえば、護衛役をつとめていた兵のなかに、ロダという赤毛の少年がいた。兵たちのなかでもひときわレオに対する尊そん崇すうの念が強く、あたかもレオとまともに目をあわせるとその威い光こうで目が潰つぶれると信じてでもいるかのような態度でもって、レオに仕えていた。

　レオにしてみれば面おも映はゆいどころではないものの、その腕うで前まえと真面目な性格ぶりを買って護衛に任じていた。が、半年以上も前、ヘイデンと戦うに当たって人手不足だったレオは、村落出身の兵たちもあちこちに部署せねばならず、ロダも実働部隊のどこかに引ひき抜ぬかれたままになっていて、現在は行ゆく方えが知れない。

（戦場で命を落としたのか、それともそれなりの手て柄がらを得て生まれ故郷に戻もどったのか）

　ふとロダのことを考える。が、それもただ一度きりのことだ。

　ではほかになにを考えるか。

　考えない。

　少なくとも、それと同じことである。一人きりになったレオは、特に外出の予定がないときには、部屋中をうろつきまわる。一応はあれこれと思いを巡めぐらせる。が、途と中ちゆうからは時勢をかんがみず己おのれの利益追求のみに走るダーレンへの恨うらみ節になる。やがてその恨うらみの対象に公王である父マグリッドも加わる。

　レオはアリオン王に会ったことがある。アリオンの謀ぼう将しようホーキングや、ディティアーヌの『王』を自じ称しようするというモルディーンとも顔をあわせた。いずれも胸中に刃やいばを吞のんでいる人物だと見えた。ひと声で数千、数万の軍勢を動かせるそんな者たちが、アトールの東西で時勢をうかがっている。

（だというのに、アトールなどという小国のなかで小こ競ぜりあいをしている場合じゃない。ぼくも、こんなところでてこずっている場合じゃないんだ）

　と、最後は、ダーレンでもマグリッドでもなく、ほかでもない自分の無力さに腹が立ってくる。毎日がこの調子なので、結局はなにも考えていないのと同じことだった。

　一人で歩きまわっているのに疲つかれると、レオは寝しん台だいに腰こし掛かける。そんな折り、レオは疲つかれた顔をして座すわり込こんでいる自分を別の位置から眺ながめているような錯さつ覚かくに陥おちいる。これも、いつものことだ。

（ざまはないな、レオ公子）

　庶しよ民みんから聞きかじったような言葉で、罵ののしりたくもなる。

（ヘイデンを討うって、親衛隊も設立した。多少は物事が思いどおりに運ぶと調子づいていたようだが、おまえなどにできるのはそこまでのことさ。アリオン王？　モルディーン？　彼かれらと張りあえる、もしくは肩かたを並べられると本気で思っていたのか？　せいぜいダーレンのごとき小者にてこずっているのがお似合いだ）

「黙だまれ」

（おまえではなにも変えられない。なにも成なし遂とげられない。そもそも、多少いきがったところで、おまえには覚かく悟ごがない）

「覚かく悟ごはある。ぼくはこの手で敵を殺した。味方を死地にも導いた」

（子供のやる遊びていどのものさ。おまえに、万の民たみを生かすために千の味方を殺す覚かく悟ごはあるか？　あるいは逆に、勝利を摑つかむためにどうしても必要な千の味方を守るために、万の民たみを見殺しにする覚かく悟ごは？）

「黙だまれといっている」

（なにかを変えたいか。なら、風の一つも起こしてみろ。風を起こすには大火が必要だ。まずは自分の髪かみの毛けを燃やせ。あっという間に燃もえ尽つきる前に、次は自分の衣服を燃やせ。それからおまえを守る兵士一人一人の命を捧ささげろ。知りあい、家族、友人、好きな順番で火に投げ入れろ。そうすればそよ風ていどは起こせるかもしれないな）

「黙だまれ、黙だまれ、黙だまれ」

　レオは叫さけんで、寝しん台だいに背を落とした。

　そんな日々がつづいていたあるとき。

　風向きが変わった。

　いや、大おお掛がかりななにかが起こって、事態が急展開を見せたというのではない。それこそ『そよ風』ていどのものだ。

　昼ごろ、グィンバー外部に築かせていた見張り台が騒さわがしくなった。三百ほどの人数が近づいてくるという。兵たちはいっせいに警けい戒かいに当たったが、よく見ると、彼かれらの先頭に立つ人物が十字教の旗を掲かかげている。

　知らせを受けたレオは、自ら城を飛び出ると、彼かれらをじかに出で迎むかえた。

「カミュ──、なぜここに？」

　レオが口にした疑問ももっともであった。

　一団の先頭で旗を掲かかげていたのは、コンスコン寺院の僧そう兵へいカミュである。僧そう服ふくの下に筋骨たくましい肉体を隠かくしたこの青年は、現在、寺院司教のニールの補ほ佐さ役やくをしているはずだ。さらには、レオが親衛隊を預けて寺院へ向かわせたばかり。

「しばらく仰おおせつかっていたとおりに、寺院にて飛空船発着場の準備と、飛ひ空くう艇てい隊たいの訓練をおこなっていましたが、どうにも公子殿でん下かが心配でたまらず、駆かけつけてきた次し第だい」

「ぼくは子供じゃないぞ」レオは日ごろ募つのらせてきた苛いら立だちのせいもあって、思わずかっとなりかけた。「第一、親衛隊を動かしてはならないといったはずだ。父に知られたらどうする。なにか言いがかりをつけて取りあげられかねないからこそ、寺院に移動させたばかりだったのに」

「畏おそれながら」

　とカミュは説明した。

　彼かれが率いてきた三百の兵は、親衛隊ではなかった。いずれも寺院の僧そう兵へいたちである。

「アトールと友好関係にある寺院の僧そう兵へいならば、マグリッド王も口出しする権限はありますまい。おっと、たかが三百と侮あなどることなかれ。いずれもおれと同じ、神に心身を捧ささげた命知らずの猛も者さばかりでありますからな」

　レオは、半ば啞あ然ぜんとなった。

　それから、笑い出した。

　カミュの肩かたを叩たたきながら、なにか涙なみだがこみあげるほどの熱いものを感じていた。

　それは裏をかえせば、ここ数日、レオが味わってきた孤こ独どくがあまりに深く、重かったという事実を意味している。自分でも意外と思うほどのものだ。

　半月ほど前。

　コンスコン寺院。

　この時期、レオは一人で鬱うつ屈くつを募つのらせていたが、それは寺院に詰つめていたパーシーもカミュも同様である。

　レオはダーレンの領内に侵しん攻こうして敗戦したばかり。首都近きん郊こうにおける公子の評判もいたく落ちたという。それと反比例してダーレン・アクティカの影えい響きよう力がふたたび増してきた様子でもある。

　ダーレンはどう動くか。公王は、ほかの諸しよ侯こうは。いや、こうして寺院内にて、僧そうや修道士たちの祈いのりの声に耳を傾かたむけているいまにも、ダーレンは部隊を動かしてグィンバーに攻せめかかっているかもしれない──、そう思うと、若い血がどうにも落ち着かない。

　二人は、公子から申しつけられていたとおり、飛空船発着場をつくるために土地をならし、さらに他国から飛ひ空くう艇ていを買いつけて、若い隊員たちに訓練を施ほどこしていた。

　その傍かたわら、パーシー・リィガンはこの不安を少しでも払ふつ拭しよくしようと、諸しよ侯こうの一人に手紙を書いた。

　ギムレー・グロースター。

　アトール公国南東部に領地を持つ諸しよ侯こう貴族にして、いずれパーシーの義父となるであろう人物だ。パーシーは彼かれの娘むすめリアナ・グロースター嬢じようと婚こん約やく関係にある。ただし、ヘイデンを迎むかえた晩ばん餐さん会以降、顔をあわせていない。というより、あわせづらい、というのが本当のところだったのだが、いまは私情をかなぐり捨ててでも味方を得たい。

　公子にお力ちから添ぞえをお願いします、という内容を書いた。世間では誤解されているが、公子がダーレンの領地に攻せめ入いったのは、サヴァンにそそのかされたからでも、ダーレンへの個人的な悪意によるものでもない。パーシーは、ダーレンのほうこそがサヴァンの採石場欲ほしさに武力を用いていた事実なども記して、公子が行動を起こしたのはこの国の未来を思ってゆえのことである、と強調した。

　婚こん約やく者の父であるからギムレーの人となりはあるていど知っている。多少頑がん固こなところはあっても、決して道理が一いつ片ぺんも通らないということはないし、むしろダーレンのように利己主義に凝こり固かたまった人物やら、ベルナード、トカマクーといった日和ひより見み主義者に比べれば、いくらかアトール貴族として気き概がいのある人物だ、とパーシーは見ている。

　ひととおり書いた文面を眺ながめてみて、パーシーは赤面した。

　言葉が激げき越えつに過ぎる。まるで、幼い子供が自分の遊び場をほかの悪童に奪うばわれてしまったのを、大人に対して大げさな言こと葉ば遣づかいで訴うつたえかけているかのようだ。

　パーシーはいったん頭を冷やして文面を訂てい正せいした。

　そうして何度も書きなおした手紙をギムレーの領地に送ったのだが、いくら待っても返事は来ない。

　パーシーは失望を通とおり越こして怒いかりに駆かられた。この辺り、現在のレオとよく似ている。しょせんギムレー侯こうも日和ひより見み主義者であったか、と内心でなじるところも、婚こん約やく者の父に泣きつくがごとき素そ振ぶりを見せてしまった自分自身に対して怒いかりを抱いだいたところなどもそっくりだ。

　そのように落ち着かぬ日々を過ごしているなかにあって、パーシーと同じ立場にあり、そしてパーシーよりは堪こらえ性しようのない男──カミュが動いた。

「僧そう兵へいのなかから有志を募つのって、レオ公子のもとへ赴おもむく」

　という。

　それだけでも驚おどろきだが、すでに二百名以上の若者が名乗りをあげていると知って、さらにパーシーは驚おどろいた。

　レオ・アッティールといえば、コンスコン寺院にとっては窮きゆう地ちを救われた恩人であり、アリオンを討うった英えい雄ゆうである。なるほど、そんな公子が苦境にあると知らされれば、「では今度はわれらがご助力させていただく番だ」と槍やりを取ろうとする者たちも多かろうが、それにしても迅じん速そくだ。

　さらにカミュは、「これではさすがに数が足りぬ」として、親衛隊のなかからも人数を集めようとした。

　が、これは本ほん末まつ転てん倒とうといえる。親衛隊を動かせぬからこそ僧そう兵へいを募つのったのではなかったか。パーシーはそう指し摘てきしたのだが、カミュはかぶりを振ふって、

「集めた兵たちには皆みな、神の洗礼を受けさせる。寺院の見習い修道士になれば、彼かれらはコンスコンの僧そう兵へいたちということになる。親衛隊ではない」

　あまりにあっさりとそういうので、パーシーはぽかんと口を開けた。

（この男、以前は、レオ公子が洗礼を受けたい、とおっしゃったのによい顔をしなかったはずだ。公子は心底から神の教えに感じ入ったのではなく、ただ単に十字教信徒としての立場を利用しようとしていたのだから無理はない。なのに、今度は自分が同じことをやろうというのか）

　そんなパーシーの顔色を読んでか、カミュはぶ厚い胸を張って、

「自らの命をなげうってでもレオ公子をお救いしたいと志願する者たちだぞ。そして公子は神の教えを受け、それをアトール領内に広めておられる方でもある。その公子をお守りしたいと念じた時点で、彼かれらは信者たる素質を有しているのだ」

　などという。

　すらすらと口を衝ついて出たことからして、カミュはカミュで心にとがめる部分があったにちがいない。それで、他者のみならず自分をも言いくるめるだけの言い訳をそのとき必死に考えたのだ。

　三百名が揃そろったところで、カミュは出しゆつ立たつしようとした。兵ばかりではなく、訓練に用いていた飛ひ空くう艇ていも一機、部品ごとに解体して運ぶことになっている。親衛隊のなかから『僧そう兵へい』に取り立てられた男の一人が、この訓練でよい素質を見せていた。

「たった一機だが、われわれの成果を目まの当たりにすれば公子もお喜びくださるだろう」

　カミュはいっていた。つい数日前までは、パーシーと同じ鬱うつ屈くつを抱かかえて眉み間けんに皺しわを寄せていた男が、なにやら顔も晴れやかになり、寺院を出ていこうとする足取りは風のように軽い。黙だまってじっとしているより、なにか目的を持って動いているほうがずっと活いき活いきする男なのはいまさらいうまでもないが、そんな彼かれの様子を見ていると、パーシーはなぜか無む性しように面おも白しろくないものを感じて、思わず引き止めにかかった。

「待て、カミュ。親衛隊を預かったのはわたしだけではない。おまえとて公子殿でん下かから命令を受けた身なのだぞ」

「それはおまえに任せる」

「飛ひ空くう艇てい隊たいの訓練は？」

「それもだ」

「勝手なことをいうな。まったくの独断で、それも三百かそこらの兵をつれていったところで、公子にお叱しかりを受けるだけだぞ」

「なら、ただここでじっとしていろというのか。おれにはできん。座して滅ほろびを待つよりは、戦地に自ら足を踏ふみ入いれるほうをおれは選ぶ」

「勇ましいお言葉だがな、カミュ。それはおまえが強いからではない、弱いからだよ」

　思わずパーシーの語調も荒あらくなる。「なにを？」と目を剝むいたカミュに、

「そうだろう。こうしてわれわれが公子から与あたえられたご命令──飛ひ空くう艇てい隊たいをひそかに設立し、使いものになるよう訓練する──に従っている状じよう況きようを、『座して滅ほろびを待っている』などといっている時点で、おまえには公子のお考えすらろくに理解できてはいないのだ。おまえはただ自分の不安に耐たえられなくなっただけだろう。誰だれのためでもない、ただ自分が満足するためだけに行動を起こそうというのだ。それが弱さでなくてなんだ。おまえはその図ずう体たいや口にする言葉ばかりがご立派な弱虫だよ」

　パーシーは言葉を叩たたきつける。カミュは目を白黒させ、それから全身の筋肉を浮うき立たたせた。

（あ、これは）

　パーシーははっと理性を取とり戻もどした。

　いまの言葉はまごうことなき本音ではあったものの、時と場合──そして相手──をまちがえたかもしれない。感情的になりすぎた自覚はあったから、

（拳げん骨こつの一発くらいは）

　覚かく悟ごするべきか、とパーシーは首に力を込こめつつ奥おく歯ばを嚙かみしめたのだったが、カミュは力強い息を一つ吐はくと、逆に身体を弛し緩かんさせて、

「おまえのいうとおりだな」といった。「が、人にはそれぞれ得え手て、不ふ得え手てがある。公子の今回のご命令はおまえのほうが適任だ。おれはおれでできることをして公子をお支えするとしよう。それではな」

　カミュはすでに集まっていた三百の兵のもとへ赴おもむくと、寺院をあとにした。

　彼かれらの背中を見送る形となったパーシーはため息をついている。子供を叱しかりつけるがごとき立場だったはずが、逆にカミュのほうに大人の態度を取らせてしまった。

（あれほど素す直なおに動ける男も、羨うらやましい）

　そのパーシーの隣となりに立つ人物があった。ニール司教だ。ログレスに代わって現在の寺院を取りしきっている男で、まだ若い。

「カミュはいきましたか」

　パーシーと肩かたを並べながら背せ伸のびする司教だが、カミュはよほど気が急せいているのだろう。すでに山門の一つをくぐったらしく、姿が見えない。

「司教はカミュの行動を許されたのですか」

「公子は、わが寺院にとってかけがえのないお方。そのお方の力になろうとする者を止める理由はありません。神の御み心こころがままに」

「──」

　パーシーは気乗りしなかったが、会話もほとんどなしにこのまま立ち去るのも不ぶ躾しつけかと思われて、寺院に兵を留めおいている礼などを口にした。

　他愛もない雑談になるはずが、ニールは思わぬことをいった。

「わたしとしてはいっこうに構わぬのですが。しかし、パーシーどの。ここコンスコンに留まっておられるあいだ、あなた方アトールの人間にとっては、面おも白しろからぬ噂うわさを耳にして不快になることもございましょう」

「噂うわさ？」

　パーシーが眉まゆをひそめた。「ええ」とニール司教は一つうなずき、

「ログレス司教は自決されたのではなく、何者かによって殺害された──という噂うわさですよ」

　といった。

　パーシーは「ほう」と返した。まったくの無表情だった。

「確かに聞き捨てならぬ噂うわさではありますが──、しかしアトール人であるわれらと直接の関係がある話にも思えませんが」

「噂うわさにはつづきがあります」ニールのいかにも実直そうな顔にも、表情らしきものはない。「あの戦いの折り、司教は聖堂にこもっていらっしゃった。コンスコンの御お山やまにはアリオンの間かん者じやがまぎれ込こんでいる可能性が高く、お命が危あやういゆえ、あなた方アトールの兵たちが聖堂周辺を固めていたはず。犬の子一匹ぴき出入りできぬよう」

「ええ」

「つまりは、あのとき聖堂に近づくことができたのはアトール兵のみ、ということ。もし司教が自害されたのではなく、何者かの手で殺害されたということになれば、それは自然とアトール人の手によるもの、ということになる──などと、まことしやかに囁ささやいているような輩やからがおりましてな。嘆なげかわしいことです。せっかくこの辺りも落ち着いてきたというのに、平和になればなったで、退たい屈くつしのぎにそのようなでたらめを吹ふいてまわる者どもがあらわれる。信心の足りぬことに、そんな噂うわさに乗っかるような修道士たちもいると聞く。わたしのほうからも叱しかりつけておきますゆえ、どうか、お気を悪くなされぬよう」

「心得ております」

　パーシーがにこりと微ほほ笑えむのを、ニール司教は青い瞳ひとみでじっと見つめていた。




　　　　　　　２




　風向きが変わった。

　──のは、カミュが来訪してきたばかりではない。

　このころ、アトール公王マグリッドは、レオとダーレンの双そう方ほうに、使者を遣つかわしていた。

　レオ公子がダーレンの所領ダラム地方に攻せめ入いった経けい緯いを、いま一度調査するためである。

　レオの側にやってきた使者はスターク・バーズリー。レオの父、そのまた父の世代からアトールを支えてきたこの男は、表向きは「レオの言い分を聞くため」としてやってきていたが、実際は、公王から、

「しばらく、レオを近くで監かん督とくしてはくれまいか」

　と頼たのまれている。

　要はお目つけ役であり、またレオがよからぬことをしないように見張っておいてくれ、ということだ。

　スタークは快かい諾だくした。この男は男で、レオのことを、

（面おも白しろそうだ）

　と見ている。

　レオがダラム地方に武力侵しん攻こうした際はさすがに驚おどろいたし、父であり国主であるマグリッドがこの息子むすこを危険視したとて不思議ではない、とも思ったが、

（レオ公子は若い。若いゆえの長所、短所をいずれも極きよく端たんな形で持ちあわせている。もしも誰だれかが側にいて、短所を抑おさえながら長所の持ち味を活いかしてやれたなら、公子はあるいは歴史に名を残すほどの人物になるのではないか）

　そういう予感めいたものも同時に抱いだいていた。もっとも、このときはまだ「面おも白しろい」という感情が先行していただけなのは否いなめない。レオ公子を導く『誰だれか』が自分でなければならない、とも思っていなかった。スタークは世せ俗ぞくから身を切きり離はなした現在の立場に満足しているのと同時に、こうして火事場見学に走り出していくような若さも残されている。

　一方、使者を遣つかわされた側のレオではあるが、彼かれもまた、スタークが表向きの理由どおりにやってきた、などとは信じなかった。『事態の調査』などと父はいうが、公王にとっては真実などどうでもよく、ともかく双そう方ほうに事情を述べる機会を公平に与あたえながら、仲ちゆう裁さいの時期を計っているだけだろう。しばらく時間を置いてから、レオとダーレンの両方に軽い罰ばつなどを与あたえて、それでしまいにする公算がもっとも高い。しかし、

（終わらせてなるものか）

　とレオは意い気き込ごんでいたし、おそらくはダーレンも同じことを考えている。

　レオは、むしろこの機会を利用した。

　いかにダーレンといえど、こうして表立って公王が仲ちゆう裁さいのために動き、使者を送おくり込こんでいるこのタイミングでは、兵馬を動かすことなどはできまい。

　スターク来訪から五日後、レオはサヴァンと会合し、まずは市場を開かせることにした。

　場所は、グィンバー城の東、旧きゆう街かい道どうを馬で二日の距きよ離りにある教会堂。そう、レオがサヴァンに築かせつつある例の十字教拠きよ点てんだ。旧きゆう街かい道どう、とはいうが、教会堂建設がはじまってから人と物資の往来が増えたため、道は整備しなおされ、中間点には宿場と警備兵の詰つめ所しよなどが併へい設せつされた。いまは本街かい道どうに引けを取らぬくらいににぎわっている。

　そこであらゆる商取引きをおこなえる市場を開いて、ここのところ不足しがちだった資金を補おうというのだ。

　レオはその間、グィンバーを留守にすることとなった。

　ダーレンの動きが封ふうじられている隙すきに、動けるだけ動こうと考えたからだ。

　将来に確かな光明があるわけではなかったが、同じ箇か所しよでうろつきまわっているよりははるかにいい。

「必ず助けを得て帰ってくる」

　見送りに立ったサヴァン・ルーにそう約束し、レオは馬を走らせた。

　旧きゆう街かい道どう筋を東へ急げば、例の教会堂が見えてくる。

　建設をはじめた最初のうちは、石いし工くや職人、人にん夫ぷなどの働き手たちが寝ね泊とまりするための施し設せつしかなかったこの土地だが、彼かれらが一日の労働で得たばかりの収入を少しでもかすめとってやろうと目論もくろむ商人や娼しよう婦ふたちがいっせいに押おし寄よせてきて、酒を飲む場所、食べ物を出す店、女たちが男を手招く建物などが次々とできていった。外から人が来るとなると宿ができるし、人が大勢集まれば兵たちが巡じゆん回かいするようになり、あるていど治安が保たれるとなればその周辺で田畑を耕して定住しようという者たちもあらわれる。この時代、コンスコン寺院が実際そうであったように、村や町がこうやって形作られていくケースは珍めずらしくなかった。

　グィンバー教会堂は、いまや小さからぬ村落程度の規模になっている。

　すでに夜になっていたので、レオは教会堂付属の修道院で宿しゆく泊はくすることになったのだが、

「公子がおいでになられた」

　と知った人々がぞろぞろと往来にあらわれ、店の売り物やら、田畑の収しゆう穫かく物、酒さか樽だるやらを抱かかえて教会堂に集まってきた。レオのためになけなしの家か畜ちくをつぶしてきた者さえいた。

　あまりに大勢の人が出向いてきたので、レオ公子自身が顔を出して皆みな々みなの歓かん待たいに応えねばならなくなった。

　ここグィンバー教会の代表であり、現在設立中の『アトール教会参事会』でも中心人物となっているボスク司教は、修道院の庭を開放して、大勢の人々を引き入れてやった。

　大急ぎで火が焚たかれ、人々が持ち寄ってきた食材が調理されて、修道士たちがあわてて並べたテーブル上に運ばれていく。自然と、小さな宴えん会かいになった。

　さすがに、酒はぶどう酒を薄うすめたものくらいしか振ふる舞まわれなかったが、寄り集まった人々からは笑え顔がおが絶えなかった。修道院の窓からも、修道士や僧そう侶りよたちがそわそわと顔を出しては引ひっ込こめている。

　ダラム侵しん攻こうの件でひどく評判を落とした公子であったが、サヴァンの諸領地、さらには公子自身が建設を進言した教会堂の境けい内だいとなれば、その信しん頼らいと人気は絶大なものを誇ほこる。

　今回のことも、

「ご領主のサヴァンさまと敵対していた卑ひ劣れつ漢かんのダーレンを、公子さまが懲こらしめようとなさった」

　というふうに受け止めているから、むしろレオに同情を寄せる声や、今後の働きに期待する声も大きい。

　宴うたげの終わり際、まだ若い女性が、幼い娘むすめの手を引いてあらわれた。

　娘むすめは六、七歳さいといったところか。婦人はボスクからの招きを受けて、レオ公子の前にしずしずと足を運んだ。

「申しわけありません、公子さま。この子、ぐっすり寝ね込こんでいたのに、レオ公子さまがいらっしゃったと聞いたら、ひと目見たいといって聞かなくなってしまって」

　婦人は近きん隣りんの村出身だという。ダーレンが近くの採石場を奪うばい取とろうと賊ぞく兵へいを繰くり出だしていたさなか、血気盛さかんだった彼かの女じよの夫は兵たちとひと悶もん着ちやく起こして、人知れず殺されてしまった。

　しばらくは生家で身をひそめていたが、レオのひと声で設立がはじまった教会堂と、十字教の教えとに慰なぐさめを見み出いだし、娘むすめとともにこの地に移ってきたそうだ。

　そばかすだらけの娘むすめはレオの前に来ると、しゃきっと背筋を正した。

　何事か挨あい拶さつしようとしたが、もごもごいうばかりで明めい瞭りような言葉にはならない。自分でももどかしいのか、半泣きになりかけたところ、微ほほ笑えんだレオに肩かたを一つ叩たたかれた。べそを搔かいていた顔がいっぺんにして目もくらむほどの笑え顔がおになる光景は、周囲の人々をも笑え顔がおにさせた。

　翌朝。

　まだ早い時間帯から、レオは出しゆつ立たつしようとした。昨日の歓かん待たい騒さわぎがあったため、陽が高くなってからの出しゆつ立たつとなると、また人でごったがえす恐おそれがあったからだ。

　早朝から働いている種類の人々が、それぞれ仕事の手を止めて、往来を馬でいくレオ一行を見送っていく。「公子！」と思わず大声をあげかける人に、レオが馬上で「しっ」というように笑え顔がおで一本指を立てると、その人物はまるで公子と秘密を共有しているつもりになってか、高こう揚よう感で顔を赤らめながら一礼した。

　その甲か斐いあって滞とどこおりなく馬を進めていた一行だったが、集落のほとんど端はしまで来たところで、レオ自らが馬をおりた。

　例の母子が、柵さくを植うえ込こんだ箇か所しよの陰かげになっているところにいる。母のほうは「もったいない」というように頭をさげた。

「お邪じや魔まにならぬよう、ひっそりとお見送りするつもりでしたのに」

　とはいうものの、娘むすめのほうは最初から公子にお目どおりかなうものと決めつけていたのか、母が挨あい拶さつを終えぬうち、護衛についていたカミュが「あっ」と息を吞のむほどすばやくレオの懐ふところに詰つめ寄よると、胸に抱かかえていたものをレオに捧ささげ渡わたした。

　人形だった。といっても、粗そ末まつな生き地じをつなぎあわせただけのもので、かろうじて人の姿をしていると判別できるくらいの代物だ。おそらく売り物ではなく、娘むすめが手ずからつくったものなのだろう。胸に十じゆう字じ架からしき飾かざりがあることから、レオ・アッティール公子その人を象かたどったものだと思われた。あちこち糸がほつれていて、乱暴に扱えばすぐ手足が取れそうなそれを、レオは慎しん重ちように捧ささげ持つと自分の顔と並べてみせた。

　娘むすめのはちきれそうな笑え顔がおに見送られながら、再度出発。
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　彼かれらが目指す先は、諸しよ侯こうの一人であるベルナードの城だ。

　教会堂を出たあとは、目立たぬようにするため、三百人を何隊かにわけ、また進行速度を遅おくらせながら順次ベルナード領に入ることにした。途と中ちゆうに、ほかならぬダーレンのおさめるダラム地方が横たわっているためだ。

　レオ公子とカミュ、その他数名は、街かい道どうを迂う回かいしながら、数日をかけてダラム地方の南方を横断。その後、大勢の者とベルナード領内の町で合流したが、二十名ほどはあえてダラム地方へと直進させ、そこに残してあった。商人に身をやつした彼かれらは、実際に町や村々で商売をしながら情報を集める任務に当たる。

　レオ公子はこのように苦労したが、『事情調査』のためにグィンバーを訪おとずれていたはずのスターク・バーズリーは、馬車を用意させて、実に堂々と街かい道どうを突つっ切きって、レオ公子のあとについてきた。

　別段、レオ公子がベルナードを訪ねるのは秘ひ匿とくするつもりもなかったから構わないのだが、このすでに隠いん居きよの身であるかつての譜ふ代だい城主がなにを考えているやら、レオにもわからない。

　が、取り立てて小言をいうのでもなく、また邪じや魔まをするつもりもなさそうなので、レオはついてくるに任せた。

　ベルナードには前もって書状を出している。十字教信者である彼かれの妻と娘むすめは以前からレオに会いたがっていたので、あの教会堂で出会った母娘おやこに負けず劣おとらず、レオを神の遣つかいそのものであるかのように扱あつかい、頰ほおを上気させながら彼かれの歓かん待たいに尽つくした。

　一方、ベルナード自身はというと。

　表向きは歓かん迎げいの意を示した。あの晩ばん餐さん会において、レオを自分の城に招くようなことを口にした手前もある。また、ベルナード本人にも、決してレオ公子に害意、悪意があるわけではないのだが、いまのレオを、

（厄やつ介かい者もの）

　だと見ているのはまちがいない。用向きもおそらくは想像がついていたはずだ。

「そう硬かたくならないでほしい、ベルナード」

　だから、公子にも慎しん重ちような態度が求められた。最初は笑い飛ばすような態度をもって、

「なにも、きみに、『兵を貸せ』と居い丈たけ高だかに命じようというのではない。ぼくだっていますぐオルト・ローズ城にふたたび攻せめかかるような真ま似ねをするつもりはないんだ」

　といって、ベルナードの気持ちを解きほぐそうとつとめた。

　それから二人きりの席を設けさせた。

「ダーレンはまちがいなく、近いうちにグィンバー侵しん攻こうを目論もくろむはずだ。おそらく父上はこれを止めることはできまい」

「左様でありましょうか」

　当然、ベルナードは、レオ以上に慎しん重ちような口ぶりだ。レオは強くうなずいた。

「その証しよう拠こに、ダーレンは所領で兵を集めている。いや、ダーレンは以前からそのつもりで軍備をととのえていた。ぼくがあのときオルト・ローズに攻せめかからねば──」

　ここで、レオは、「つまりぼくが彼かれの手で殺されていれば」と言いい換かえようとしたが、ぐっと堪こらえた。この件に関しては真実かどうかがあちこちで議論され、公子には分ぶが悪い結果になりつつあるのをレオは知っていたし、なにより私情が入っているとは思わせたくない。

「──ダーレンは、グィンバー城に火をかけていたろう。それがあとまわしになっているというだけのことなんだ」

「ダーレンどのが兵を募つのっているのは、それもごく当然のなりゆきでしょう」ベルナードの表情は依い然ぜん硬かたい。「なにしろレオ公子が攻せめ込こんだ直後であります。聞けば、次男のディンゴどのも大怪け我がを負われたとか。親衛隊が手近にないといっても、今度はサヴァンどののほうが兵を進めてくる可能性がある。……少なくとも、ダーレンどのはそのように公言して兵力を増強している模様です」

　ベルナードは臆おく病びような性質でこそないが、自分に利のない争いには加担したくない、という気持ちが面上にありありと出ている。

　これでレオが長男の身であり、次期公王の位が約束されているというのならば、ベルナードの反応ももう少しちがったろうが、レオは第二公子の身分であるうえ、現公王マグリッドからそのいささか旺おう盛せいすぎる行動力が煙けむたがられているという噂うわさがある。

　要するに、公子についたところでなんの利益もない。

　彼かれらは、アリオン、ディティアーヌといった巨きよ獣じゆうに吞のみ込こまれないよう、すみやかに国が一つにまとまるべきだというレオの危機意識を最初から共有してはいない。これまでが比ひ較かく的てき平へい穏おんであったように、明日もきっとそうにちがいない、と根こん拠きよのない、安あん穏のんとした未来像をただ漠ばく然ぜんと描えがいている。

　レオはよっぽどそのことを口にして、ベルナードのみならず、その他の諸しよ侯こうや貴族たち含ふくめて、言葉鋭するどく弾だん劾がいしたくなった。が、もともと味方を得ようとしてやってきたのに、ここで敵を増やすようでは愚ぐの骨頂。レオは苦労して感情を押し殺ころしながら、

「さっきもいったように、ぼくに兵を預けろというんじゃない。ただ、兵を城下に揃そろえて、準備だけはしておいてほしい。ダーレンが軍事行動を起こしたその際、背後で旗を掲かかげてオルト・ローズを脅おびやかす。それだけでいいんだ。実際に戦う必要もない。きみの領内に争いを呼よび込こむこともない。頼たのむ、ベルナード──」

　最後には、懇こん願がんするような態度にまでなった。

　ベルナードは気乗りしない素そ振ぶりで、

「そのくらいならば」と応じた。「ただし、正規の兵はこちらも余よ裕ゆうがない。なにせ公子に親衛隊として差し出したばかりですので。郎ろう党とうたちに命じて、各おの々おのの村から徴ちよう集しゆうしましょう。突とつ然ぜんのことで、どれだけ集まるかは心もとないですが」




　先ほども述べたとおり、レオは、公王がダーレンのほうにも使者を派は遣けんしたと知った時点で、

（ならばしばらくはダーレンも動けまい）

　と考えて、行動を起こした。グィンバーで市場を開いた。時間をかけてダラム地方を横断してベルナードのもとへ向かい、これも時間をかけて説得しようとした。

　が、レオがこのすべてを後こう悔かいするような出来事が起こった。

　ダーレン・アクティカは、派は遣けんされた使者をもおのが行動のために利用したのである。
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　夜間、雨が降りしきるなか、早馬がベルナードの居城に到とう着ちやくした。

　レオがダラム地方に残しておいた僧そう兵へいの一人である。

　全身ずぶ濡ぬれの彼かれが息を切らしながら、

「アクティカ侯こう、グィンバーに向けて軍勢を動かしました！」

　そう叫さけんだ。

　ベルナードはすぐさま、すでに寝しん室しつに入っていたレオに知らせを届けた。レオ、次いでカミュが跳はね起おきた。

「まさか、なにかのまちがいだろう」

　レオは寝しん室しつから出ながらも、

（まちがいであってほしい）

　と願っていた。

　第一、ダーレンが動けるはずがない。

　なにはともあれ、僧そう兵へいから詳くわしく事情を聞きだすことにした。

　そしてそれを耳にしているうちに、レオは愕がく然ぜんとなった。

　まずダーレンは、公王から遣つかわされた使者を、オルト・ローズ城下ではなく、城近きん郊こうにある村にて歓かん待たいした。ちょうどその日は地方に伝わる風習において祝日となっており、豊ほう穣じようの女め神がみの再生を祝う祭りがおこなわれていたからだ。

　アトール公国では信しん仰こうされる主神は別にあるため、ダーレンは自分の城下でこれにまつわる祝いごとをおこなうことは許可しなかったが、それ以外の場所では民衆の楽しみを奪うばうようなことはせず、むしろ自分を含ふくめて家臣たちに、農民や猟りよう師し、あるいは旧時代の騎き士しのような格好をさせて、村々を練り歩いて祭りを楽しむのが、この時期の彼かれの習慣だった。

　その日も、使者を連れて、家臣数名ととある村に出かけた。

　ここを、襲しゆう撃げきされた。

　軍馬に跨またがった集団が突とつ如じよとしてあらわれるや、手にした松明たいまつをあちこちに放って家々に火をかけた。

　ほとんどの者が兜かぶとをかぶって、剣けんと槍やり、弓で武装しており、逃にげまどう民衆めがけてそれらを馬上から繰くり出だしては、あちこちに死体の山を築いた。

　煙けむりと死の叫きよう喚かんとに巻かれて、青ざめ、あわてふためく使者を、ダーレンは村の外へと誘ゆう導どうした。ダーレンがひと声呼ばわると、村の外で待機していた護衛の兵たちが寄り集まってきて、隊列を組んで騎き馬ば集団の撃げき退たいに向かった。

　思わぬ抵てい抗こうに遭あったためか、襲しゆう撃げき者どもはすぐさま尻尾しつぽを巻いて逃にげ出だした。

　兵たちはそのまま村の消火作業に当たったが、すでに二百人ほどの人命が失われたあとだった。

「なんということだ」ダーレンは、使者に負けず劣おとらず青ざめた顔で唇くちびるを嚙かんだ。「サヴァンの仕業にちがいない。十字教などに魂たましいを奪うばわれたあ奴やつは、ほかのどのような神の存在も許せなかったのだ。そこにわがアクティカ家け憎にくしの一念も加わり、このような暴挙におよんだにちがいないぞ」

　ダーレンは、震ふるえる使者を自分の乗ってきた馬車に乗せ、「オルト・ローズで保護いたせ」と御ぎよ者しやに命じた。

「あ、アクティカ侯こうはいかがなされる」

　使者がいうと、ダーレンは仮装のため身にまとっていたいささか大おお仰ぎようなマントを翻ひるがえして、

「サヴァンは教会などといった建物をつくり、あたかも自分だけがアトールにおいて神の保護を受けているような顔をしているが、これではっきりした。奴やつの崇あがめている神は──東西の信しん仰こうがどうあれ、彼かれだけが信しん仰こうしているのは──邪じや神しんだ。おぞましく、力強く、そしてずる賢がしこい。だが、奴やつの肉体が地上にある限り、これは神々の問題などではない。生きた血肉をそなえたわれわれ人間の問題だ。奴やつが邪じや神しんを崇あがめていようが、そこから邪じや悪あくな力を得ていようが、われらは反はん撃げきのための刃やいばを手にしているし、それを奴やつの身体に突つき刺さすこともできる。サヴァンの奴やつにそのことを思い知らせてやる！」

　そうおめいた──という。

「ふざけるな」

　僧そう兵へいから話を聞いたレオは、直後にそう吐はき捨すてた。可能な限り声を抑おさえていたが、感情のすべてまでは隠かくしきれずに頰ほおが激しく震ふるえていた。

「奴やつは──グィンバー攻こう略りやくの足がかり欲ほしさに、自分の保護すべき領民を焼いたのか。それも、公王から遣つかわされた使者の目の前で」

　おそらく、レオが推察したとおりであったろう。

　ダーレンは、公王からの使者が近くにいるのをむしろ利用した。使者とともにいる場所を配下の者たちに襲おそわせたのだ。そしてその襲しゆう撃げきをより真しんに迫せまったものにするため、領民たちの命をも手にかけた。

「おのれ」カミュも怒いかりのあまり、胸の十じゆう字じ架かを握にぎった手が震ふるえていた。「邪じや神しんだと。よくもいえたものだ。公子殿でん下か、奴やつこそ、信しん仰こうの、アトールの、そして人間の敵だ！」

　報告はそれだけにとどまらなかった。

　次から次へとレオのもとへ早馬が飛んでくる。情報が一つあきらかになるたびにダラムから知らせが遣つかわされてくるからだが、最終的な知らせを受け取ったのは早朝になってから。

　レオは怒いかりを通とおり越こして、恐きよう怖ふすら覚えた。

　当初、ダーレンは村の焼やき討うちが起こった直後に、わずかな手勢をオルト・ローズから招き寄せて進発した──とレオは聞かされていた。数は、もともと護衛についていた兵をあわせても三百に届かないほど。が、グィンバーに近づくにつれてその数は見る間に膨ふくれあがり、最終的には二千を超こえる大部隊となった。

　騎き馬ば、兵へい卒そつ、弓矢隊、銃じゆう兵──それらの数の均きん衡こうも取れている。あきらかにダーレンは前もって軍を編制済みであり、それらをダラムの各地に点在させていたのだ。

　ダーレンが動いた、と聞かされた時点で、レオはレオで早馬を準備させ、それをグィンバーに向かわせようとしていたのだが、事態はレオの予想をはるかに上まわるほど迅じん速そくに、そして大規模なものへと変じていった。

　この日、教会堂付近では市場が開かれているはずだ。

　おそらくダーレンは手はじめにここを襲しゆう撃げきするだろう。

　サヴァンにも予想外の出来事だ。兵を出すにしても遅おくれる。いやあるいは、手近な兵を出しても返かえり討うちに遭あうのが目に見えているから、あえて教会堂を見殺しにする選せん択たくを取ることだってあり得る。たとえサヴァンがそう決断しても、レオには責められない。サヴァン・ルーには領内のより大勢の民たみを、そして城を守る義務がある。

　レオ・アッティールにはしかし、割り切ることはできなかった。

　目の前が真っ暗になり、まるでその暗くら闇やみに四方八方から殴なぐりつけられているがごとき錯さつ覚かくに陥おちいって、その場に膝ひざをつきそうにさえなった。

「カミュ──馬を」

　ほとんど無意識のうちにレオは命じていた。からからにひび割れた喉のどから絞しぼり出だしたような声でつづける。

「なにをしている。早く馬を。グィンバーにいくぞ！」

　はっ、とカミュはすばやく応じようとしたが、

「なりません、公子」

　事情を聞いて、こちらも夜間から寝ね床どこを飛び出していたスターク、そして事態の一部始終を見守っていたベルナードに止められた。

「なりません、とはなんだ」レオは彼かれらの手を振ふり払はらいながら大声を出した。「そうだ、ベルナード、兵はどうした。数は揃そろったか。なら、彼かれらもいっしょにグィンバーへ──、いや、そこまでいく必要もない。まずはダラムだ。奴やつがそうしているように、ダラムの村を焼いてやる。領地を焼かれていると知っては、奴やつも引きかえさざるを得ない。いますぐそうしろ！」

「なりません、公子」

　スタークがレオに劣おとらぬ大声を出した。

　レオはまるでダーレンその人を見るような眼まな差ざしで、スタークを、そしてベルナードをにらみつけた。

「ならどうしろというんだ！」いまにも地団太を踏ふみそうな勢いでレオが怒ど鳴なる。「結局、ぼくのいうとおりになったじゃないか。ベルナード、そうだろう！　どうしてすぐにでもいうとおりにしてくれなかったんだ？　いまでも遅おそすぎはしない。だというのに、おまえたちは、このときになってもちっとも動いてはくれない。なにもしてくれないというなら、せめて邪じや魔まだけはするな。ああ、わかったさ。ダラムを焼くような真ま似ねはしない。ダーレンのごとき男といっしょになってたまるか。ぼくらはグィンバーにいくぞ！」

「ならぬといっているのです、公子」スタークも負けはしない。「公子が以前いわれていたことが本当なら、ダーレンは公子殺害をも目論もくろんだことのある男。もし途と中ちゆうでダーレンの兵に見つかればそれでしまいですぞ。それによしグィンバーに辿たどり着つけたところで、いまの殿でん下かになにができましょう？」

「カミュ、なにをしている。馬だ。それに、甲かつ冑ちゆうを──」

「レオ！」

　スタークの怒ど声せいが落ちた。レオははっと立ちすくんだ。その様子はあまりに無防備で、まるで、頭ごなしに父親から叱しかりつけられた幼おさな子ごそのままの姿だった。

「ぼくらとおっしゃいましたか？　なるほど、殿でん下かじきじきのご命令とあれば、そちらのカミュと同様、死地とわかっていて喜んでついていく者たちも、それは大勢ありましょう。彼かれらは命を殿でん下かに預けているのですから。すなわち殿でん下かは、ただひと声で、彼かれらの命を屑くず箱ばこに捨てるも同然の扱あつかいをすることもできるのです。いまがそうであるように」

「──」

「ならば自分一人でもいく、といいたげな顔ですな。それもできません。殿でん下かがどうしてもいく、というのなら、家臣も放ってはおかぬでしょう。わたしもです。こちらのベルナードも同様でしょう。そしてわれわれもまたダーレンに殺される。殿でん下か、もはやレオ殿でん下かはお一人になどは決してなれぬ身。お一人で死ぬこともできぬ身。アッティールの姓せいを受けて生まれ落ちた日より、それは神々に与あたえられし宿命であり、逃のがれることのできぬ運命なのです」

　スタークのその言葉はひどくレオの身に染しみた。染しみわたるあまりに、レオは部屋の壁かべに背中を預けて、ずるずると座すわり込こんでしまった。

　レオとて、自分の行動に──いや、レオ・アッティールという存在そのものに──責任がともなうことなどはわかっている。ヘイデンと戦ったときも、レオ一人を生かすために、多くの民兵たちが壁かべとなって命を捧ささげてくれた。あのときの光景はいまだ忘れられない。

「ああ、ああ。スターク、そうだ。そうだろうとも。あなたの言葉は正しい。……なら、どうしたらいい？　ぼくはなにをすればいい？」

「われらとしても、公子殿でん下かが常々おっしゃられていたお言葉をまことのものとして受け止めきれなかったため、このような仕し儀ぎに立ちいたって面めん目ぼく次し第だいもござりませぬ」スタークは、さっと腰こしを屈かがめた。「汚お名めい返上の機会をお与あたえくださるためにも、ここはわたしどもにお任せを。ティワナに早馬を出します。わたし自身も、いますぐティワナに発たちましょう。公王に事情を説明し、必要とあらば軍勢を揃そろえてダーレンを止めなければ」

（遅おそい）

　壁かべに背を預けたまま、レオは小声でひとりごちた。

　スタークはさっそく人を呼び、また同時に使者に持たせる書状をベルナードと連名で書きはじめたが、レオはまだ薄うす暗ぐらい天てん井じようを見あげたきり、動こうとしなくなった。

（間にあわない）

　たとえ公王が動いたところで、すでにそのときグィンバーの各地が燃え落ちている。

　教会堂──市場。皆みな、商売に精を出しているだろう。売り場のテントやテーブルでは、売り手と買い手が表向き笑いさざめきあいながら、その裏では苛か烈れつな駆かけ引ひきを繰くりひろげている。難しい商談となると、売り手側は酒を出して交こう渉しようを少しでも滑なめらかにしようとするのだ、とレオは商人出身の親衛隊兵士に聞いたことがある。市場には屋台も並ぶ。焼きたてのパイや飴あめを母親にせびる子供たちの姿が目に浮うかぶようだ。

　レオはズボンのポケットに入れたきりだった人形を取り出した。目鼻に当たると思われる粗そ末まつなボタンがすでに取れかかっている。あの母娘おやこも市場に顔を見せているだろうか。レオの前では緊きん張ちようしっぱなしで口を利きこうとしなかったあの娘むすめも、母親に甘あまいものを買わせるためとあれば、精いっぱいの語ご彙いを発揮して、こちらはこちらで駆かけ引ひきをも駆く使しして──「うんとお手伝いするから。冬も川に水みず汲くみにいくよ。お洗せん濯たくも掃そう除じもするよ。だからお願い」──あの手この手で篭ろう絡らくしにかかるにちがいない。

　それが襲おそわれる。火に包まれる。レオのひと声で開いた市場で、大勢の人が死ぬ。教会堂も破は壊かいされる。

「邪じや神しんの住すみ処かに火を放て！」

　馬上で吠ほえるダーレンの姿が脳のう裏りをよぎった。

　また、殴なぐりつけられているような痛みがレオを襲おそった。こめかみの血管が浮うき立たって、頭ががんがんする。強い吐はき気けをも覚えた。

　いま、ダーレンはどこにいる？　もうグィンバーの市場に辿たどり着ついたか。まだか。いや、すでに男女長幼、あまたに積み重ねられた死体の山を傍かたわらにしているのか？

「くそっ」

　レオが叫さけんだ。近くで、顔を赤くしながらも、手て持もち無ぶ沙さ汰た気味にしていたカミュがぎょっとして振ふり向むいた。

「ちくしょう！」

　レオは拳こぶしで壁へき面めんを打った。

　何度もそうした。

　ダーレン・アクティカは、自分のほうこそ襲しゆう撃げきを受けたようによそおっている。王にもそうやって申し開きをするつもりだろう。レオはそれに、声の限りに反はん抗こうする自分の姿を思おもい浮うかべた。では、公王マグリッドはどういうか？

　どうせ、決まっている。

「では、わたしが調査をするゆえ、互たがいに動いてはならぬ」

　そういって、なにもしない。

　諸しよ侯こうもダーレンと公王に足並みを揃そろえるだろう。どうせ。

　そして彼かれらは同じく足並みを揃そろえてレオ一人を弾だん劾がいする。危あやうい男だ、国に火を招きかねない公子だ、いや、いずれ彼かれこそが国を滅ほろぼすにちがいない、と口々に──。

「くそっ！」

　レオは荒あれた。

　起き出してきたベルナードの妻が、事情を知ると、公子の身を案じて朝食の席に案内しようとしたが、レオはつきあおうとはしなかった。

「放っておいてくれ」

　ベルナードの妻子にすら荒あら々あらしい声を投げかけると、レオは自分の膝ひざに顔をうずめて考えごとに没ぼつ頭とうした。

　このままなにもしないでいるわけにはいかない。なにより、レオ自身が耐たえられない。

　せめて──、

（そうだ、せめて、サヴァンに降こう伏ふくを促うながす書状を出すか？　抗あらがってもいまは無む駄だなことだ。いや、ダーレンは、なによりも自分が公王家より力があることを示したがっている。なら、ぼくのほうからダーレンの陣じん所しよにいって、ぼく自らが投降するのだ）

　先ほど、スタークは、「ダーレンの兵に見つかれば殺されかねない」といっていたが、それは公子が彼かれにとって邪じや魔ま者であるからだ。自らダーレンの軍門に降くだるそぶりを見せれば、むしろレオはダーレンにとって力を示せる──要は、利用価値のある存在となる。

　レオは、教会堂周辺に火をかけられたのちのことを、半ば冷静に考えている自分を嫌けん悪おした。嫌けん悪おしながらも、なにもせずにいるよりははるかにましだ、とも思っている。

　どれほど経たったろう。

　すでに昼近くになっている。が、空は昨日の雨を引きずっていて、黒々とした雲に覆おおわれており、周囲はいまだ薄うす暗ぐらい。

　レオはのろのろと腰こしをあげかけた。

　表情に色いろ濃こい敗北の陰かげがかかって、幼い顔立ちをいっぺんに老成させたように見せている。

　カミュがそんなレオの様子に気づいて何事か声をかけようとした。

　そのときだ。

　部屋に通じる部屋が勢いよく開いて、風が吹ふき込こんできた。

　次いで、新たな兵士が転げるように駆かけてきた。

（またか）

　レオはぼんやりと考えた。

（まだ、ぼくによからぬ知らせがあるのか）

　起こり得るであろうあらゆる災難はすでに想定済みだ。なにを聞かされてももう驚おどろきはしまい。これ以上絶望もしない。

　そのように覚かく悟ごを決めていたレオだったが、駆かけ込こんだ勢いのままにひざまずいた兵士は、そのレオにしても思わぬ知らせを口にした。
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　レオが想像していたとおりだった。

　夕刻──、

　教会堂周辺は悪あつ鬼きの狩しゆ猟りよう場と化していた。

　ここは公子が進言したとおりに市場が開かれており、そして商売が活気づいていたところに突とつ然ぜんダーレン兵の襲しゆう撃げきを受けたのである。

　ダーレンは三百の手勢を差し向けていたが、実際に襲しゆう撃げきに加わったのは百名足らずで、残りは旧きゆう街かい道どう脇わきにて待機していた。市場に敵となる者がいるはずもなく、その数でも十分すぎるくらいだった。実際、襲しゆう撃げき者たちはわけもなく市場のあちこちで火を放って、逃にげ惑まどう人々を馬ば蹄ていにかけて踏ふみ潰つぶし、老ろう若にやく男なん女によの身体を棍こん棒ぼうや槌つちで打うち据すえて、それらの首を剣けんで刎はねあげている。

　黒い煙けむりがあちこちで立ちのぼり、その煙けむりに渦うずを巻かせるほどの勢いで、悲鳴、絶ぜつ叫きようが連続した。

　商人のなかには護衛の傭よう兵へいを連れている者もいるにはいたが、あくまで武装をすることで盗とう賊ぞくや山さん賊ぞくの類に道中の襲しゆう撃げきをためらわせるためであって、このような事態など想定しているはずもない。

　結果、抵てい抗こうらしい抵てい抗こうもできぬまま、市場の人間たちは一方的に虐ぎやく殺さつされた。気の早い兵士などはめぼしい女を見つけては、肩かたに担かつぎあげたり、足を斬きって身動きできぬようにしてから部下に縄なわで縛しばらせたりしている。

　その恋こい人びとや夫が怒いかりに身を任せ、あるいは子供たちが涙なみだながらに歯向かったところで、ただ犠ぎ牲せいが増すばかりのこと。

「こちらへ、皆みなさん、急いで！」

　ボスク司教は教会堂の門を開けて、人々を内部へ逃にがそうと必死で声を張りあげ、時には自ら案内役を務めた。

　まだ建設途と中ちゆうとはいえ、辺りで堅けん牢ろうな建造物といえば教会堂しかない。

　恐きよう怖ふに駆かられた人々が死にものぐるいでこの建物へと殺さつ到とうした。

　幼い娘むすめの手を引いた母親が、やはり血相を変えて教会堂へ急いでいたが、後ろから走ってきた太った商人に突つき倒たおされ、二人とも土ど砂しやに倒たおれ込こんだ。

「早く！」

　それでも母親がすばやく立ちあがって、娘むすめを抱だき起おこしてやる。ひきつけを起こしたように泣きじゃくる娘むすめの手を引き、なおも走ろうとしたところ、一いつ騎きの襲しゆう撃げき者が背後から迫せまってきた。

　手にした槍やりはすでに血に濡ぬれている。青あお髭ひげに包まれた顔はだらしなく弛し緩かんしていた。殺さつ戮りくの快感に酔よいしれている。

「あそこに逃にげたいか？　よおし、逃にがしてやろう。おれの馬に追いつかれなければな」

　青あお髭ひげの男はわざと母娘おやこに追いつこうとせず、ぴったりその背後に貼はりついたまま哄こう笑しようした。

「どうせ逃にげても無む駄だだぞ。あの邪じや神しんを祀まつる建物もすぐに焼かれる。あんなものをつくって、おまえたちに死を招いたレオの名を呪のろいながら地じ獄ごくへいくがいい」

　追いかけっこにも飽あきたか、青あお髭ひげが槍やりを振ふりあげた。狙ねらいはまず母親。その背中を貫つらぬき、転てん倒とうした娘むすめを馬ば蹄ていにかける。

　そのつもりだったが、彼かれは、槍やりを振ふるうことは永遠にできなくなった。

　肘ひじに矢が突つき刺ささっている。骨が砕くだかれ、腱けんが切断されていた。

　血しぶきと絶ぜつ叫きようは同時に起こった。

　そこへすばやく馬を寄せられた。一いつ瞬しゆん、味方かと思った。騎き馬ばの兵士など味方以外に存在するはずもない。

　しかし馬上にあったのは見知らぬ男。いや、男というより少年じみていた。

　その少年が剣けんを打ちおろしてくる。青あお髭ひげは矢で射い貫ぬかれていないほうの腕うでを反射的にあげて顔を庇かばったが、剣けんはするりとその軌き跡せきを変え、横薙なぎに振ふるわれて青あお髭ひげの喉のどを切きり裂さいた。

　血の雨を頭上に見あげる母娘おやこに、

「急げ！」

　と怒ど鳴なった少年は、別の兵から振ふるわれた棍こん棒ぼうを剣けんで払はらうと、返す一いち撃げきで敵の粗そ末まつな兜かぶとを砕くだいた。

　少年の名を、クオン。

　彼かればかりではない。

　いま、血の叫きよう喚かんのただなかに、突とつ風ぷうさながらに吹ふき込こんできた一団がある。

　彼かれらは各所に散って、矢の援えん護ごを受けながらダーレンの騎き馬ば兵に激しくぶつかっていった。旗印も、目立った徽き章しようもない。

「な、なに奴やつっ」

　ダーレン兵たちが狼ろう狽ばいの声をあげたが、彼かれらに名乗る義務も義理もあろうはずがない。雄おたけびの声を揃そろえながら、民衆の返り血にまみれた悪あつ鬼きどもを馬上から突つき落おとし、斬きり刻み、矢で射殺す。

　クオンは例の母娘おやこが走っていくその背中を守るように馬足を止め、しばらく近辺に目を配っていたが、そこへ、先ほど青あお髭ひげの腕うでを射い貫ぬいた射手がクオンの傍かたわらに馬を進めてきた。アクアだ。

　となると当然、いま、ダーレン兵が一方的に展開するはずだった殺さつ戮りくの場面を阻はばんでいるのは、山の部族の戦士たち。

　それだけではない。

　別の部族出身の男たちも、先ほどクオンの号令を受けていっせいに教会堂周辺へ雪な崩だれ込こんでいる。

　クオンは一度だけ後ろを見て、母娘おやこがボスクの招きに従って教会堂のなかへ姿を消すのを確かく認にんすると、アクアと目配せしあって、

「よしっ」

　再度馬を飛ばして、次なる獲え物ものめがけて突とつ進しんしていった。




　──クオンがここにいたるまでの説明をするため、やや時間をさかのぼろう。

　部族の援えん兵ぺいとともに山を下ってからおよそ五日後のこと。

　ケスマイ平原を北上中、思わぬ待まち伏ぶせにあった。

　クオンとて警けい戒かいしなかったわけではない。ケスマイはその大部分において、砂岩の山々が赤茶けた姿を覗のぞかせている、いわば枯かれた土地ではあるものの、東にあるゼドラの河口に向けて細い川が枝わかれして走っており、川の周辺には緑のステップが点在してもいる。牧草地に適したそれらの草地は、騎き馬ば民みん族ぞくたちが遊牧のために滞たい在ざいしていることが多く、そしてケスマイの遊牧民といえば気き性しようの荒あらい部族もあることで知られていた。

　当然、無用な争いを招きたくないクオンは、そうしたステップはなるべく避さけて通ってきたのであるが、彼かれらが進んでいく先、人が築いた砦とりでのような形をした岩山の陰かげに、騎き馬ば十名ほどが固まっているのが見えた。

　さっそく、山の部族は、

（すわ、敵か）

　とばかりに殺気立ったが、クオンは彼かれらが身につけている白い衣い装しように見覚えがあった。

　遊牧民ハリアの部族だ。

　クオンは、後方の騎き馬ば群に止まるよう指示を出した。

　双そう方ほうのあいだに乾かわいた風が吹ふいた。と、相手方の一人が馬をおりて、こちらに近づいてこようとしたので、クオンも馬から飛びおりた。ハリア族の男は接近してくるにしたがい、驚おどろきの表情になっていった。その粗そ暴ぼうな振ふる舞まいで族長ハレスを悩なやませつづけていたバハートという男をクオンが討うったとき、ハレスとともに後方から弓で支し援えんをしていた若者の一人だ。クオンも、頰ほおについている傷に見覚えがあった。

　互たがいの陣じん営えいを背に、クオンとハリア族のその若者は足を止めた。

「クオンといったな。まさか、おまえがいようとは」

　男が声をひそめたのは、クオンがハレスらと協力してバハートを討うったのは、一族内でも実際にその戦いに参加した者以外には知らされていないことだったからだろう。

　彼かれはつづけて、

「いままで南の山に座して動かなかった者たちが、大挙してこの地に押おし寄よせてきたので、遊牧の民たみたちが不安がっている」

　という。

　北上するクオンたちの姿を何者かが発見して、大急ぎで部族内に伝えたのであろう。

　通常、遊牧民たちはいくつかの部族にわかれており、平原内に点在する牧草地を巡めぐっている。広々としたケスマイ平原だが、質のよい草原は限られているため、時には縄なわ張ばりを巡めぐってぶつかりあうことも多い。そんな彼かれらではあったが、

「山が動いた」

　として、急きゆう遽きよ、部族同士で連れん絡らくを取りあった。予期せぬ脅きよう威いが迫せまるとあっては、内々で争っている場合ではない。共同で事に当たらねばならぬかもしれないし、もしケスマイに点在する勢力のうち一つの部族が『山』と結んで平原内の均きん衡こうを崩くずそうというなら、早めにその目もく論ろ見みを潰つぶさねばならないからだ。

　そこで、ハリアの若き族長ハレスが、まずは『山』との接近を試みたというのだ。

　事情はわかったが、クオンもここで足を止めてはいられなかった。族長ハレスとの秘密を共有した若者が使者役に選ばれたのは幸いだった。クオンは、自分がケスマイ平原を越こえてまで『山』に向かった理由、そして『山』の民たみを引きつれてふたたび平原を横断せねばならない理由を、ごく簡単にではあるが使者に告げた。

「おれたちはケスマイを突つっ切きりたいだけだ。誰だれかが道を塞ふさがない限り、手出しすることは絶対にない」

「族長さまにお伝えしよう。わかっているとは思うが、牧草地には近寄らぬほうがいいぞ。われらはともかく、別の部族には血気盛さかんなものも多い」

　遊牧の騎き馬ばたちが去ると、クオンたちはふたたび平原を北上。

　それから数日のあいだ、時折、遠方にちらちらと別の騎き馬ばたちの姿が見みえ隠かくれすることはあったが──おそらく監かん視しの意味があるのだろう──何事もなく馬を進めていった。

　やや風の強いその日、ハリアの族長からの返答があった。

　三十名ほどの騎き馬ば団が、白い衣い装しようを赤茶けた砂風にはためかせながらあらわれた。使者役となった、頰ほおに傷のある例の若者が、

「族長ハレスさまが仲ちゆう介かい役となり、今回の『山』の動きは、平原に害をなすためではない、と各部族に伝えられた」

　とクオンに説明。さらに族長ハレスは、

「クオン、セーラどのには大恩がある」

　として、

「ここに集つどいし三十名、狼おおかみ神しんロゥ・ガスの、折れてなお闘とう志しを失わぬ牙きばファイハーンにかけて、クオンどのの好きに使ってほしい」

　と、さらなる援えん兵ぺいをもよこしてくれた。

　クオンはさすがに驚おどろいた。

「待ってくれ。そこまでされちゃ、割にあわない。おれがバハートを……いや、つまり、ああいうことをしたのは、自分のためであって、あんたたちのためじゃないんだ」

「安心せよ」若者は真っ黒く日焼けした顔に笑えみを浮うかべた。「ハリア族はまず戦いを恐おそれぬ。そして戦いにあって死を恐おそれぬ。ロゥ・ガスの、命を生み出す牙きばアゾンにかけて、遠えん慮りよなくわれらを使ってほしい」

　クオンがいいたいのはそういうことではないのだが、ともあれ、時間を浪ろう費ひするのは惜おしかったので、呆あきれながらも彼かれらを味方に加えることを決めた。

「ザン・チレドウという」

　若者は名乗った。

　かくして、予期せぬ味方を得ながらも、クオンたちは平原の横断をつづけた。

　それからは何事もなく──というわけにはいかず、途と中ちゆうの一夜、狼おおかみの包囲を受けた。俗ぞくに、「ケスマイの狼おおかみは人肉の味を知っている」といわれる。北からの隊商がやはり野営しているところを襲おそわれた際、狼おおかみたちは、縄なわでつながれている馬よりも、火を手にしているはずの人間のほうに跳とびかかってきたという話がある。

　山の民たみたちはいっせいに殺気立ったが、そこはザンたち遊牧民が手て馴なれたものだ。

「この数ならばジュウマの煙けむりで追おい払はらえる」

　といい、馬にくくりつけていた革かわの袋ふくろから、干草の束を取り出すと、それに火をつけた。煙けむりには独特の臭においがある。狼おおかみたちはこれを嫌いやがった。火のついた干草を振ふりかざしながら、ザンをはじめとした遊牧民の若者が狼おおかみ神しんに捧ささげる祈いのりの文句を唱和させる。唸うなり声と、悲しげに鼻を鳴らす音とを交こう互ごにあげていた獣けものたちだったが、ほどなくして、うなだれつつ次々踵きびすを返かえして去っていった。

　それからは、幸い、狼おおかみにも、アシナガの群れに出くわすこともなく、平原を踏ふみ越こえた。

　来たときと同様に髪かみ泣き峠とうげをも越こえて街かい道どうにぶち当たると、クオンは先行してきた騎き馬ば団のうち、さらに十名ほどを選せん抜ばつしてから、彼かれらとともにいち早くグィンバーへと急いだ。

　いまにもダーレンの軍勢が押おし寄よせてきているのではないか、とクオンなりに焦あせっていたのだが、このときの状じよう況きようはまだ平へい穏おんそのもの。クオンは拍ひよう子し抜ぬけした。しかもサヴァンに聞けば、レオは城を留守にしているという。

　クオンはいっとき迷った。このままグィンバーにて待つという選せん択たくもあり得たが、クオンとて数百の軍勢を抱かかえるのははじめてのことだ。自分の一存では彼かれらの居住や生活の面めん倒どうもみられない。

　サヴァンに相談すればそれくらいのことはやってくれたろうが、クオンにとってはレオこそが直接の上官、『御お山やま』でいえば家長に当たるのであり、サヴァンに命を預けているわけではないから、

「なら、おれもそのベルナードの領地とやらに向かう」

　そう決断し、早さつ速そく馬に跨またがろうとした。グィンバー城の門をくぐってから一時間と経たっていない。

（気ぜわしい子だ）

　サヴァンはそう思って、

「街かい道どうをまっすぐ進むとダーレンの所領にいってしまう。案内役の兵をつけてやろう」

　そこまで気をまわしてくれた。

　かくして、ふたたび騎き馬ばの集団と合流してから、クオンはグィンバーの東へと馬を飛ばし、日にち没ぼつ前には旧きゆう街かい道どうの入り口に差さし掛かかった。

　そのとき、クオンたちは予想だにしない遭そう遇ぐうを果たした。

　ダーレンの送おくり込こんだ先せん遣けん隊である。

　ダーレン・アクティカは二千の軍勢をダラムより進発させていたが、まず五百の数を割さいて、先せん遣けん隊として先行させていた。

　そのうち三百の手勢が教会堂の襲しゆう撃げきにかかる予定で、残り二百の兵は旧きゆう街かい道どうを先行して途と中ちゆうにある警備兵の詰つめ所しよを襲おそい、宿場を占せん拠きよ。さらにそのうち二十名の騎き馬ばが、旧きゆう街かい道どうを封ふう鎖さする拠きよ点てんを見つけるべく、偵てい察さつのために西進してきたところをクオンの隊と遭そう遇ぐうしたのである。

　当然、ダーレン側の兵たちは突とつ如じよとしてあらわれたこの騎き馬ばの集団に驚おどろいた。姿格好からして、近辺に根城を築いている山さん賊ぞくとでも思ったろうか、「なに奴やつだ」と居い丈たけ高だかに怒ど鳴なってきた。

「道をどいておれ。こちらは後ろに数百の兵が控ひかえているのでな、数で見くびるでないぞ」

　だの、

「大人しくしておけば見み逃のがしてやる。おまえらなぞにかかずらっている暇ひまはない」

　だのと、馬上から嘲ちよう笑しようを送りながら、武器をかざして威い嚇かくしてくる。

　クオンは馬上で目を細めた。彼かれは山の部族のなかでもとりわけ目がいい。日にち没ぼつ直前の薄うす暗くらがりのなかでも、相手の鎧よろいに見覚えのある印を見つけた。オルト・ローズで戦っていたとき、敵方が掲かかげていた旗印──アクティカ家の家か紋もんである。実際、この偵てい察さつ隊の指揮官はアクティカ家の親しん縁えんに当たる男だった。

　そこで、クオンはあえて胸をそびやかして、

「なに奴やつとは『ぶれいせんばん』」聞きかじりの文句を大口に怒ど鳴なった。「おれは、レオ公子にお仕えしている身分だ。急ぎの用がある。おまえらこそ道の脇わきにどいていろ」

「なにっ」

「公子だと？」

　相手方にあきらかな動どう揺ようが起こった。それもそのはずで、彼かれらは奇き襲しゆうに等しいタイミングで軍馬を進めてきたはずだから、まさかすでに公子が動いていようなどとは思いもしなかったのである。

　瞬しゆん間かん、クオンの脇わきに馬を進めてきた者がある。アクアだ。彼かの女じよは──『彼かれ』は、というべきか──鎧よろい兜かぶとに身を包んだ相手方をじろっとにらんで、

「あれが敵か？」

　と聞いてきた。横顔から気き迫はくがあふれんばかりだ。敵ならば討うつし、そうでないならここで足を止めていても時間の無む駄だだといわんばかりの態度に、なんとはなしにクオンはおかしみを覚えた。

　とともに、クオンは意を決した。ここで押おし問もん答どうをしていてもはじまらない。答えは、これから取る行動に相手がどのような反応を示すかで決まる。すなわち、

「敵だ。かかれ」

　クオンはいうなり、自ら馬の脇わき腹ばらに蹴けりをくれた。腰こしから剣けんを引ひき抜ぬいたときには、アクアはすでに弓で狙ねらいを定めている。

「ひ、退ひけっ」

「詰つめ所しよまで返せ。そこで公子軍を迎むかえ撃うつぞ！」

　相手方はいっせいに馬首を翻ひるがえしはじめた。これでクオンも腹が決まった。馬を返すのにいちばんもたついていた男が、首をアクアの矢で射られて落馬した。そのすぐ脇わきをクオンの馬が走はしり抜ぬけた。残る騎き馬ば集団も馬ば蹄ていの音を揃そろえてあとを追う。

　ちょっとした追つい跡せき劇になったが、土台、数も勢いもちがう。ハリアの部族などは大平原を日がな一日馬で駆かけまわっても平気な連中だ。騎き乗じよう者もそうなら、馬とて鍛きたえられている。相手方の馬の息があがりそうになっても、遊牧民たちの馬は平気な顔をして追おい込こんだ。

　クオンは二十名のうち半数を討うち取とり、残り半数は縄なわで縛しばりあげて情報を聞き出した。

　二百足らずの兵がこの先の宿場を占せん拠きよしているらしい。

　やはり、すでにダーレン・アクティカが動いていたことになる。

　クオンは、アトールをはじめとした都市圏けんとの商売経験があるハリア族の若者に言こと伝づてを頼たのみ、彼かれをグィンバー城へ送ったあと、自らは騎き馬ば集団を率いたまま堂々と旧きゆう街かい道どうを進んだ。

　夜半ごろ、宿場に辿たどり着ついた。松明たいまつがいくつも掲かかげられている。旅人のための常夜灯などではなく、ここを占せん拠きよした部隊が辺りを警けい戒かいするための灯あかりだ。

　クオンたちの接近に気づいて、見張りの兵が駆かけ寄よってきた。旧きゆう街かい道どうの偵てい察さつに出ていた兵が戻もどってきたと思ったのだろうが、クオンの隣となりですでに弓を引いていたアクアは、松明たいまつを目印にして、その兵の喉のど笛ぶえを矢で射い貫ぬいた。

　一いつ瞬しゆんの間があった。クオンは、幼いころ、蟻ありの巣に小便を流ながし込こんだときのことを思い出した。間を挟はさんだのち、巣穴からわっとばかりに無数の影かげが這はい出でてくる。今回は、それが蟻ありではなく人間というだけのことだった。

　武装している者は半数、残りは寝ね入いっていたところを叩たたき起おこされたのだろう、盾たてを掲かかげていればまだいいほうで、ほとんどが武器一つを引っつかんでいるきりだった。

　山の民たみたちは、その『蟻あり』めがけて矢をしこたま射かけてやった。ほとんどの者が都会育ちの人間より夜目が利きく上に、部族の男たちは鳥や獣けものたちを矢で射い倒たおす日常を過ごしている。鎧よろいをつける間もなかったダーレン側の兵たちがばたばたと倒たおれていった。

　頃ころ合あいと見て、クオンたちは正面から切きり込こんだ。

　これもほぼ一方的な展開となる。

　ダーレン側の兵たちは不利を悟って旧きゆう街かい道どうを逆ぎやく戻もどりしようとしたが、しかしクオンはあらかじめハリア族をそちらの方角に向かわせ、待まち伏ぶせをかけさせていた。

　夜間の街かい道どうにいくつもの悲鳴、苦鳴、絶ぜつ叫きようが巻き起こったものの、それも長くはない。

　闘とう争そうの時間をすべて足しても半時間にもならなかった。

　一時的な勝利をあげたものの、クオンたちには休む間とてなかった。

　宿場に見張りのための兵だけを残すと、すぐさま旧きゆう街かい道どうを東へと走る。

　が、部族の民たみにも、遊牧民たちにも疲つかれの色はない。むしろ血しぶきに飢うえた目を爛らん々らんと輝かがやかせていた。はじめて人間を射殺したアクアも同様である。

「こんなものか？　アトールとやらの兵どもは。御お山やまの獣けものよりよほどのろまで、臆おく病びようだ」

　そんなことをも口にする。クオンは馬上でかぶりを振ふった。

「いつまでも簡単にはいかない」

　すると、クオンに付き従ってきた兵たちのなかでも家長クラスの人間が気を利きかせて、

「気を引ひき締しめろ。ラガをも倒たおした戦士クオンの言葉だ！」

　そう叫さけんでくれて、一団に「やあ、やあっ」と同意の声を揃そろえさせた。

　明けて次の日、昼を過ぎた頃ころ合あいにグィンバー教会堂が見えてきた。

　すでにダーレン側の襲しゆう撃げきがはじまっており、多数の犠ぎ牲せいが出ていた。

　遅おそかった、とクオンは思ったが、遅おそすぎることはない。

「いくぞ」とクオンは馬上で号令を発した。「皆みな、かかれ！」

　細かい作戦などあったものではない。

　部族の戦士たちは家──いわば組ごとの行動に手て馴なれていたし、遊牧民たちも狩かりや襲しゆう撃げきにおいてのやり方がある。

　まずアクアの放った矢が青あお髭ひげの腕うでを貫つらぬいたのが、この戦いのはじまりの合図でもあった。

　ダーレン側にしてみれば、この短い期間で、同じ集団に三度も出鼻をくじかれたことになる。




　　　　　　　２




　本隊中央で馬を進めていたダーレン・アクティカは、教会堂襲しゆう撃げき隊からの報告に耳を疑った。

「そのような馬ば鹿かなことがあるか！」

　レオと敵対して以降、「馬ば鹿かな」と何度ダーレンは口にしたろう。

　公王から遣つかいが来たあと、サヴァン・ルーも、レオ・アッティールも、あきらかに油断を見せていたはずだ。レオはグィンバーを去り、サヴァンは教会堂付近で市場を開いた。こここそ絶好の好機、とダーレンは遣つかわされてきた使者をも利用して、グィンバー侵しん攻こうの口実をつくりあげると、すでに準備をととのえていた兵馬に進軍の合図を下した。

　まずは市場を焼き、教会堂を破は壊かいして、それと同時にグィンバーへ本軍を進めるつもりが、出鼻から蹴けつまずいた。

（奴やつらはこちらを誘さそっていたか？　いや、それにしては伏ふく兵へいの規模が少ない。レオに動かせる兵力はないはずだし、サヴァンが必死で搔かき集めたとて、こちらを倍も三倍も上まわるほどではあるまい。では本軍の規模は？　布ふ陣じんは？）

　頭を悩なやませていてはきりがない。

　予想外の出来事が起こったのは確かだ。ダーレンはいったんの立てなおしを余よ儀ぎなくされたものの、

「奴やつらは、祭りの日に襲しゆう撃げきをかけてきた時点で、こちらの動きも見み越こしていたと見える。さすがレオにサヴァンめはやることが狡こう猾かつだ」

　あえて動どう揺ようは面おもてに出さず、いったん自分の領地ぎりぎりの村落へと軍を引きあげた。




　それよりやや遅おくれて、レオのもとにも同じ報告が届いた。

　レオ・アッティールがダーレンの行動を止めるべく、敵の軍門に降くだろうとしていた矢先のことである。

　この報告は、ダーレン軍が陣じん地ちや村で洩もらした情報などをもとにしているため、突とつ如じよあらわれたという友軍の素す性じようや正確な規模まではわからなかったものの、彼かれらを追おい払はらった軍勢があきらかにアトールや周辺国の人種ではなかったという報告からして、

（クオンか）

　レオには直感するものがあった。

　空を覆おおっていた曇どん天てんが割れて、陽がいっぱいに射さし込こんでくるかのように思えた。

　とともに、いままで膝ひざを抱かかえて停てい滞たいしていたのが噓うそのように、レオは立ちあがるなり、活動的に動きはじめた。

　使者をこれまでより頻ひん繁ぱんに行き来させて情報を集めた。

　やはり援えん軍ぐんを率いてあらわれたのはクオンらしい。ただし、レオと合流しようとはせず、教会堂付近で足を止めている。東はダーレンの勢力圏けんであるからだが、

（ちょうどいい）

　とレオは考え、クオンに直接使者を送るとともに、ベルナードに命じて軍旗を集めさせた。

「なにをなさるおつもりです？」

「旗だけ集めてくれればいい。あとはなにもしなくていいから、せめて、ぼくの邪じや魔まだけはするな」

　レオの態度と口ぶりに、ベルナードは半分驚おどろき、半分は呆あつ気けに取とられた。

　スタークに詰つめ寄よられたときはふてくされ、感情が荒あれ模様になったかと思えば、つづいて膝ひざを抱かかえて、この世の終わりを迎むかえるかのように沈しずんでいたレオが、いまはもう一いつ介かいの武将のごとく落おち着つき払はらっている。

（幼おさな子ごのようだ）

　とも思ったし、

（だがいまは、触ふれれば切られかねない鋭するどさがある）

　と感かん嘆たんもした。

　すでにスターク・バーズリーは城を発たったあとだ。が、早馬が先行していたとしても、公王が事情を知るにはもう少し時間がかかろう。

　先ほどまではそれを待ちかねていたレオだったが、いまとなっては、公王が仲ちゆう裁さいに出る前に片かたをつけねばならない、とまったく逆のことを考えている。

（今度こそ）

　という思いが、レオの、幼さを残した頰ほおを引きしめていた。

　それからの数日、レオはベルナード領の西、つまりはダーレンの領地により近い村々を渡わたり歩あるいて、若者たちを集めた。以前、グィンバー近きん郊こうでやっていたような「男狩がり」であるが、レオは最初から彼かれらを兵士として扱あつかうつもりはなかった。

　領地の境目に赴おもむいて、そこにあった古い神しん殿でん跡あとを陣じん地ちにした。まだアトールの国が成り立つ前の建物であるが、現在は世捨て人同然の隠いん者じやぐらいしか寄りつかないこの場所に、レオは物資と人を運んだ。そして集めた人数で、日夜、周囲の土を掘ほらせる。その土を神しん殿でんにより近い位置で積みあげれば、即そく席せきの堀ほりと塀へいが完成した。

　レオはその陣じん所しよに、ベルナードに集めさせた旗を高々と掲かかげた。

　さらに、レオは僧そう兵へいのなかから数名を選んで、ダラム地方の村々へと派は遣けんした。修道服を着た彼かれらは、各地で熱心に神の教えを説く振ふりをしながら、とある噂うわさを流した。

「レオ公子とベルナードが結びついたらしい」

「もしアクティカ侯こうがグィンバーに攻せめ入いれば、必ずやその背後から、公子がベルナードよりお借りした軍勢が攻せめあがってくるだろう」

「村々に被ひ害がいが出ぬとも限らない。領地の境目につくられたあの陣じん地ちを注視しておくことだ。公子が打って出られたとき、速すみやかに避ひ難なんできるように」

　これらの噂うわさは村々を風のように吹ふき抜ぬけていった。

　再侵しん攻こうの機会をいまかいまかと窺うかがっていたダーレンも、当然、この噂うわさを無視できない。

　ダーレンは一度目の侵しん攻こうが阻はばまれた直後、グィンバー領のあちこちに伏ふくさせておいた賊ぞく兵へいの動きを活発化させていた。その甲か斐いあって、サヴァンもにわかには動けぬ様子だ。例の、山さん賊ぞくまがいの兵団が旧きゆう街かい道どうに布ふ陣じんしているところへ五百ていどの援えん兵ぺいを出したのが、ぎりぎり兵を動かせる限度のようで、それ以来グィンバーには目立った動きがない。

（しめた。これはまだわたしにも勝機があるぞ）

　舌した舐なめずりをした直後なだけに、ベルナードが後方から動くという情報は厄やつ介かいこのうえない。

　かといって、ダーレンにも時間的な余よ裕ゆうはあまりなかった。レオと同様、公王の本格的な仲ちゆう裁さいが入る前に片かたをつけねばならない、と彼かれも感じている。物事が流動的に動いているいまだからこそ、力ずくでも目的をかなえねばならない。というのも、いったんその動きをせき止められてしまえば、ふたたび事態を動かせるようにするためには相当量の時間と作業が必要になるからだ。

　以前にも述べたかもしれないが、そうした信条において、レオとダーレンは驚おどろくほど似ている。

　ダーレンは、

「ランス・マズポッターを呼べ」

　と命じた。

　じかに面識はない。ランス配下の者が使者としてあらわれたときは、その傍ぼう若じやく無ぶ人じんな態度に腹を立てたこともある。

（これでは棟とう梁りようたるランスとやらもお里が知れようというものだ）

　そうも思った。アトール諸しよ侯こうで最大の権勢を誇ほこる自分がじきじきに会いたい相手ではない。が、

（利用しがいがある男）

　であるのもまちがいない。正直、彼かれほどの技量があるならば、どこぞの国で、一千、一万の軍勢を抱かかえていたとしても少しも不思議ではないのだが、ランスという男、賊ぞく兵へい集団の棟とう梁りようという身分に喜びを見み出いだしてでもいるのか、あのオルト・ローズを巡めぐる戦いののち、ダーレンが正式に召めし抱かかえてもよい、という態度をちらりと覗のぞかせたときも、人を介かいしてやんわりと断っている。

（馬ば鹿かな奴やつだ。わたしがレオを討うち、グィンバー城を陥かん落らくさせた暁あかつきには、新たに得た所領にて取り立ててやったものを）

　望みがない。望みがないということは器うつわもなく、しょせんは野犬のような生き方がお似合いの男なのだろう。どのみち、ダーレンには理解しがたい男、そのひと言で事足りる相手だ。

　さて、そのランスが来たと聞いて、ダーレンは天幕に通した。と同時にダーレンは当とう惑わくした。あらわれたのは、左の目に眼帯をした長身の男。まさしく不ふ遜そんな態度を取っていた例の使者である。

　いかに気に入らない相手であっても、ここは犬に餌えさを与あたえるつもりで歓かん待たいしてやろう──、そう思っていたダーレンだったが、

「ランスはどうした」思わず声に怒いかりのひびきが交じる。「おまえていどでは話にならん。棟とう梁りようを呼んで出直してこい」

「おかしなことを仰おおせだ」対する眼帯の男はにこりともせずにいった。「そういえば名乗っていなかったかな、アクティカ侯こう。おれこそがランス・マズポッターだよ。四十年近く生きているが、少なくともおれはほかの名前で呼ばれたことはないし、おれの隊のなかにもランスという男はおれ以外にはいない」

「なんだと？」

　ダーレンの口があんぐりと開いた。目の前の男、噓うそやからかいを口にしている風ふ情ぜいではない。では真実なのだろう。軽装をして、長い髪かみを後ろで束ねたきりのこの男がランスだ。ということは、以前、レオの軍勢がオルト・ローズ城の正面に陣じんを据すえたとき、彼かれは一団の棟とう梁りようでありながら単身城内に忍しのび込こんできてダーレンと面会したことになる。

　ダーレンは額ひたいににじみ出てきた汗あせを手でぬぐった。

「そうか、それは、失礼をしたな。まさか、貴公がランスどのご自身であったとは──」

「気にするな」ランスはどこまでも横おう柄へいにいった。「それで、用件はなんだ？」

　ダーレンは激しい感情がこみあげてくるのを感じたが、苦労して飲みくだしながら、ベルナード領の神しん殿でん跡あとに築かれた陣じん地ちについて話した。

「そこをいますぐ陥かん落らくさせろ、とはいわん。われわれがグィンバーに攻せめ入いったとき、後方から邪じや魔まができないていどにこの陣じん地ちを攪かく乱らんしてほしい」

「なるほど、われわれにはうってつけの任務だ」

　ランスはいかにも頑がん丈じようそうな顎あごを引いた。騎き馬ばの運用をなによりも得意とするこの男は、少数での突とつ撃げきと撤てつ退たいを繰くりかえすことで、レオの部隊を翻ほん弄ろうした経験がある。敵を小範はん囲いにて釘くぎづけにすることくらいは朝飯前だろう。

　ダーレンには気に入らない男であったが、話が早いのは助かる。多少気が大きくなって、最後には笑いながらこんなことをいった。

「ここにはレオがいるという話もある。あの英えい雄ゆう気取りの小こ僧ぞうめは、ランスどのに負けたことを根に持っているかもしれん。突とつ出しゆつしてくるようなら、殺しても構わんさ」

　ランスは表面上はうなずきながらも、

（どうかね）

　と小声でいった。




　ランス・マズポッター。

　出身はアトールだというが、彼かれの生まれ故郷が具体的にどこなのか、また父親がなにを生なり業わいとしていたのか、そしていつごろ国外へと飛び出したのか──詳くわしいことはわからない。

　二十代のころに、北ほつ方ぽうの沿岸諸国において、山さん賊ぞく、海かい賊ぞくの頭かしらとして名前が知られはじめた。数々の武勇譚たんが伝えられるほどの活かつ躍やくを見せたのち、突とつ然ぜん、沿岸諸国の一つタルーニアの海軍で船を指揮しはじめる。海かい賊ぞくであったころには天敵だったともいえるその海軍で二年ほどを過ごした。それなりの生活が確立できたし、タルーニアの船乗りたちに愛され、また宮きゆう廷てい女たちとも多数浮うき名なを流すという、ある種人生の絶頂期にあったランスだが、これも突とつ然ぜん、

「海には飽あいた」

　といい残して、タルーニアを出しゆつ奔ぽんした。

　一説によれば、女性がらみの問題で命を狙ねらわれたための脱だつ走そうともいわれている。

　二十代の終わりごろにアトールに戻もどってきて、海かい賊ぞく時代から付き従ってきた仲間たち数名とともに傭よう兵へいとなったが、アトールにおいてはほとんどいくさ仕事がなかったため、辺りを巡じゆん回かいするていどの兵務に飽あきると、すぐさま賊ぞく兵へい稼か業ぎようをはじめた。

　賊ぞく兵へいはいわば、地方領主に雇やとわれる──というより、お目こぼしをもらったうえで、領地の境目にあって旅人や商人たちの護衛の任を無理矢理引き受けたり、あるいは領地警備を兼かねた関所を勝手につくって、高い通行税を徴ちよう収しゆうしたりする。そして時には領主からの依い頼らいで、別の領地や国に赴おもむいては、村や港を襲おそって、家か畜ちくや収しゆう穫かく物を奪うばい、家や船に火をかけるという任務もこなす。国や軍隊に帰属しない彼かれらは、好きに使い捨てにできるため、アトールや周辺国では重宝されることも多々あった。

　そういった賊ぞく兵へい稼か業ぎようが、妙みようにランスの性にあったらしい。海かい賊ぞくも海軍もすぐに飽あきた彼かれが、この稼か業ぎようのままアトール各地を転々とした。とある領主に雇やとわれて、よその土地の畑を焼いたかと思えば、翌日にはその土地の農家に雇やとわれ、追おい討うちをかけようと目論もくろんだ領主の部隊を撃げき破はしたこともある。旅人たちを無事目的地まで護送して感謝されたかと思えば、貧ひん困こんに喘あえいだ村からの依い頼らいを受けて、行商人の荷物を強ごう奪だつし、村人たちと山分けしたこともある。

　信念はない。勝手気ままに依い頼らいを引き受ける。金にも、ことさらには執しゆう着ちやくしない。ただ一つ、ランス・マズポッターは、一度引き受けた依い頼らいは決して途と中ちゆうで放ほう棄きしない。必ず成功させる。たとえ依い頼らいを果たした翌日には別の陣じん営えいに寝ね返がえっていたとて、こればかりは貫つらぬいてきた。いわば、これが彼かれなりの『美学』なのだろう。

　ランスはここ十年ほど、馬を愛して、争いを好み、酒と女を寝ね床どこの共にしてきた。

　が、

（いささか）

　これにも飽あいてきたか、と思うときがある。

　ここのところ、血の燃え立つような戦いにも、女にも、巡めぐり会あえていなかった。

　かといって、いまさらどこかの国に正式に雇やとわれようとも思わない。ダーレンに誘さそわれたときも断った。「死に場所を求めている」ほど厭えん世せい的な気分になっているかというとこれもちがう。

　簡単にいうなら、

「いまいち楽しくなくなった」

　だけのことであるから、ほかに道がないのならこれで食うしかない、ともランスにはわかっている。

（馬を駆かって、物を奪うばい、人を襲おそい、火をかけて、そして動けなくなったときには仲間にも馬にも見捨てられてのっぱらに骨をさらすか。まあ、ランス・マズポッターにはふさわしい最さい期ごではあるな）

　半ば自じ嘲ちようめいた思いがこみあげてくるのも、ここ最近になってからだ。

　ランスはダーレンの天幕をあとにしたあと、しかしそのような思いはいっさいおくびにも出さず、与あたえられた依い頼らいを忠実に果たすべく、その日のうちに、平素は各地に散っている仲間たちを搔かき集あつめた。

　三日後、七百の数が集まったところで、早さつ速そく目的地へと馬を向けた。




　対するレオ。

　神しん殿でん跡あと地ちに旗を掲かかげ、僧そう兵へい三百をそっくり移していた彼かれは、夜半、ランス隊の襲しゆう撃げきを受けた。

　結果だけをいうならば簡単だ。

　レオは惨ざん敗ぱいを喫きつした。

　塀へいや壁かべの隙すき間まから銃じゆうを撃うったところで、暗くら闇やみではまるで命中しない。逆に、こちらの無防備ぶりをあざ笑うかのように、敵はやすやすと各要所を突とつ破ぱし、せっかく土を搔かきあげてつくった空から堀ぼりをも越こえてきた。

　一方に集中して押おし寄よせてくるかと思えば、側面からも来る。梯子はしごをかけてよじ登ってきた敵兵の侵しん入にゆうを何度か許したが、ここはカミュたち戦いに慣れた僧そう兵へい集団が気力を振ふるってかろうじて迎げい撃げきした。

　また、ランスは、ここを攻せめどころとにらんで攻せめに攻せめてきたかと思えば、あっさり引きかえして、そしてレオの陣じん営えいがひと息ついたタイミングを見計らって再度攻せめのぼってくる。

　レオの側には打って出るだけの兵数もない。そのうちに塀へいも壊こわされてしまい、レオたちは即そつ刻こく引きあげることを余よ儀ぎなくされた。

　神しん殿でん跡あと地ちに火を放って、東へと落ちのびる。

　これと時同じくして、

「後こう顧こに憂うれいなし」

　とばかりにダーレンがふたたび二千の軍勢をグィンバーに進めている。

　レオがせめてもの策として講じた手段がまったくの徒労に終わった格好だったが、レオは神しん殿でん跡あとから東に数キロいった時点で、高く盛りあがった丘おかの上に陣じん取どって、またも旗を掲かかげた。

　ランスは追おい討うちをかける。

　が、当然ここはベルナードの領地だ。ランスとて余よ裕ゆうしゃくしゃくで騎き馬ば団を移動させられるわけではない。あちこちに斥せつ候こうを走らせ、領内でこちらに敵対する兵をあげる動きがないかどうか確かく認にんせねばならないから、時間がかかる。

　レオとて、その間、なんの手も打たなかったということはない。

　二度目の陣じんには、村々から徴ちよう集しゆうした若者たちに槍やりを持たせてずらずらと並べていた。レオ自身もまたその陣じんの中央で馬上にあった。ランス隊を挑ちよう発はつするべく、単身、丘おかを駆かけくだって、わざとその姿を見せびらかしもする。

　こうして一部のランス隊が誘さそわれたが、このとき、丘おかの横合いにあった林のなかに、カミュをはじめとする僧そう兵へいたちが銃じゆうを持って伏ふせていた。

　一いつ斉せい射しや撃げき。

　鉛なまりの弾たまを浴びた人馬が次々横よこ倒だおしになった。

「おのれ」

　と、騎き馬ば隊が林のなかに踏ふみ入いれようとするが、カミュたちはすばやく逃にげる。あらかじめ準備してあった逃とう走そう路を用いて距きよ離りを取りながら、木々が密集しているせいで前進に苦労する騎き馬ば隊に、さらに第二射、第三射を浴びせる。

「深追いするな」

　さすがにランスの命令もすばやい。ダーレンなどは、レオのことを「英えい雄ゆう気取りの小こ僧ぞう」と見下していたが、一度兵を率いてぶつかったことのある相手を、ランス自身はそこまで過小評価していなかった。

　むしろ、

（アトール内で数少ない、それらしいいくさができる相手）

　だと見ていた。

　彼かれは馬上で指を湿しめらせると、

「風向きがよい。林に火を放て」

　そう命じて、カミュたち伏ふく兵へいの居場所を奪うばおうとした。

　が、このときはすでにカミュたちは林を北に抜ぬけて、レオたちと合流している。

　レオが陣じんを構えた丘おかの下には、騎き馬ばの侵しん入にゆうを防ぐべく逆さか茂も木ぎの柵さくがしつらえてあったが、ランス隊のなかから、馬をおりた数名の集団がいくつも連なって走り出てきて、この逆さか茂も木ぎを引ひき抜ぬきにかかった。半数がこの作業に当たり、残り半数が弓や銃じゆうで援えん護ごしている。

　レオたちも同じく飛び道具でこれらの敵を狙ねらっていたが、まだ柵さくの三割も引ひき抜ぬかれないうちに、

「退ひくぞ」

　レオはあっさり決断。

　ランス隊が啞あ然ぜんとするような速度で、またも東へと落ちのびた。

　そう──、これも結論からいおう。

　レオには、最初からまともにランス・マズポッターと槍やりを交えるつもりなどはなかったのである。
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　一度は不覚を取った相手だ。

（今度こそ負けてなるものか）

　と若者ならば当然抱いだくであろう熱い感情を、レオは生あい憎にくと持ちあわせていない。いや、あったにしても、

（自由になる兵力はたかだか三百だ。それでなにができるものか）

　と考えられる『視点』もまたレオにはそなわっている。グィンバーにダーレン軍が押おし寄よせていると聞いたときはあれほど取り乱したくせに、自分自身のこととなると驚おどろくほど冷静に『見る』ことができる。

　むしろ、神しん殿でん跡あとに襲しゆう来らいしてきたのがランス・マズポッターであるという情報を得ると、

（しめた）

　とレオは思った。

　逃にげがいがある。

　レオは一度目も二度目も、あっさり陣じんを放ほう棄きした。ただしあまり戦わずにいると意図が早くに露ろ見けんしてしまう恐おそれがあったので、あれこれ手て管くだを弄ろうした。レオ自身が姿を見せることで、敵の追つい撃げきに熱を入れさせたのもそうだ。

　陣じんを構えて敵をひきつけ、しかし機を見て撤てつ退たいする──。

　口にするのは簡単だが、撤てつ退たい戦となると当然危険がともなう。時機を少しでも見誤れば、最初から少数しかいないレオの部隊などはやすやすと騎き馬ば集団に踏ふみ潰つぶされてしまう。それを、レオは繰くりかえした。

　立ち止まっているとすぐさま銃じゆう弾だんが飛んできて頭を砕くだかれかねない状じよう況きようにあって、あちこちに視線を飛ばして、諸隊からの伝令を密にさせて情報を集め、そして決断した。

　このとき、大いに役立ったのが、カミュがコンスコン山から持ってきてくれた飛ひ空くう艇ていだ。

　レオは虎とらの子このこの兵器を直接戦せん闘とうには投入せず、時折り空にあげて戦せん況きようを把は握あくする用よう途とにのみ用いた。一度は、レオ自身、兜かぶとで変装したうえで、操縦士の後ろにしがみつきながら空にあがったこともある。

　空からなら、味方の動きも、そして敵の動きすら広く見とおすことができた。

　レオは二度目の陣じんを追われたのち、またもほどなくして陣じんを構えたが、

「これは、誘さそわれているな」

　ランス・マズポッターが騎き馬ばの足を止めて苦々しく口にした。

　ダーレンから「ベルナード領の陣じんを攪かく乱らんせよ」と命令されたとき、ランスは、

（馬ば鹿かな男だ）

　と内心では思った。確かにランスには慣れた作業ではあるものの、同じ手て馴なれたことをやるなら、自分たちのほうこそグィンバー領に騎き馬ばを進めるべきだった。

「ダーレンはオルト・ローズで兵馬を揃そろえて、公子を威い嚇かくしつづけておればよかったのだ。そうすれば公子も動けず、むざむざ交戦の手間をかけることもない。そしておれたちなら、それほど時間をかけずして、サヴァン・ルーへの脅おどしには十分な打だ撃げきを与あたえられたろうに」

　ダーレンはしょせん、いくさに慣れていない。

　ダーレンには、どうしても憎にくきサヴァンの城をこの手で焼き、サヴァン自身の首に剣けんを突つきつけたい欲求があるようで、非効率的な方法を取ってでもこれをやり遂とげようとしている。

　そんなダーレンに呆あきれながらの進軍となったのだが、そのランスにして、

「まさか、ダーレン以上の馬ば鹿か者がいようとは」

　そういわしめる事態となった。

　馬足を止めたランスの隣となりで、やはり馬を止めた副官級の男が、

「それはどなたのことで？」と聞いた。「まさか、おれのことじゃないでしょうな。おれは命令どおりにやっただけですぜ。林に火をかけたとき、まさか途と中ちゆうで風向きが変わるなんて思わなかった。おかげで自じ慢まんの髭ひげがちょびっとばかり燃えちまったけれど──」

「なるほど、手前てめえもあほだが、それ以上って意味だよ。あのレオ・アッティールって男はな！」

　公子の意図が読めた。

　こうやって自分たちをひきつけておく。それだけだ。いままでの公子の陣じん容ようからして、引ひき込こんだうえで包囲をかけるほどの兵力もありはしないだろう。そう、つまり公子はベルナードの助力も得ていないことになる。

　なのに、レオは、

「ベルナードがこちらの味方についた」

　と宣伝し、あえて目立つ場所に陣じんを構えた。

　ランスは、最初から動くつもりもなかったベルナードを警けい戒かいするあまりに、レオの陣じん地ちを攻せめるのに時間を使いすぎてしまった。まったくの無む駄だ足あしだ。あまつさえ、部下の一部をも失う羽目になった。

　考えれば考えるほどにむかっ腹が立つ。

　これまでは、レオのことを、

（それらしいいくさのできる相手）

　だとそこそこに評価していたが、いまとなってはとんでもない話だ。

　それらしいどころか、レオ公子のいくさは常じよう軌きを逸いつしている。

　目もく論ろ見みを読んだいまとなっても信じがたいほどだが、レオ公子その人がランスをおびき寄せる『餌えさ』になったのだ。

（戦いは、王の駒こまを取られたほうが負けだ。それまで、どれほど戦局を優位に進めようが、陣じん容ようが勝っていようが、『頭かしら』を取られればしまいになる。その『頭かしら』が囮おとりになるなどと、これほど馬ば鹿かげた話があるか）

　ダーレンもいくさを知らぬが、公子の振ふる舞まいとて子供同然だ。その児じ戯ぎに乗せられた自分も含ふくめて、血が熱くなるほどに腹が立つ。

　ランスは馬首を翻ひるがえした。

　部下たちがあわててそれにならうのを待ちもせず、単身、馬を飛ばしながら、

「はて」

　とランスはこみあげてきてやまない怒いかりの感情とは別に、

「この戦い、負けるな」

　と公子同様に、あくまで冷静な『視点』でもって先を読んだ。




　レオが目立つ場所に陣じん地ちを構えたもう一つの理由は、ダーレン軍の注意を一手に引くことで、ダラム地方を越こえた西、クオンたちが陣じんを据すえた場所に使者を送りやすくするためである。ダーレンも進軍を急いでいるから、監かん視しの網あみを広げていられる余よ裕ゆうは、時間的にも、そして兵の数においてもない。

　当初、クオンは教会堂の近くに陣じんを置いていたが、使者づてにレオからの指示を受けると、旧きゆう街かい道どうを北上し、現在の街かい道どうと交わる地点に陣じんを移した。そのころには、残る部族の面々──案内役のセーラ以外は徒歩にてやってきた──も合流しており、また、クオンからの要よう請せいを受けて、グィンバー城からも五百以上の援えん軍ぐんが加わっている。

　ただし、あわせても千をわずかに超こすばかり。ダーレン本軍の半分ほどしかない。

　物もの見みの報告を受け取ったダーレンは、これがいまのサヴァンに出兵させられる限界の数だとにらんだ。後ご詰づめの兵がないはずはないだろうが、これは城の防衛に割さく所存のようだ。

「平野にてこちらを迎むかえるとは豪ごう胆たんな連中だ。こちらの先せん遣けん隊を追いかえしたことで強気になったと見えるぞ」

　と隊の士気をあげたが、ダーレンがいかにランスいうところの「いくさがわかっていない」人物だとしても、さすがに警けい戒かいはする。進軍しながら、しきりと斥せつ候こうを放った。すると、どう見ても、敵の布ふ陣じんした近くに伏ふく兵へいを忍しのばせておける場所はなく、サヴァン側の軍勢がこれ以上増える気配もないという。

　繰くりかえしになるが、ダーレンとて時が惜おしい。公王が出で張ばってくる前に、あらかた片づけておきたい。

　ダーレンは進軍速度をあげた。

　サヴァン側の陣じんからも中隊が寄り集まって防戦に出たが、ただ出ただけで、敵方を遠目にするなり、ことごとく後退を余よ儀ぎなくされた。ダーレンの軍勢はいよいよかさにかかって足を進めてくる。

　夜。

　思わぬ快かい進しん撃げきとなったが、ダーレンも油断はしていない。明日には敵の据すえる本ほん陣じんが迫せまる。さすがにそのときには一大合戦となるであろう。ますます身が引きしまった。

　さて、そのダーレンがいまにも迫せまりくる、クオンたちの本ほん陣じん。ここは確かに戦術的にまったく効果のない土地であった。ただし当然、ダーレンはここめがけて進軍してくる。

　動きを誘さそえる、ということだ。

　クオンは、レオにいわれたとおり土地にあかるい地元の人間たちを集めて、意見を聞いた。進軍路に当たりをつけて、その周辺をさらに調査しつづけた。

　油断していない、といいつつも、ダーレンは気づかなかった。

　快かい進しん撃げきの裏で、彼かれらが通り過ぎたその後方、あるいは側面に、追い散らしたはずの敵兵がいつしかまわり込こんで、これが伏ふく兵へいとなって息をひそませていたことに。

　もとより、山の部族たちは敵を懐ふところに引ひき込こんだうえでの戦いを得意としている。息を揃そろえて撤てつ退たいするのも、息を殺してまわり込こむのも手て馴なれたものだった。

　その夜、静かに横たわっていたはずの森が息づき、人々が逃にげ去ったあとと見られる集落がどっと沸わいて、獣けものの鳴き声しかしなかったはずの丘きゆう陵りよう地の向こうからおびただしい土つち煙けむりが立った。

　ダーレン側の諸隊はいたるところで奇き襲しゆうを受けた。

　さらには、これと時機をあわせて、クオン率いるサヴァンの援えん兵ぺい五百も動いた。

　まるで、夜の闇やみにひそんでいた獣けものが大口を開けて四方八方から跳とびかかってきたようなものだ。

　この立体的な奇き襲しゆうはレオの発案によるものだが、これは地形を上う手まく活用したランス・マズポッターの襲しゆう撃げきから着想を得たものだ。

　逆に、この地にランスの隊がいなかったことがクオンたちにとっては僥ぎよう倖こうであったろう。

　ダーレンの部隊は互たがいとの連れん絡らくも絶たれて、ほとんど状じよう況きようも把は握あくできぬまま、壊かい走そう、敗走を強しいられた。

　だが、クオンたちがあらかじめ当たりをつけていた中央軍──すなわちダーレンのいる本隊に限っては、逃にげることも許されなかった。

　クオンは単身血路を開く勢いでこの本隊に迫せまり、防衛の槍やりことごとくを斬きり払はらいながらダーレン・アクティカその人へと迫せまった。

　アクティカ家の親しん縁えんからなる諸隊長はすでに逃とう走そうしており、また周りを固める傭よう兵へいたちは命惜おしさに投降する者が相次いでいる。

　曙しよ光こう射さしそめるころ、ダーレンはついに人ひと気けの絶えた村の廃はい屋おくにまで追おい詰つめられた。

　その建物に半ば捨てられていた薄うす汚ぎたない服にまで袖そでを通し、

「ちがう、わたしはここの村の人間だ。ダーレンなど知らぬ。あっちへいけ、いってくれ」

　とわめいていたダーレンは、クオン配下の手によって引きずり出された。

　クオン自らが馬をおりて彼かれのもとへ足を進めると、ダーレンは居直って、太い鼻息を吐はいた。

「わたしがダーレン・アクティカだ。悪あく魔まの遣つかいめ！　縄なわにかけるなり、鎖くさりにつなぐなり、好きにするがいい。ただしこれで勝ったなどと思うなよ。神は──レオの信しん奉ぽうする邪じや神しんとはちがう、天上にあって人々の営みをことごとく見おろしている神々は──すべてをご承知であられる。正義がいずれの側にあるかもな。いずれ、それはティワナの宮きゆう殿でんにおいてあきらかにされるであろう」

　泥どろと干草にまみれた顔でダーレンは叫さけんだ。

　彼かれには、まだオズエル・ターホリンという後うしろ盾だてがある。諸しよ侯こうのほとんどが味方についてくれるという確信もあった。

「そのときになって後こう悔かいするなよ、ならず者ども。レオはいずれ絞こう首しゆ台だいに乗せられる運命だ。それに従うおまえらも一人残らず火あぶりになろう！　いいか、いまからでも遅おそくはない。わたしに味方して──」

　なおも叫さけびつづけたダーレンだったが、しかし、クオンは無言で腰こしの剣けんを抜ぬき払はらうと、ひと息に距きよ離りを詰つめて、ダーレンの心臓を貫つらぬいた。

　これも、レオ公子からの言こと伝づてで徹てつ底ていされていたとおりである。

　ダーレン・アクティカは死んだ。










　四章　終わりとはじまり
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　ダーレンの側の軍勢は、大半が傭よう兵へいだ。

　傭よう兵へいとひと言でいっても形態や実態は様々あるものの、今回の場合は金の切れ目が縁えんの切れ目という単純な関係であったようだ。雇やとい主ぬしであるダーレン・アクティカが倒たおれれば、金をもらう保証も尽つきたということだから、あとはわが身を守るために逃にげるだけである。

　ダーレンの居城であったオルト・ローズ城は瞬またたく間まに丸まる裸はだかとなった。

　サヴァンは後ご詰づめの兵をも出し、クオンの隊と合流させると、まだ抵てい抗こうの意志を残した敵兵の集団を掃そう討とうしつつオルト・ローズ城を占せん拠きよ。

　ほどなくして、レオ・アッティールも村から徴ちよう用ようした若者たちにいくばくかの金を渡わたして解散させると、カミュたち僧そう兵へい隊とともにオルト・ローズ入りした。

（あれがレオ公子か）

　城下の人々は恐おそろしげに、あるいは興味深げに、馬上にあるレオ公子の姿をうかがっていた。

（なんと、まだ子供のような方だ）

（ダーレンさまはあのお方に討うたれたのか）

　さすがに歓かん呼この声はないが、城下の都市部にはほとんど被ひ害がいがなかったことが幸いして、心底からレオを憎にくんでいるような様子はない。レオはこれもクオンやサヴァンに徹てつ底ていさせていた。『残党狩がり』と称しようして城下町の家々に押おし入いって女や金品を奪うばったり、手て当あたり次し第だいに怪あやしげな人間を捕つかまえて牢ろう獄ごく送りにしたりといった、いかにも城を陥かん落らくさせた直後の戦勝軍がやるようなことを厳しく禁じたのだ。

　といっても、ダーレン・アクティカは領民たちにとって特別に悪あく辣らつな人物ではなかったから──祭りの日におこなわれた虐ぎやく殺さつ事件はまだ知られていない──、無論、ダーレンの死を嘆なげいたり、悼いたんだりする者たちも多かったろうが、なによりも自分と家族の安全が優先されるのはいうまでもなく、公子の兵団に表立って敵意を剝むき出だす者は皆かい無むに近かった。

　そのレオの傍かたわらで馬を進めていくカミュは、街路を闊かつ歩ぽする過程で、なにやらぞくぞくするような感覚を首の後ろで味わっていた。

　いままで勝利を経験したことはある。コンスコンにいたとき、ならず者の集団を自じ慢まんの槍やりで退しりぞけたことが何回か。レオについて以降も、ヘイデンを討うったときをはじめとしていくたびかの勝ちいくさがあった。

　が、今回の勝利はいままでのものと少し『味』が異なる。というより、いままでの戦いにおいて醸じよう成せいされてきたものに、ようやく『味』がついてきたというべきか。

　カミュは興奮を隠かくしきれなかった。

（一時は駄だ目めかと思った。このオルト・ローズを前にして撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされ、逆にダーレンの侵しん攻こうを許しかけた。公子も荒あれていた。おれは、またも戦火で大事なものを失うのかとも思った）

（それがどうだ。勝利したぞ。悪逆の輩やからは撃げき退たいされ、十じゆう字じ架かを胸にさげた公子がかつて悪の根づいていた都市の中央を闊かつ歩ぽしていく）

　思えば、レオが動こうとして事態が動かぬことはなかった。よきにつけ悪しきにつけ、レオはその場にて固着して生なま半なかなことでは動こうとしないものを──あるいは、余人では動かそうとさえ思いつかないものを──蹴けりつけてでも、砕くだいてでも、動かしてきたではないか。

　それが、カミュが以前世話になっていたトム修道院長や、ログレス司教との決定的なちがいであった。いずれの人物もいまだ敬愛してやまないものの、カミュが真まことに理想とする聖人の姿と比すればどこか欠けた一部分があったのも否いなめない。そういう意味では、レオ公子とは、カミュにとってある種の理想を具現化したような人物に見えてきた。

　カミュの高こう揚ようは止まらない。

（いまはまだ、公子殿でん下かは信しん仰こうにさほど熱心ではないが、おれがお側について、時間をかけてでもその教えを心身にいきわたらせることができれば、レオ公子殿でん下かはまさしく神が地上に遣つかわされた救世主にさえなられるやもしれん。そうだ、これだ）

（これが、おれと公子を引きあわされてくださった神のご意思なのだ。トム院長も、ログレス司教も、おれの道の過程で消えていった方々だ。今度はちがう。今度は逆に、レオ公子の道の過程におれがいる。進む先から矢が飛んでくればこの身を盾たてとして、道なき道をいくときはこの身を橋として、灯あかりなき道をいくときはおれが率そつ先せんして闇やみのなかに身を投じて──、これこそが神から与あたえられしわが使命なのだろう）

　カミュはこの発想のあまりの心ここ地ちよさに、馬上でうっとりとした。

　身も心も溶とける、とはこのことだ。俗人は、いい女を抱だいたときやら、いい酒を口にしたときやらにこのようなことを口にする。カミュには縁えん遠どおい心境のようだったが、いまはじめて理解した。心ここ地ちよさのあまりに身をぐらつかせて、危あやうく落馬するところであった。

　こうして、若き僧そう兵へいが心の新境地に身み悶もだえている一方で。

　レオ・アッティールの表情は冴さえなかった。

　彼かれは、ここに来る途と中ちゆうで、サヴァンからの使者と顔をあわせていた。彼かれからの報告によると、市場では三百人近い犠ぎ牲せい者が出たという。幸い、教会堂は無事だった。またサヴァンの使者は、ボスク司教からの書状も携たずさえていた。それによると、亡なくなった者の大半は──家族が遺体を引き取りたがった者を例外として──境けい内だいの墓に埋まい葬そうしたのだという。商品を失った商売人たちには、サヴァンのほうでできるだけ補ほ塡てんする、とも使者はいった。

　それでも、駆かけつけたクオンのおかげで被ひ害がいは最小限に抑おさえられたほうだ。

　レオとてほっとするような気持ちがある。クオンに再会すればその瞬しゆん間かんにでも彼かれを抱だきしめたくなるような気持ちをレオは抱いだいていたが、それは勝利できたという達成感よりは、いたずらに人命を奪うばわれずに済んだという安あん堵ど感によるものが大きい。

　が──、

　裏をかえせば、もし少しでもクオンの到とう着ちやくが遅おくれていたか、あるいはそもそもクオンが援えん兵ぺいを連れてくること自体ができていなければ、市場は崩ほう壊かいし、三百人どころではない大勢の人間が墓はか穴あなもなしに死し骸がいをさらしていたであろう、ということを意味する。

　クオンの援えん兵ぺい自体、公子が命令してやらせたことではない。それゆえ、レオは勝利の見とおしを得られず、一度は敗北を受け入れかけた。その事実がレオの表情を曇くもらせている。彼かれは伏ふせがちだった目をあげて、いま跳はね橋ばしがおりたばかりのオルト・ローズ城をにらむように見み据すえた。




　オルト・ローズ城に入ってからのレオの行動は、後世まで知られている。

　まず、すでに城に入っていたクオンと再会するなり、表情をぱっとあかるくさせると、小走りに駆かけ寄よって、先ほど心に描えがいていたとおりに力いっぱい抱だきしめた。

　クオンが非常にまごついたので、見守っていたカミュを微ほほ笑えませたのだが、カミュはカミュで、クオンが援えん兵ぺいを率いるようになった過程を耳にするうちに顔色を変えた。セーラが同行していたとは聞かされていなかったのだ。

　が、カミュが妹を弾だん劾がいするより早く、レオは彼かの女じよにも感謝の言葉を述べて手を握にぎっていた。

　さらに、クオンから山の部族の戦士たちを紹しよう介かいされると、レオは彼かれらにもこのうえないほど賛辞と感謝の言葉を述べた。

　部族の戦士アクアは散々に礼をいわれたあと、

「想像していた男とはだいぶちがうな」

　とこれも戸と惑まどった様子でクオンに囁ささやいた。

　部族の面々が、故郷の『御お山やま』を留守にしていることを心配して、すでに半数以上が引きあげたあとだと知るとレオは大変残念そうな顔をして、

「一人一人と顔をあわせたかった。残った皆みなは、どうかできる限り長くアトールに逗とう留りゆうしてほしい。いずれゆっくりと話をする席を設けるから」

　といって、長いこと戦士たちの手を放さなかった。

　それから、レオは、クオンの腰こしに目をやって、

「おや」と片方の眉まゆをあげた。「あの娘こもなかなかの浮うわ気き者だな」

「はっ？」

「いまの英雄ヒーローはきみということさ」

　クオンの腰こしのベルトには、布をつなぎあわせた小さな人形がぶらさがっていた。この短いあいだで多少技術が向上したものか、レオが所持しているそれよりも出来がよい。

　クオンは結局、終始まごついたままだった。

　問題はそのあとだ。

　レオは、子供のようなはしゃぎっぷりで仲間との再会を喜んだときとは別人のような行動を取った。

　ダーレンの家来として城内にいた人間たちはほとんどが軟なん禁きん状態にあった。そのなかでも、ダーレンの次男ディンゴ・アクティカは重傷を負っていたため、城に勤めていた医師の指示で個室に入っていたのだが、レオはこのディンゴを力ずくで部屋の外へと引きずり出したのである。

　十箇か所しよ以上で骨折し、至る箇か所しよに砲ほう弾だんの欠片かけらが喰くい込こんで、火傷やけどをも負っている重傷者だ。

「無体な！」

　そう叫さけんで押おしとどめようとする医師や、アクティカ家に仕えていた人間たちを、レオは兵士たちの手で容よう赦しやなく突つき倒たおさせた。なおも逆らおうとする者には剣けんをちらつかせて脅おどしもした。

　レオは、ディンゴ・アクティカを人ひと質じちとして利用した。

　ディンゴは、もし命が長らえればアクティカ家の直系を継つぐ身である。レオは涙なみだながらに彼かれの助命を乞こう、アクティカ家に長く仕えていた家令と、ダーレンの親しん縁えんに当たる村落領主、それと城下で隠いん居きよの身にあったダーレンの父の弟、この三人を引きつれてティワナへ向かった。

　そのときにはすでにスタークからの報告が公王の耳に入っている。

　ほかならぬスタークからの直じき訴そに、さしもの公王も腰こしをあげて、ダーレンの侵しん攻こうを阻そ止しすべく軍勢を編制しようとしていたさなか、レオからの早馬が届いた。

（何事か）

　公王マグリッドは嫌いやな顔をした。次男レオに関しては、すでに名前を耳にしただけで悪い予感が渦うず巻まくほどの印象があるのだろう。

　果たして、宮中にもたらされた報告は、その場にいた皆みながいっせいにどよめくほどのものだった。

　グィンバーに攻せめ入いっていたダーレンの隊が退しりぞけられたばかりか、ダーレンはこのいくさにおいて、『不運にも』流れ矢が当たって死にいたったという。

（またも、あの息子むすこは）

　マグリッドにしてみればそんな思いもあったろうが、なにせ父が頼たのみにしていたスタークから前もってダーレンの悪行を聞かされていたため、レオを頭ごなしに断罪することはできない。

　さらにレオは、自ら引きつれてきたアクティカ家と縁えんのある者たちに、公王の御おん前まえで改めて事情を説明させた。

　ディンゴを人ひと質じちにされている彼かれらは、レオが要求していたとおりのことを口にする以外にない。

　サヴァンの採石場を欲ほしがったダーレンが陰いん謀ぼうを働かせていたことや、レオが別べつ荘そう地に出かけた機を狙ねらって暗殺を謀はかった話、そしてサヴァン領を襲しゆう撃げきする名分を得るためにおのが領地の人々を殺害した事実などが、彼かれらの口から赤せき裸ら々らに語られた。

　そこへ、ベルナード、スタークが証言を添そえれば、公王や、公子の動きを面おも白しろく思っていなかった諸しよ侯こうたちとて、ダーレンの悪あく辣らつさ、そしてそのダーレンからグィンバーを守るために戦った公子に大義があったことは認めざるを得ない。

　というよりも、それを表立って公王が認めるまで、スタークは身を削けずって尽じん力りよくした。

　以前、公王からレオの世話役を頼たのまれたときに見せていた、半ば世を捨てたような態度はどこへやら、スターク自身、

（自分のどこにこのような精力、体力が残されていたやら）

　と面おも白しろがりたくなるほど、言葉を尽つくして公王を説得し、また、ダーレンが討うたれたことで衝しよう撃げきを受けるほかの諸しよ侯こうらに対しても、まめに書状を出すなどして、公子の擁よう護ご、援えん護ごにつとめた。

　公王は、ダラム地方の整理のために人を派は遣けんし、調査の末、ひとまず領地のない譜ふ代だい貴族に土地を預けることを決めた。

　本来なら、公王家に槍やりを向けようとしたダーレンを討とう伐ばつしたレオ公子の功績であり、レオが望めばそれらの土地も与あたえられたろうが、レオ公子自身がこの報ほう酬しゆうを求めようとはしなかった。

　レオにはまだ、城主になる前にやらねばならぬことが残されていた。




　　　　　　　２




　グィンバー城一階の大きな居間は、もはやレオたちには慣れ親しんだ場所だった。

　夕食の真っ最中である。

　上座にはレオ、フロリーが席を並べ、次いで、カミュ、セーラ、パーシーの面々が顔を揃そろえている。

　オルト・ローズ城陥かん落らくからひと月以上が経過していた。

　食しよく卓たくを飾かざる話題はもっぱらセーラが提供している。

　パーシーが、山の戦士たちを援えん軍ぐんに得た話を聞きたがったためである。

　レオ公子もカミュも、一応はクオンから事情を聞いてはいたが、なにせ話下手な彼かれのこと、

「故郷に帰って、いちばん強い奴やつと決けつ闘とうをして勝ったから、助けをもらった」

　くらいのものだ。

　あの戦い以降、公子は、オルト・ローズの新城主の赴ふ任にん式に参加したり、三年に一度おこなわれる建国式典のためティワナへ赴おもむいたり、またベルナードがついには妻に押おし切きられる形で領内に十字教の教会をつくることとなったため、ボスク司教とともにその話しあいの席に同席したりと、身体を休める暇ひまもなかった。

　ようやくのことで、数日はゆっくりしていられそうだ、ということで、グィンバーに馴な染じみの面々を呼び集めた。ちなみにクオンは時間に遅おくれている。

　宴えん席せきはセーラの独どく擅せん場じようになった。

　クオンの話は淡たん白ぱくに過ぎたが、セーラはセーラで、話をよりドラマチックに盛りあげようと力を入れすぎるきらいがある。シャンデリアの灯あかりが食器や杯さかずきを黄こ金がね色いろにきらめかせるなか、身み振ぶり手て振ぶりも大げさに、時には椅い子すの上に立ちあがりかねないほど身をのけぞらせて、自分がいかな知ち恵えを発揮して野や蛮ばんな遊牧民を罠わなにかけたか、そしていかにして荒こう野やの一角から滑すべり落おちてきた獰どう猛もうな肉にく食しよく獣じゆうヨロイグモと戦ったか、などをべらべらしゃべりたてている。

　それに対し、

「なんと無む謀ぼうな」

　とか、

「ケスマイ平原を越こえるあいだに十回、いや百回以上も死んでいたとて不思議ではない。神に感謝の祈いのりを欠かさなかったろうな」

　とかいちいち口を挟はさんでいるのが兄のカミュだ。パーシーにも気持ちはわかる。たった二人、それも少年少女といっていい年とし頃ごろの男女がケスマイ平原を越こえようなどとは、『無む謀ぼう』のひと言では到とう底ていあらわしきれないほど愚おろかな所業だ。カミュにしてみれば、妹の無事な姿を目の前にしていてさえ、二人の冒ぼう険けん譚たんには心身が寒くなる思いがするのだろう。

　と、話がいよいよ、クオンと部族最強の戦士ラガとの決けつ闘とうの場面に差しかかった。

　公子レオも、フロリーも、パーシーも、そしてあれほどぶつぶつ文句をいっていたカミュでさえも、いつしか引ひき込こまれて食事の手を止めている。

　当然、聴ちよう衆しゆうのそうした気配にセーラは気づいている。勿もつ体たいをつけるため、給きゆう仕じ役の女性に空のカップを差し出して、水を要求する。それからわざと時間をかけて水を飲みはじめた。

「そ、それで」

　セーラの設けた『間』に耐たえきれず、フロリーが口を開く。

「それで、どうなったのです。いくらクオンさまがお強い方でも、相手も部族でいちばん強い方なのでしょう？」

「それはもう」セーラは眉まゆをひそめながら顎あごを引いた。「まるで熊くまのような大男で、その力こぶといったら、男数名がぶらさがってもびくともしない。笑えばその風圧で子供が吹ふき飛とぶというほどですわ」

「まあ」

　フロリーは開いたきりになっていた口に手を当てた。

「それだけではありません、お嬢じようさま。部族の、これも風習によって、ラガと戦う相手は利きき腕うでを封ふうじねばならないのです。決けつ闘とうの直前、地面に顎あごが着くのではないかというほど腰こしの曲がった老ろう婆ばのまじない師が進み出てきました。この老ろう婆ばがクオンの右みぎ腕うでに骨ばった指を当てて、怪あやしげな呪じゆ文もんを唱えると、その指先からにょきっと黒い蛇へびがあらわれ出いでて、クオンの右みぎ腕うでと胴どう体たいに二ふた重え、三み重えととぐろを巻いていきます。彼かれの右みぎ腕うでは見る間に寸分の隙すきもないほど身体に固定され、クオンは慣れぬ左腕で剣けんを取らねばならなくなったのです」

「まあ」

　とまたもフロリー。すでにナイフとフォークは食しよく卓たくに置かれっぱなしになっている。

　そろそろ聴ちよう衆しゆうも焦じれてきている。セーラは残った水を飲み干してしまうと、食しよく卓たくに勢いよくカップの底を叩たたきつけた。

　それから一いつ気き呵か成せいに決けつ闘とうの場面を語りきってしまおう、と息を吸った瞬しゆん間かん、

「遅おそくなりました、公子」

　クオンが扉とびらの向こうから姿を見せた。「おお」とレオ公子自らが席を立って歓かん迎げいの意を示す。クオンは一人きりではなかった。後ろに四名の人物を引きつれている。クオンは彼かれらをレオ公子に指し示して、

「部族のなかから代表者三名、ハレス・ハリアに従う者たちから代表者一名をつれてきました」

　と紹しよう介かいする。レオは次々に彼かれらの手を握にぎった。

「ほう、彼かれらが」

　カミュ、パーシーも席を立って彼かれらのほうに歩み寄っている。

（なによ）

　一方のセーラは気分を害した。せっかく『間』を設けて、その効果もてきめんだったというのに、話題の本人に水を差される形となった。これではまた雰ふん囲い気きづくりからやりなおさねばならない──と思っていたのだが、クオンの後ろからあらわれた人物たちのうち、一人に目が留まった。

　見覚えがある、と思ってよくよく目を凝こらしてみると、山の部族の戦士アクアだ。

　気づくのが遅おくれたのは、アクアが山で過ごしていたときのような格好をしていなかったためだ。筒つつ型がたの貫かん頭とう衣いではなく、革かわの胴どう着ぎにベルトを締しめたズボン姿という服装で、アトールにおいては貴婦人が自宅の庭園などで乗馬をたしなむときの格好に似ている。もともと体格がすらりとしていて、細ほそ面おもてのうえに顔立ちが凛り々りしいこともあって、そうしているとまるで物語に出てくる『男装の麗れい人じん』めいた雰ふん囲い気きがあった。思いがけないほど都会的であり、さらにいえば思いがけないほどになまめかしいということだ。

　山の部族たちはすでに引きあげたと聞いていたが、アクアはまだ『御お山やま』に戻もどっていなかったらしい。彼かれらには、

「お力ちから添ぞえをいただければ、皆みなさまのお心にかなうような謝礼をお渡わたしする」

　との約束がある。セーラが勝手に口にしたものだったが、当然、レオはこれを反ほ故ごにさせるようなことはなく、荷車いっぱいに贈おくり物ものを詰つめて持たせてやった。部族たちが興味を示したのは金銀の装そう飾しよく品よりもアトール製の武具や馬ば上じよう筒づつ。さらに、レオは彼かれら一人一人に馬をも用意立ててやった、とセーラは聞いている。

　今日はレオ公子に最後の挨あい拶さつにでもやってきたのだろうか。どうでもいい。セーラは話を頭のなかで再構築するのに必死だ。再開するときはどこから話すべきか。現場に居あわせたクオンがいる以上、あまり話が突とつ飛ぴな方向にいくと茶々が入るかもしれないし──。

　と頭を悩なやませつつ、聞くともなしに聞いていたレオたちの会話が意外な展開を見せたので、セーラはぎょっとさせられた。

　まず、ハリア族の族長ハリスがクオンへの感謝と友情を示すために送り出した援えん兵ぺいのうち、ザン・チレドウをはじめとした二十名ほどが遊牧の暮らしに戻もどらず、そのまま親衛隊として新たに加わることになるらしい。当然、彼かれらの独断ではなく、族長ハリスの意向だ。ハリス側からすれば、クオンを介かいしてアトールの公子レオと友ゆう誼ぎを交かわしておくのは悪くないと踏ふんだのであろう。都市圏けんとの通商がやりやすくなる。一方、アトールの側からすれば遊牧民らとの交易はさしたる規模ではないものの、山さん賊ぞくや、その他の凶きよう悪あくな部族に荷物を脅おびやかされずに商売できるなら、損するところはなにもない。また、国境を越こえた地域の一勢力となんらかのつながりを持っていれば別の局面で役立つこともあるはずだ。

　そして、アクア。この部族出身の戦士もまた、『御お山やま』には戻もどらず、親衛隊に加わるというのだ。

「長おさスオーに遣つかいを出したところ、巫み女こ長ミストさまよりお言葉をいただいた」

　というからには、部族からも許しを得たうえでのことだ。レオは、

「そうか、クオンと同じ部族の戦士が加わるとなると心強い」

　などと気安く請うけ負おったが、これに我が慢まんならなかったのはセーラだ。頭のなかでせっかくまとめかけていた話のつづきなどはあっさりかなぐり捨てて、

「ちょ、ちょっと待ってよ。いや、お待ちになってください、レオ公子」

　修道衣の裾すそをたくしあげながら皆みなのもとに駆かけつけた。

「アクアを、親衛隊に加える？　それでよろしいのですか、公子」

「なにか問題が？」レオが意外そうな顔をした。「ダーレン侵しん攻こうの際には見事な弓の腕うで前まえを発揮したそうだよ。サヴァンの兵たちが口々に賞賛していた。あれほどの馬上射手はグィンバーどころか、国内にもそうはいないということだった」

「だって、だって、アクアは『女』ですよ！」

　セーラはものわかりの悪い相手に大声を出した。

「弓の腕うで前まえ？　それなら、わたしの銃じゆうだってまったく引けを取らないわ。わたしだってアクアと同じ戦場で戦ったんだもの」

「なんだと。それは聞いていなかったぞ。まったく、おまえは兄の目が届かぬ場所ならなにをやってもいいと思っている節がある。よいか、神にお仕えするとは、いついかなるときでも神と対面して──」

「兄さんは黙だまってて！」

　セーラの一いつ喝かつを受けて、カミュは思わず押おし黙だまった。妹に、常にはない迫はく力りよくがある。その迫はく力りよくを目に声にまとわりつかせたまま、セーラはレオ公子のほうへと迫せまった。

「なら、わたしも親衛隊にお加えください、公子。いままでは、女の身だからと遠えん慮りよしていましたが、アクアが加わるとなると話は別です。わたしの銃じゆうの腕うで前まえ、公子はとうにご存じのはず。アクアに劣おとらず、いえ、ほかの男たちだってかなわないほどの戦果をあげる自信がありますわ」

「待て」

　とこのとき冷静に声を発したのは、アクアだ。セーラに詰つめ寄よられてたじたじとなっていた公子に代わって、セーラの怒いかりを一身に引き受けた。

「なによ？」

「さっきから、『女』、『女』というが、わたしは女ではない。確かに生まれ落ちたときは『女』だったが、いまはちがう。テイ・ターラ神のお導きのまま、わたしは『男』として生まれ変わった。が、これまで戦いに恵めぐまれず、果たして自分が、死後テイ・ターラ神のお側に魂たましいを招かれる戦士にふさわしいかどうかわからずにいた。しかしここなら戦える。だからここで腕うでを磨みがいて、一人前の戦士となってから、精せい霊れいたちの待つ山に帰るつもりだ。それを、男として役に立たない、と公子に断られるならともかく、女のおまえが邪じや魔まするな」

「なにいってるの。あなたがどう考えようが、どんな誓ちかいを立てていようが、関係ないわ。肝かん心じんなのは、周りがあなたをどう見るか、ということよ」

「周りなど──」

「ええ、ええ。あなたと同じ部族出身の男たちなら、神さまだか巫み女こさまだかのお言葉があればそう認めてくれるでしょうけど、ここは『御お山やま』じゃないわ。アトールの男たちに、テイ・ターラ神のお声なんて関係ないの。あなたは見た目どおりに見られるだけのこと」

「見た目どおりとはなんだ」アクアも気け色しきばんで、セーラのほうに一歩詰つめ寄よった。「わたしがレオ公子に仕える『男』にふさわしくないというのか。なら、その『男』どもをつれてこい。片かたっ端ぱしから矢で射い貫ぬいてやる──」

「だからあ、腕うで前まえとか、力とか証明したって意味ないのよ。それはわたしだって同じことよ。『見た目どおりに見られる』ってことはね、あなたもわたしも、男にとっては仲間でも兵士でもなくて、ちょっと美人で、ちょっと色気があって、見ているだけでふらふら誘さそわれそうになって、おや、声をかけたらなかなかいい感じだぞ、これならもうちょっと押おしてやれば同じ寝ね床どこに入れるかもしれないな、なんて思わせる『女』に過ぎない、ってことよ。この際、腕うで前まえは関係ないの。男なんて、乳ち房ぶさが膨ふくらんでいて、股こ間かんに『矢』のない女なら、いつだって飢うえた目で見ているものなんだから」

「セ、セーラ。いい加減にしないか。仮にも神にお仕えする身分で──」

　カミュがいよいよ顔を赤くして止めに入ろうとしたところ、

「そうか、ならこの乳ち房ぶさを切り落としてやる。どうせ子に与あたえる乳などいっさい必要ない。おまえもそうするがいい」

　アクアが感情的になって腰こしの山刀を抜ぬこうとすれば、

「ええ、そうしてやるわ！」

　セーラも叫さけんで、クオンの腰こしにあった剣けんを奪うばい取とろうとする。

　カミュ、パーシー、クオンがあわてて二人を制止した。大勢の人間が押おしあい圧へしあいするなか、

「修しゆう道どう尼にの身体に触さわらないで、この罰ばち当あたり」

　セーラが黄色い声を張りあげるのが聞こえて、

「都合のよいときだけ『女』になるな！」

　カミュの怒ど声せいがそれに交じる。男どもは『女』たちに殴なぐられ蹴けられ、フロリーはおろおろとうろたえるばかり。

　和なごやかだったはずの夕食の席が、一転し、いくさばのような騒さわがしさになってしまった。




　こうした一場面があったのも、まあ、ある意味ではレオ公子の近辺が平和になっている証あかしでもあったろう。

　アクアとセーラはなんとかなだめすかして室外に追いやったものの、このなかで一人、気の晴れない男がいた。

　パーシー・リィガンだ。

　セーラの語る話に興味深げに耳を傾かたむけて、いかにも宴うたげの席を楽しんでいるという顔をしていたものの、実際、心中は穏おだやかではなかった。

　今回のダーレンとの決着においてパーシーはなにもすることができなかった。正確にいえば『なにもすることが許されなかった』。

　本来なら、五百の援えん兵ぺいを連れてきたクオンや僧そう兵へいたちを寺院から引ひき抜ぬいてレオのもとに駆かけつけたカミュとてそうなのだ。彼かれらはレオの命令を受けたのではなく、独断で動いた。カミュなどは「兵を動かしてはならない」というレオの命令を無視した格好だ。二人の行動はダーレンとのいくさにおいて有効に働いたものの、あくまでそれは結果論でしかない。二人の行動を許してしまえば命令系統に混乱が生じ、のちのちはレオ本人の命令、あるいは存在そのものを軽視する動きにもつながりかねないのだ。

　だから、レオ・アッティールは表向き、クオンもカミュも叱しかりつけて、相応の罰ばつを下すべきだった。

　なのに、二人にお咎とがめはない。それどころか、公子は公然と二人の働きを褒ほめそやす始末だ。

　一人、寺院にて親衛隊を管かん轄かつしていた──つまりはレオの命令に忠実だったパーシーだけが貧びん乏ぼうくじを引かされた格好である。

（この風潮を許してはならない。今後の働きにも影えい響きようが出よう。わたしから公子にご忠言申しあげるべきか）

　とも思ったが、

（いや、わたしの口から申しあげたのでは、まるでわたしがカミュやクオンの活かつ躍やくをやっかんでいるように聞こえるのではないか）

　などと羞しゆう恥ちに顔が赤らみもする。

　子供じみている、とも思う。

　いま、この席で口にすべきだろうか？　いや、レオも久しぶりに婚こん約やく者や打ち解けた仲間たちと夕食をともにしてくつろいでいる雰ふん囲い気きだ。

「これからクオンは大変になるね」

　などと、暗にセーラとアクアの戦いでいちばん割りを喰くうのはクオンではないか、とほのめかして、パーシーに同意を求める笑えみを向けてくる。

「まったくです」

　パーシーは反射的に笑い、意味のわからないクオンを当とう惑わくさせた。

（いまはよいか。あとで、もう少し時間を置いてからでも）

　結局は勇気を出せずに一人で抱かかえ込こむ羽目になる。

　鬱うつ屈くつの理由はほかにもあった。

　ギムレー・グロースター侯こうのことだ。寺院に詰つめていたとき、パーシーは婚こん約やく者リアナの父であるギムレーに、公子救きゆう援えんを要よう請せいする手紙を書いた。しかし無視されて、パーシーは怒いかりを覚えた。一人だけこの戦いで公子の役に立てなかった苛いら立だちもあってか、その怒いかりは自分でも意外なほどに長つづきした。

　ダーレンの件が片づいたあと、一度ティワナの実家に寄った。そのときちょうどギムレー侯こうもティワナ入りしており、

「娘むすめもともに来ている。久しぶりに、グロースター家の別べつ邸ていに顔を出さないか」

　という趣しゆ旨しの誘さそいを受けた。

　パーシー・リィガンは、レオ一行のなかにおいては年長者であり、若い者たちの仲ちゆう裁さいに走ることもたびたびあるような立場であるが、実際は彼かれとて十分すぎるほど若い。

（一度はわたしもろとも公子を見捨てたくせに、結果、ダーレンが討うたれて公子が生きのびると、わたしにも埋うめあわせの必要を感じたらしいな）

　などと反発を抱いだいた。

　結局、身体の不調を理由に断った。

　そのときはギムレーの鼻先を指で弾はじいたような爽そう快かい感があったものの、ティワナを発たったあとになって、パーシーは後こう悔かいした。

　反発、怒いかりなどは飲みくだして、涼すずしい顔をしてギムレーに会えばよかったのだ。

　リアナのこともある。

　それに、ひょっとしたらギムレーとて、レオのことを見なおし、娘むすめの婚こん約やく者である自分を介かいしてレオとの接近を図はかっていたのかもしれない。つまりは諸しよ侯こうのなかに心強い味方を得られる好機だったのではないか。

　が、パーシーはギムレーが差しのべてきた手を振ふり払はらった。

　これでギムレーがますます公子や親衛隊に対して態度を硬こう化かさせるようなことになれば、自分とリアナの婚こん約やく関係がどうなるか、どころではなく、公子にとって厄やつ介かいな敵を増やしかねなかった。

（公子にはフロリー嬢じようとのことでご忠告差しあげながら、自分はこれか）

　パーシーは心なしか苦い味のする酒を傍かたわらにおいて、代わりに人差し指を口に含ふくんだ。唾だ液えきで湿しめしたその指で、左右の眉まゆをなぞる。

「まあ、パーシーさまもそのおまじないをご存じ？」

　突とつ然ぜん声をかけられてパーシーは跳とびあがりそうになった。見ると、当のフロリー・アングラット嬢じようがいる。彼かの女じよの肩かた越ごしに、レオ、クオン、カミュの三人が固まってなにやら話しているのが見えた。

（わたしにはわからぬいくさの話か）

　そんな自じ嘲ちよう交じりのことを思う。フロリーもきっと、いくさの話に退たい屈くつしたのだろう。

「心のもやもやを口のなかから眉まゆ毛げに移し変えてしまって、風に乾かわかしてしまう。──わたしも、母から教わりました。パーシーさまもバーダインの教えを受けられたのですか？」

「いえ、わたしは」

　パーシーが時々反射的にやってしまう『おまじない』の数々は、いまよりも若いころ、一時期懇こん意いにしていた娼しよう婦ふから教わったものだ。さすがにそれを口にはできず、

「親しい友人がいくさばでやっていたのを真ま似ねたものです。まさかフロリー嬢じようがバーダイン教徒でいらっしゃったとは。もし、このような真ま似ね事ごとをご不快に感じられたのならば……」

「いいえ。わたしだって、子供のとき、母から面おも白しろがっておまじないを教えてもらっただけのことです。バーダイン教というのは、恐おそろしく厳格な教えなのでしょう？　とてもじゃないけれど、わたしのような心の弱い人間に信者はつとまりませんわ」

　恥はじらうように微ほほ笑えむ。

　それからパーシーの隣となりを指し示して、

「こちら、よろしい？」と聞いてきた。「レオ兄さま──いえ、公子さまったら、お仲間といくさのお話ばかり。なんだか疲つかれてしまって」

「わたしも退たい屈くつな男です。仲間内とお酒を飲みながら盛りあがれる話題といえばいくさのことばかり」

「そうなのですか」意外そうにフロリーは目を丸くしたあと、「気づいてらっしゃいます？」

「な、なにをです」

　いかにも「内ない緒しよ話ばなし」といった具合にフロリーが顔を近づけてきたので、思わずパーシーは腰こしが引けた。フロリーの浮うかべた笑えみは茶目っ気に満ちている。

「グィンバーでお食事の世話などをしてくださる侍じ女じよの方々──あの三つ編みの娘むすめはラナといって、あの背の高い娘むすめはアンというのですけれど、二人とも、こういった席でパーシーさまをお見かけするたびに顔を赤くして、恥はずかしそうに、でもなんだか浮うき浮うきした様子になって。二人ともきっと、パーシーさまに好意を抱いだいていますわ」

「そうなのですか」

「冷たいおっしゃりよう！　やっぱり、こういうことに慣れていらっしゃるんだわ」

「ち、ちがいます。そのような実感がまるでないもので。お二人のことも、フロリー嬢じようの勘かんちがいということはないのですか？」

「そんなことありません」フロリーはかすかに頰ほおを膨ふくらませた。「わたし、こういうことには昔から鋭するどいんです。子供のときも、お家うちやお屋や敷しきに出入りしている人たちの関係をひと目で見み抜ぬいていました。あ、ウォルターの兄さまはいつも花を運んでくださるこの女の人が好きなのだな、とか、お庭の剪せん定てい師のブレットはいつも難しい顔をしているけど、きっと侍じ女じよのキャシーとおつきあいしてるな、とか。ブレットたちのお話はレオ兄さまにしたこともあるのだけど信じてくださらなかったわ。でもこの二人、のちのち、結けつ婚こんしましたのよ」

　フロリーは得意げな顔になった。

　あとは、どうということもない会話をしつつ、パーシーはいくぶんか心のささくれが和やわらいでいるのに気づいた。

（ひょっとして、気を遣つかってくださったか）

　パーシーはそれにも気づいた。

　フロリー・アングラットの性格なのだろう。自分の居場所で疎そ外がい感を味わっているだろう人間を放ってはおけない。レオにもカミュにも気づかれなかったパーシーの鬱うつ屈くつを察して、こうして近づいてくれた。

（そんなご令れい嬢じようならば、きっと）

　アリオンに単身預けられて不安と孤こ独どくを味わっていたであろうレオ公子にも、このようにして接近したにちがいない。そのときの幼い二人の様子がまざまざと心に思おもい描えがけるようで、パーシーはかすかに微ほほ笑えんだ。
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　オズエル・ターホリンはアトールに城と領地を持つ諸しよ侯こうの一人でありながら、過去何度もアリオンでの登用を夢見てきて、そしてその都度失敗してきた。

　今回もまた。

　レオとサヴァンに個人的な復ふく讐しゆう心を抱いだいていたダーレンを利用して、アリオンの将軍ホーキングが望んだとおりにレオ公子を抹まつ殺さつし、サヴァンの領内に築かれつつある教会堂を破は壊かいしようとしたが、その結果はいまさら繰くりかえすまでもない。

　ダーレンは討うたれた。オズエルが彼かれのために派は遣けんしてやったランス・マズポッターの部隊も、あれから行ゆく方えが知れなくなっている。使者を遣つかわしての報告すらない。戦いのなかで頭目のランスが討うたれたのやもしれない。そうなるとしょせんはならず者に毛が生えたていどの連中だ。雇やとい主ぬしへの義理も忘れて散り散りになったのだろう。

（ダーレンもランスも使えぬ奴やつだ）

　ダーレンとは秘密を共有する仲ではあったが、オズエルは彼かれよりはよほど用心深い。ダーレンに書状を送ることはあっても、必ず使者を同どう伴はんさせて、ダーレンが読み終えたあとで燃やさせていた。オルト・ローズ城には、ダーレンとオズエルのつながりを示す証しよう拠こなどはいっさい残っていないはずだ。

　それで多少の安あん堵どはあったものの、計画を阻そ害がいされた悔くやしさはまた別問題だ。オズエルはいっとき、ふてくされた子供同然の態度になっていた。

　彼かれはダーレンのように狩かりや乗馬を日常の習慣にしていなかったし、レオほどには本を読まず、また、ベルナードのように家族と過ごす時間をことさら大切にする種類の男でもない。

　宮中では、どちらかというと弁べんが立ち、機転の利きいたやり取りで周囲を笑わせもする男なのだが、その本質はどちらかというと陰いんにこもっている。

　酒もほとんどたしなまない。食に一いつ家か言げんあるかというとそうでもなく、またいまさら妾めかけを持とうとも思わない。

　表向きはともかく、何時間でもいっしょにいられるような、そんな友人知人もほとんどいなかったから、仕事をしているとき以外には時間を持て余した。

　大たい抵てい、自室にいる。椅い子すに座して考えごとをする。

　日常のことにさしたる悩なやみはない。妻は無口で従順な女性だったし、娘むすめ二人は譜ふ代だい貴族に嫁とついでいった。成人を過ぎた息子むすこには領内の仕事を与あたえている。傍はた目めには、オズエルが順風満まん帆ぱんの生活を過ごしているように見えたろう。

　が、考える。悩なやみごとがそもそも少ないから考えはすぐに日常の枠わくを飛とび越こえて、あちこちに飛散する。

　オズエル・ターホリンはもともと公王家との結びつきを強くしていた男であるのに、突とつ然ぜんアリオンと密通を図はかったり、以来、公王家へ数度の裏切りを画策したりしたのは、ひょっとしたら、こうして一人で自室にこもって考えごとをするばかりの時間が影えい響きようしたかもしれない。

　以前、ヘイデンが彼かれのことを、

（なびきやすい男）

　と評したのも無理はなかった。

　考えに埋まい没ぼつしているあいだに、知らず知らず、オズエルの自尊心はじわじわと肥大していく。その辺の碩せき学がくよりも頭を悩なやませ、万ばん物ぶつに思いを馳はせている自分が、アトールがごとき小国の、これまた小さな城の一室で、鬱うつ々うつとしているのはどういうことだ、と思いはじめる。

（わたしには時間がない）

　もう若くはなかった。自分の才知が十分に発揮でき、そしてそれに見あった賞賛と栄えい誉よとを得られる場所に、いち早く赴おもむかねばならない。アトールがなんだ。公王家がなんだというのか。

　自尊心が知らぬ間に膨ふくれあがって、いつしか本人でも抱かかえきれぬほどにぱんぱんに張りつめていた。そんなオズエルにとって、アリオンからの誘さそいは頭を射い貫ぬかれるほどに衝しよう撃げき的で、そして涙なみだが出るほどに蠱こ惑わく的だった。

　であればこそ、

（レオめ。一度ならず、二度、三度と）

　黒い色をした感情がとぐろを巻きながらオズエルの胸中を這はい登のぼってきた。

　レオ公子などは、オズエルにとってなにほどのこともない存在であった。以前、ヘイデンからの依い頼らいを受けたオズエルは、公王にコンスコン寺院への援えん兵ぺいを進言したことがある。当時、まだレオはアリオン領内で人ひと質じちの身にあった。だというのにアトールがアリオンに敵対行動を取れば、そしてそれがヘイデンの目もく論ろ見みどおりに露ろ見けんすれば、どうなるか。

（公子は、殺されてしまうやもしれないな）

　とオズエルは思ったことがある。

（不ふ憫びんなことだ）

　とも思った。それだけだ。ただそれだけの存在──貴人に生まれついたがゆえ、歴史に翻ほん弄ろうされて自分の人生も得られないままはかなく消えゆくだけの存在──でしかなかったレオなのに、彼かれは勝手にアリオンを抜ぬけ出でると、オズエルにアリオン貴族への道を開いてくれるやもしれなかったヘイデンを討うち、そして今回、オズエルが利用するにはこれ以上もないくらいうってつけだったダーレンをも討うち取とった。

　いまや認めるべきだろう。

　オズエルの前に立ちはだかった強大な相手。それが、レオ・アッティールである。

　この存在を目の前から打ち消さぬことには、アリオン貴族などは夢のまた夢、こうして考えにふけるだけの時間もまったくの無む駄だとなり、アトールがごとき小国で自分こそがはかなく人生を終える存在になり果てるであろう。

（レオを、消さねばならない）

　人生に障しよう壁へきとなって立ちはだかる存在というだけではない。アリオンのホーキング・イングラムもレオのことは危険視していた。となれば、レオの首はのちのちアリオンに渡わたる際、絶好の手て土産みやげにもなり得る。

　どうやら考えごとの方向性が定まったようだ。アリオン製の調度品が目立つ室内において、オズエルはなおも鬱うつ々うつと夜を過ごす。

　さて、どうするか。

　ダーレンのように、まずは宮中で味方を得るべきか。いや、彼かれらは時勢になびく風かざ見み鶏どりでしかない。実際、ダーレンが気き炎えんを吐はいていたときは、大勢の者がダーレンにならってレオへの非難を強めていたものの、いまや揃そろって口を閉ざしている。ダーレンの様々な所業があきらかになったいまでは、逆に、

「身のほど知らずの不忠者めを公子が見事討うち果はたした」

　などといって公子を讃たたえている者もある始末。

　ふたたび彼かれらを味方につけるには相当に骨を折る必要があり、またそれほど苦労をしたところで、いざ事を起こす段階となったときにどれほど力になってくれるやら、心もとない。

（ダーレンと同じことをしても失敗は目に見えている）

　ダーレンはあくまでアトール諸しよ侯こうとしての力を誇こ示じしようとしていた。だからまずは宮中で仲間を募つのり、機が熟したと見たところで兵をあげたのであるが、オズエルはアトール自体に見切りをつけているから、そんな面めん倒どうな手順を踏ふむ必要性も感じていない。

　──さて、ここで、先ほど名前が出たホーキング・イングラム。

　オズエルはダーレンの死後も、いまだこのアリオンの謀ぼう将しようとのつながりを保っていたのだが、そのホーキングはホーキングで、オズエルのみならず、アトールを挟はさんで東、聖ディティアーヌ連盟内のとある人物とも連れん絡らくを密にしていた。

　その人物とは、バール司教。

　これをもしレオが知ったら、

（おや、妙みようなことだ）

　と不ふ審しんに思ったやも知れない。

　アリオンのホーキングと、ディティアーヌのバールといえば、過去、レオの眼前で丁ちよう々ちよう発はつ止しと言葉による激しいやり取りを交かわした二人ではなかったか。互たがいを非難してやまなかったその二人が、なぜ──と。

　無論、二人が論を戦わせていたのは事実だ。レオを騙だますための芝しば居いなどではない。アリオンとディティアーヌ、双そう方ほうの代表として会談に臨のぞんだ以上、二人はそれからも書状を交かわしあったり、使者を介かいして言葉を伝えあったりなどしていた。いわば互たがいの『引ひき際ぎわ』を求めてのことだから、ただ単に主張を伝えあうだけでなく、時には譲じよう歩ほをちらりと覗のぞかせたり、またそこは人間同士、時には情に訴うつたえたりもする。剣けんや銃じゆうはなくとも、まぎれもなく国の最前線に位置する者同士でもある。お互たがいの立場は誰だれよりも理解している。そうして書状と時間を重ねているうちに、属する国と立場こそ異なれど、奇き妙みような連れん携けい意識も生まれてくる。

　これはなにもホーキングとバールが特別なのではなく、古来、ままあることだ。また、オズエルの例を見てもあきらかなように、ホーキングの外交策略は時に『ねちっこい』。その場その場で果断な処置を下したかと思えば、長すぎるほどの時間をかけて国外に味方を得ようともする。

　この場合、ホーキングのほうからバールの懐ふところに迫せまった、と見るべきだろう。

　ディティアーヌのバール司教といえば、こちらもかつてのダーレンに劣おとらず、レオに多大な憎にくしみを抱だいている男だ。

　もちろんそれを面と向かって外国からの使者に言いい募つのったことなどはないのだが、そこは長年謀ぼう略りやくの渦か中ちゆうに身を置いていたホーキングである。バールがここ最近ディティアーヌの『王』モルディーンに過か剰じようなまでに接近していること、そしてこれも表立ってのことではないが、裏ではモルディーンの弟である総大司教ワイマーを非難し、それに同調する人々とともに『アトール討うつべし』との気勢をあげている、ということが知れてきて、そこにどうやら、

（レオ憎にくし）

　の一念がある、ということまでホーキングにはわかってきた。

　そしてホーキング・イングラムといえば、ダーレンよりオズエルより早く、

（レオ公子はいずれ危険な存在になる恐おそれがある）

　と見ていた人物であるから、今回、ダーレンが失敗したことで、あるいはオズエル以上に慨がい嘆たんしていたところでもある。

（ほう、これは）

　ホーキングは、オズエルとバール、双そう方ほうから届いた書状を机き上じように並べていた。




　ディティアーヌ領内。

　川のほとりにある大きな司教館に二人の男が招かれた。

　ネビルに、ゴドウィン。いずれも教会から姓せいを与あたえられていたが、現在は剝はく奪だつされている。

　招かれた、というのは正しくなかったかもしれない。二人とも両手を腰こしの後ろで縛しばられ、銃じゆうを持った兵たちに連行される形である。

　ネビルが二十代でゴドウィンが三十代。どちらも若く、屈くつ強きような体たい軀くをしている。服装が粗そ末まつなうえに、髪かみも髭ひげも伸のび放題に伸のびている彼かれらだったが、二人を出で迎むかえたバールは、ひと目見るなり、

「見ちがえたな」

　挨あい拶さつもなく、まずそういった。皮肉ではない。バールが以前この二人と会ったときにはもっとひどい状態だった。なにしろ糞ふん尿にようの臭においと垢あかにまみれており、身につけていた衣服もぼろぼろになってほとんど用をなさない布切れに成り果てていたのだ。

　それもそのはず、バールと二人がはじめて出会ったのは牢ろう獄ごくのなかである。

　二人ともに、かつては教皇庁に属していた武人であった。ディティアーヌ領内から官民問わず腕うでの立つ人物が集められた、教皇庁直属の武装機関『十字兵団』の兵であり、普ふ段だんは教皇領の守備を担にないつつ、教皇庁からひと声命令がくだれば、領内のどこへでも出向いて教皇庁に反はん抗こう的な勢力を制圧していた。

　教皇庁と呼ばれる組織は、いま現在はない。そう、彼かれらは現在でいうところの『旧教会派』であり、すなわちモルディーン、ワイマーをはじめとした『現教会派』の反乱を受けて、権力と、聖なる肩かた書がききのことごとくを失った者たちであった。

　モルディーン率いる軍が教皇領へ迫せまったとき、大勢の司教、司祭たちが、持てるだけの財産を袋ふくろに詰つめ込こんでいち早く領外へと逃にげ出だした。教皇領の守りを担になっていたのは十字兵団ばかりではなく、各国から正規の兵たちが預けられていたのだが、彼かれらも『神敵』めがけて槍やりの穂ほ先さきを揃そろえるどころか、大半が逃にげ出だしてしまって、そうでない者は裏切ってモルディーンたちに加担さえした。

　そんななかにあって、主に庶しよ民みんから集められた十字兵団だけは最後までモルディーンたちの軍勢に抵てい抗こうした。
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　兵団長のマキシモ以下身体をなげうって、文字どおり大聖堂の盾たてとなって奮戦。

　結果、三千からなる兵のうち七割以上が戦死という恐おそるべき結末にいたった。

　ネビルたちのように生き残った兵たちもことごとく獄ごくに投じられた。彼かれらの家族も、軟なん禁きん、監かん視し状態におかれた。大勢の若者が十字兵団に採用されていた村などは、担当した人間が家々を監かん視しする労力を惜おしんでか、

「悪あしき教えが村中を覆おおっていて、もはやこの影えい響きようを外へ広げぬためには焼きつくすしかない」

　として火を放たれ、村人全員が焼かれた。あとでこれを知ったモルディーンは激げき怒どし、担当者その人を火あぶりの死罪に処したというが、いずれにせよ、『旧教会派』が受ける仕打ちはどこの地であれ悲ひ惨さんなものであった。

　ネビル、ゴドウィンのこの二人も、牢ろう獄ごくで朽くちていく運命が待っていたはずだ。

　ひと月ほど前、バール司教がその牢ろう獄ごくを訪おとずれなければ。

　正直、バールはこの二人の名前を知らなかった。が、ひそかに人を使って、現在も生きている『旧教会派』の武人たちの情報を集めていたところ、世間的には無名であっても、この二人の腕うで前まえを高く評価する声が多く耳に入ってきた。

（無名だが、腕うでが立つ）

　というところが、バールにはこれ以上もなく好都合だった。

　そしてひと月後となるいま、二人の若者は牢ろうから出されて、腕うでを拘こう束そくされたままバールの司教館へと連れてこられている。

「楽にせよ」

　バールは二人の若者に椅い子すを勧すすめた。ゴドウィンはすぐに従ったが、それより若いほうのネビルは立ったきりだ。二人を連行してきた兵士が「座すわれ」という風にネビルの肩かたを力ずくで押おそうとしたが、びくともしない。長い獄ごく中ちゆう生活で瘦やせ衰おとろえた身体のどこにそんな力があるのか、バールは不思議に思いながらも、

「よい」と兵をなだめた。「仇きゆう敵てきに気は許さんか。武人の心意気はまだ残っているようだな」

「仇きゆう敵てき？」

　ネビルは汚よごれた髭ひげの向こうから、バールからなだめられたばかりの兵士が顔を赤くするほど露ろ骨こつにあざ笑った。

「貴様などは知らんよ。おれが仇きゆう敵てきと狙ねらうとするなら、モルディーン、ワイマー、ゲーリック、それに」

　と、『旧教会派』を打ち破った英えい傑けつの名をずらずら並べたててから、

「おれに寸鉄でも握にぎらせてみろ。いますぐ、教皇猊げい下かのご遺志を無視してディティアーヌ領を欲望のままに支配しているこいつらを一人残らず地じ獄ごく送りにしてやる。貴様がごとき小者などは捨て置いてやるから、いますぐ縄なわを解け──」

　ついに我が慢まんならず、兵が銃じゆう床しようでネビルの背中を打った。ついで、胸、腹、と立てつづけに骨がきしむほどの打だ撃げきを与あたえると、さしもの若者も膝ひざを折り、背中を反そらした。ただし苦鳴一つあげない。ぎらぎらとした目をバールにのみ向けている。

　すでにこの世における苦しみなど意にも介かいさぬ死人同然の心境だというのに、恨うらみ、憎にくしみだけは生々しく現世に留まっている。死者の凄せい絶ぜつなる感情を放射されたバールは、内心ぞっとしたものの、

「やめよ」低く、重々しい声で兵に命じた。「われらが猊げい下かのご遺志を無視しているとな。はて、わたしとて反論したきは山々なれど、ここであの血で血を洗うような内乱時代の無む為いな戦いを蒸むしかえしてもはじまらない。ここにおまえたちを呼んだ理由も失われる」

「わたしどもになんの用です？」

　ここに来てはじめてゴドウィンが口を開いた。やはり瘦やせさらばえているが、ネビルより頭一つ高く、かつては『剛ごう力りき僧そう』とも呼ばれていた男だ。

　バールはうなずき、

「二人に、折り入って頼たのみがある」

　ネビルなどはそれを聞いた時点で鼻で笑い、ゴドウィンも神しん妙みような顔になった。バールのいうとおり、「血で血を洗う」戦いを繰くりひろげた両陣じん営えいである。ことに、仲間を多数殺された十字兵団の恨うらみは深い。

「なぜおれたちが、教皇の座を力ずくで奪うばい取とったおまえらのいいなりにならねばならぬ。ここの問答などは無用だ。──殺せ。どうせいうことを聞かぬならそのつもりでいよう。いますぐわれわれの心臓を貫つらぬくがいい。われわれの魂たましいは天にのぼって、そこでふたたび猊げい下かにお仕えできよう」

　ネビルは史上における殉じゆん教きよう者しやもかくやという覚かく悟ごを見せたが、バールはそれからつづく説得の過程で、二人の家族のことをほのめかした。

　ネビル、ゴドウィン、両者の家族は現在軟なん禁きん状態におかれている。さすがに若者たちの顔色が変わった。ネビルは歯を強く嚙かみあわせて、ふたたびバールをにらみつけた。

「脅おどしか」

「受け取り方は人それぞれだ。ただ、わたしは、もしこちらの要よう請せいに従ってくれれば、その謝礼として、二人の家族を監かん視しの目から解き放つことができる、という意味でいったつもりだが。それに」

　バールはまたもネビルがなにか口にしようとしたので、それを遮さえぎる勢いで語を継ついだ。

「これはなにも、おまえたちの信義や信条に反する類いの依い頼らいではないはずだ。教皇庁の味方を売れ、とか、わたしの直属の配下になれ、とかいうつもりはない」

「ならば、なにを？」

　聞いたのはゴドウィンだ。

　バールは机き上じようで指を組みあわせたまま、この男にしては珍めずらしく、人ひと懐なつっこいとさえいえるほどの笑えみを浮うかべた。

「この地上において、われらが主の教えに唾つばをかけて、聖典を踏ふみにじり、そして本来われわれと志を同じくする善良な信徒たちをも甘かん言げんで惑まどわして地じ獄ごくへ道連れにしようとしている、悪あく魔まの遣つかいがいる。それを滅ほろぼしてほしいのだ。その男の名は、レオ・アッティールという」










　五章　暗殺計画
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　オズエル・ターホリンからレオ宛あてに書状が届いたのは、ダーレンの死からおよそ二か月が経たったころ。

　意外な人物からであるが、内容もまた意外なものであった。

　領民からせっつかれる形で、

「城下にて十字教の施し設せつをつくることになった」

　という。

　城下にあった屋や敷しきの一つを教会に改修すべく工事をはじめており、ひと月後には完成するゆえ、教区運営のための話しあいや記念行事への出席を兼かねて、レオ公子に、

「ぜひ、一度わが城下へおいでいただきたい」

　としている。

　オズエルはすでにあれこれ手をまわしていて、ディティアーヌ出身の僧そう侶りよを数名抱かかえており、その関係から、記念行事にはディティアーヌから名のある司祭が招かれていることになっている、ともいう。

　なるほど、オズエルといえば、かつてコンスコン寺院がアリオンの侵しん攻こうにさらされようとしたとき、

「コンスコンに助力すべし」

　と唯ゆい一いつ公王に説いた男だ。

　実際、その件が表おもて沙ざ汰たになったあと、コンスコンは、公王とオズエルの双そう方ほうに感謝の言葉を述べた礼状を届けている。

　もとより十字教に理解を示す御ご仁じんだったということだ。

　そしてこれはレオにとっても、無論、悪い話ではない。

　国内に十字教の拠きよ点てんが増えれば、それだけ公子の影えい響きよう力も大きくなる。また、サヴァンの領地にある教会堂はどちらかといえば、地理的に近いコンスコンやアリオン国内の十字教信者とのつながりを目的としている面がある。一方で、オズエルはディティアーヌ出身の僧そうを教区の重要職につける意向があるようだ。東西の十字教勢力と等しく関係を保っておくのも、これまたレオにとっては都合がよい。

　──逆にいえば、都合がよすぎた。

　オズエルから届いた書状を親衛隊の主おもだった面々に見せたとき、

「罠わなです」

　パーシーなどはすかさず断言した。

　そう、レオたちはかつて、ランス・マズポッターの件で、ダーレンとオズエルにはつながりがあるのではないか、という推察を得ている。

　そのオズエルが、ダーレンの死後、急速にレオのほうへと擦すり寄よってきた。

　あからさまに怪あやしい。

「でも、オズエルって人、もともと公王家と縁えんを深めようとしていた男でしょ？」兄に無理矢理ついてきたセーラが口を挟はさんでくる。「結局、あっちともこっちとも仲良くしていたい男なんじゃないかしら。だからダーレンにも手を貸すし、そのダーレンが討うたれれば、討うったレオ公子と仲良くなろうとする。諸しよ侯こう貴族ならではの処世術って奴やつかしら」

「女が口出しするな」

　いつもの調子でカミュが怒ど鳴なる。

（どうしてカミュは喧けん嘩かになるとわかっているひと言を我が慢まんできないのだろう）

　時折、パーシーは思うことがある。これは実のところ妹のセーラ自身も共通している悪あく癖へきなのだが、自分が思うままのことを口にしなければ気が済まない。さっそく、セーラが大口を開けて反論しかけたので、

「しかしオズエルといえば、アリオン──この場合はヘイデンといったほうが正しいか──とも裏でつながっていたのではないか、と公子はかねて疑われていたのだ」

　パーシーはまずセーラのほうに説明する振ふりをして兄妹きようだいの喧けん嘩かを遮さえぎりつつ、公子の反応を横目でうかがった。

　公子は軽くうなずいたきりだ。

　パーシーは肩かた透すかしを食った気分になった。

　レオ公子が、オズエルの今回の接近を怪あやしんでいないはずがない。ヘイデンとのことで水を向ければ、

（そのとおりだ。オズエルはただ一人、公王にコンスコンへの出兵を促うながした貴族。そしてヘイデンの行動を振ふりかえってみれば、当時はなによりそれを望んでいた節がある。おそらくオズエルは裏でアリオンとつながっていて、ヘイデンの目的にかなうように公王を説いたのだ。その証しよう拠こに、あれほど寺院にこだわっていた男が、アリオンが寺院への進軍を再開した際には、もうまったくの無関心ぶりだった）

　とでも説明して、同時に自分の考えを述べるものだと思っていた。

　が、レオの反応は鈍にぶい。

　鈍にぶいというより、すでに考えを決めているのだが、それを皆みなには説明しづらい、という雰ふん囲い気きをまとっている。

「まさか」パーシーがはっとなって口を開いた。「……まさか公子、オズエルのもとへ赴おもむかれるおつもりでは？」

「さすがだ、パーシー」

　レオは部屋の窓まど枠わくに寄りかかりながら、どこか気き恥はずかしげな笑えみを浮うかべた。

（罠わなだとわかっていて、なぜ）

　パーシーが問うより早く、

「奴やつが手ぐすね引いて待ち構えている可能性は高い」レオは窓の外を眺ながめながらいった。「だけど、これは同時に好機でもある」

（危険だが、同時に、好機でもある）

　これはレオの信条とでもいうべきものだろうか。

　こうした言葉を、レオは自分自身に、そして仲間たちに、これまでも何回か繰くりかえしてきた。

　手近な例でいうなら、ダーレンが自分を殺そうと画策していると知ったときも、あえて少数で別べつ荘そう地に出かける振ふりをしてダーレンの襲しゆう撃げきを引ひき込こんだことがある。

「敵の意のままに動いてみせる、ということは、逆にいえば、そうした場合に敵の動きが読みやすくなるということだ」

　レオは重ねて説明する。こういった時点で、すでにレオはオズエルのことを『敵』だと目し、それを殲せん滅めつする機会を待ちわびていた、ということでもある。

　そしてその『機会』とは、『敵』が動いたこのときにほかならない。

　パーシーにも、レオのいわんとしていることはわかる。が、今回は、ダーレンの襲しゆう撃げき隊を別べつ荘そう地に招き寄せたときとは状じよう況きようがちがう。待まち伏ぶせをかけたあのときとはまったく逆に、今度は『敵』のほうが準備万ばん端たん待ち受けているところへ飛とび込こんでいくのだ。

「危険です、あまりにも」

　とパーシーはあくまで反対意見を貫つらぬいた。

「どうかお考えなおしを。オズエルの誘さそいに乗るよりは、ダーレンのときのように奴やつを挑ちよう発はつして城外におびき寄せ、これを討うったほうがはるかにましです」

「おまえにしては」

　過激なことをいう、とカミュが目を丸くするほど、パーシーは頑がん固こにかぶりを振ふりつづけた。

　ダーレン・アクティカのことがあった直後だ。ダーレンがレオを殺害しようとしたり、サヴァンの採石場を力ずくで奪うばおうとしたりした所業はすでに領民も広く知るところであるが、レオ・アッティールの性急な動きに貴族たち──公王その人も含ふくめて──が神経を尖とがらせているのはまちがいない。

　オズエル自身の仕し掛かけた罠わなも危険ならば、ここでまたもレオが騒そう乱らんを起こした際、今度こそ立場が危あやうくなる危険もまた大きい。

　パーシー・リィガンは正しかった。

　あるていどの常識を備えた人間ならば、皆みなが皆みな、パーシーを支持したにちがいない。

　そしてそれはレオ本人もまた同様である。

（自分がどうかしてるのではないか）

　などという思いは、いまになってもたびたび思いかえすあの晩ばん餐さん会での一場面──ヘイデンに「やってみせろ。返かえり討うちにしてやる」と脅きよう迫はくめいた言葉を投げかけたあの瞬しゆん間かんから、レオが常に抱いだきつづけているものだ。

　しかし、

（どうかしているのではなく、どうかならなければ、いまの状じよう況きようは覆くつがえしがたい）

　と、これまた常にレオは自分を追おい詰つめてきた。

　ダーレン亡なきいま、レオがもっとも危険視しているのはオズエル・ターホリン。自分を消そうとしたダーレン・アクティカと裏で結んでいたならば、今後もまた敵にまわる可能性は大いにある。さらに、アリオンとのつながりさえ加わるとなると、ダーレンなどよりよほど手ごわい相手になるであろう。

（ここで立ち止まっていては、意味がなくなる）

　いままでも、そしてこれからもそうであるように、レオは自分の言葉で自分を追おい込こんでいく癖くせがある。

（ヘイデンを討うったのも、ダーレンを殺したのも、それにまつわるいくさで大勢の兵が亡なくなった事実も、まるで意味がなくなり、そしてしまいにはアトール公国第二公子レオ自身も存在の意味を失って、後世、『そうか、なにもなし得なかったならば、あの男などはアリオンで一生人ひと質じちとしての生を終えていればまだ幸せな人生を送れたろうに』などとぼくの見も知らぬ歴史家に笑われることになるのだ）

　レオはすでに決意を固めていた。

　が、パーシーの態度もまた揺ゆるがない。

「今回はお見送りを。あまりに情報が不足しており、その不足を補うための時間もない。オズエルが『敵』であるとはわたしも同意いたしますが、のちのちのためにも、もうしばらく辛しん抱ぼうなさいませ。焦あせって事を起こした結果、あっさり討うち取とられては元も子もございませぬ」

　正論であるのは確かで、レオもはっきりとした反論ができない。

　何度か話しあいの席が持たれているうちに、日が経たった。

　オズエルの領地までの行程を考えると、レオにもそうそう時間的な余よ裕ゆうがあるわけではない。結局、パーシーの意見を退しりぞけられぬまま、出しゆつ立たつの準備をととのえなければ間にあわないところまできた。

　ここで、レオはもう一つの決断を強しいられた。

　人ひと質じちにさせられていたアリオンの地を抜ぬけて以来、はじめてのことだったのではないか。

　レオは、パーシー・リィガンの同意を抜ぬきにして動くことを決めたのである。

　それを気け取どられぬよう、パーシーにはわざわざ別の仕事を与あたえることで遠ざけて、その間、出発と、その他もろもろの準備を大急ぎでととのえた。

（結果が出てからならパーシーも納なつ得とくしてくれるはず）

　レオはそう考えていた。

　が、以前までのレオなら、なにか行動を起こす際は、パーシー、カミュ、クオンといった、現在では親衛隊の顔になっている面々の賛意を得るため、時間と言葉をできる限り尽つくして、さらには命をも懸かけて説得してきたはずだった。

　ヘイデンとのいくさを決めたときがそうだった。公子の計画にカミュは猛もう反発したものの、レオは文字どおり身体を張って、これを説得したことがある。

　しかし、そのときといまとでは状じよう況きようが変わっている。

　あのときは一兵たりとて自由にならなかったレオだが、いまや親衛隊は二千以上の規模にまで膨ふくれあがろうとしている。

　パーシー一人の同意が得られなくとも、事態を動かすだけの十分な『力』が現在のレオ・アッティールには備わっている。すなわち、パーシー一人のために時間と言葉を浪ろう費ひする必要も、そして命を懸かける必要もない、ということだった。




　パーシー・リィガンはグィンバーに帰き還かんして、驚おどろいた。

　レオとその他一行──クオンやカミュを含ふくむ──が城を出てすでに五日が経たったあとだった。

　さらに、レオからの言こと伝づてとして、

「パーシーには五百の兵を預ける。隊の訓練を兼かねて、領内警備をせよ」

　との命令が与あたえられていた。

　要は、

（そこにいろ。勝手に動くな）

　とのことだ。

「馬ば鹿かな！」

　パーシー・リィガンは珍めずらしいほどに感情を露あらわにし、身辺の世話をする小こ姓しようや新兵たちを恐おそれおののかせた。

（動くな。動くな、だと。カミュもクオンも、命令を無視して動いたことがあった。それでお咎とがめはなかったではないか。ならわたしも動くか。それで結果さえよければ、殿でん下かはお怒いかりにならぬはず。そうでしょう、公子。そうだろう、レオ！）

　あまりにも腹が立った。

　どう考えても公子は事を急ぎすぎている。ヘイデン、そしてダーレンとの戦いが結果的に上う手まくいったからといって、多少ならず増長しているのではないかとも思える。

（カミュもクオンも情けない。なぜ身体を張ってでもお止めしなかった。ただ唯い々い諾だく々だくとなるだけのことを、忠義とはいわない。それは考える頭を放ほう棄きしただけの愚おろか者ものの所業だ！）

　が、ふとこうして置き去りにされてみると、自分がレオに対していた態度にも問題があったのではないか、とも思えてくるのである。

（わたしは公子の決定に異を唱えた。それはまちがってはいなかった。が──、その後、殿でん下かの説得に耳を傾かたむけようともしなかったのは、あまりに意固地になりすぎていたのではないか）

　それこそカミュやクオンに抱いだいていた妬ねたみや、公子に不平等に扱あつかわれているといった思いが影えい響きようしていなかったとはいいきれない。

　ただ反発するのではなく、別の意見を具ぐ申しんするとか、レオがオズエルに招かれたうえで具体的にどうするつもりなのかをもっと詳くわしく聞きだすとか、方法はあったはずだし、そのための時間も、わずかではあったが与あたえられていたはずなのだ。

「くそっ」

　パーシーは腹立ちのあまり、教会堂建築のための石置き場となっていた場所で、狼おおかみもかくやというほどに吠ほえ声をあげた。




　　　　　　　２




　オズエルの領地アーコンは、鉄てつ鎖さ山脈の東とう端たんから南方に下った一帯にある。

　北からの寒気を山地に遮さえぎられているため、冬でも比ひ較かく的てき温暖な土地柄がらであり、またそろそろ暑気を帯びはじめたいまの季節においても、周辺に点在する森林が暑さをやわらげてくれるので、譜ふ代だい貴族たちもこぞって別べつ荘そうを建てたがるような土地だ。

「金を使って暮らすならティワナ、金を稼かせぐため商売をするならダラム、金を持って隠いん居きよするならアーコンの川のほとり」

　とは国内でよく囁ささやかれる類の言葉だ。

　街かい道どうの左右に広がる畑においては、麦の刈かり入いれに精を出す農夫たちの姿が多く見られた。

　彼かれらの姿を見るともなしに見ながら、街かい道どうを城下町に向かって進む一団がある。

　馬車が一台、ゆっくりと進み、その周囲を徒歩でいく者たちは、全員、裾すその長い修道衣の上に革かわのマントを羽織っている。

「しかし、前々から思っていたが、おまえも馬ば鹿かな男だな、ネビル」背の高い男がいった。「バール司教と館で会ったときからして、そうだ。要いらぬことをいってむざむざ傷つくこともあるまい。ああいうときはじっと息を殺し、我を殺し、状じよう況きようを見守るのにつとめるべきだ。なにせ周囲は敵だらけ、そしてその敵がわれわれになにを望んで呼び寄せたものか、まるで状じよう況きようがわからなかったのだからな」

「年長者の意見、まことに痛み入る」

　隣となりを歩いていた若者が答える。背の高い男は下した唇くちびるを突つき出だして肩かたをすくめた。

「それだ。なにをいうにも真面目くさりやがって。おまえと話していると、自分がまるでとてつもない愚おろか者ものに思えるときがあるよ」

「ゴドウィンに学がないのは皆みなが知っている。だからといって馬ば鹿かにしたり、軽かろんじたりなどするものか。そんな奴やつは真っ先におれが許さないだろう」

「手前てめえで手前の首を絞しめて懺ざん悔げしな、馬ば鹿か野や郎ろう」

　司教館でバールと会ってからどれほど経たつだろうか。獄ごく中ちゆう生活で垢あかにまみれ、瘦やせ衰おとろえて、さらには髪かみも髭ひげも伸のび放題だった二人の様子は、いまや一変している。

　ゴドウィンは、猛も者さ揃ぞろいの十字兵団のなかでも『剛ごう力りき僧そう』として恐おそれられていた隆りゆう々りゆうたる体たい軀くを取とり戻もどし、金色のふさふさした髪かみを風になびかせながら街かい道どうを闊かつ歩ぽしている。

　一方のネビルは修しゆう道どう僧そうらしく短く髪かみを刈かり込こんでいる。バールと会ったときには骸がい骨こつのように瘦やせていたせいで、その鋭するどい眼光ばかりが不気味に目立っていたが、体重を戻もどして、身なりをきれいにしてみると、街かい道どうをいく人々が思わず振ふり向むきたくなるくらいに男ぶりのよい顔立ちをしていた。いまだ頰ほおは削そげ落ちているが、もともとからしてこのような顔立ちだったのだろう。顔のふっくらとしたゴドウィンとは対照的に、禁欲的な雰ふん囲い気きが見て取れる。

「まあ、それは冗じよう談だんだが」

「冗じよう談だんだったのか。つきあいの長いおれにしても、おまえの冗じよう談だんはさっぱりわからんな」

「ゴドウィンのいうこともわかるが、おれはいまさら自分を変えられない。神の御おん前まえで常に空白たらんと意識した瞬しゆん間かんから、もうおれはおれの手でもつくり変えられない身体になってしまった」

「素す敵てきで詩的な表現だな、同どう輩はい」

「ひょうげん？」

「見たもの、聞いたもの、感じたものを他人に伝えることをいうのさ。絵も、歌も、おしゃべりも、その一つ一つがその人なりの表現だ」

　ゴドウィンはネビルから「学がない」と冗じよう談だん交じりに評されたのがよほど悔くやしかったのか、以前、十字兵団の仲間から教えてもらった聞きかじりの知識を披ひ露ろうした。

　この二人は同じ村の出身だ。先に兵団入りしたのは、幼いころより腕うで自じ慢まんで知られたゴドウィンのほうで、その数年後、あとを追うようにネビルが十字兵団の青い制服に袖そでを通した。

　ネビルは実直な若者で、兵団のなかでも特に任務に忠実だった。上から『死ね』といわれればあるいはその場で喉のどを搔かき切ったかもしれないというほどで、それに加えて腕うでが並外れて立つ。鉾ほこ槍やりの扱あつかいに長たけていて、一対一なら彼かれに勝てる者はほとんどいなかった。

　が、ネビルが兵団入りしたときにはすでに内乱も終しゆう盤ばん期にあったから、その名がディティアーヌ全域に広まる前に縄なわ目めを受けた。

　それでもなお、二人は仲間の手助けを得て脱だつ走そう。

　各地の知りあいを頼たよって潜せん伏ぷくしながら、あるときには教皇領へ運ばれる途と中ちゆうの荷車などを襲おそって、モルディーンたちが教皇領を好きにつくり変えていくのを邪じや魔ましつづけた。

　が、結局はそれも押おし寄よせる大波に草の船で挑いどむ小人同然、はかなき所業でしかない。

　三年ののちにはふたたび『現教会派』の軍勢に捕とらえられ、世話する者の少ない、不潔で狭せま苦くるしい地下牢ろうに閉とじ込こめられた。

　それから一年足らず。

　ネビルとゴドウィンは、彼かれらなりの軽口を叩たたきあいながらアトール公国アーコン地方の街かい道どうを進んでいる。

　目指すのは、諸しよ侯こうの一人オズエル・ターホリンが城を構える町、アコンレイ。

　そしてそこにて、二人はレオ・アッティール殺害のための刃やいばを振ふるうこととなっていた。

　バール司教に直接言い与あたえられた任務である。

　最初に耳にしたときは、ネビルもゴドウィンも信じがたかった。

「なぜわれわれが、小国アトールの公子などを。それにこれは暗殺だ。ほかに頼たのむべき者がいよう」

　ネビルはいったが、

「暗殺などではない」と、バールは重々しく口にした。「悪あく魔まの遣つかいを滅めつし、地上に害をなす穢けがれを祓はらうためである」

「それほど誉ほまれある任を、なぜ貴様らが追い落とした側の人間にやらせようとする？　貴様らが真まことに主のご意思に沿う存在であるならば、悪あく魔まなどは祈いのりのひと声で退しりぞけられようものを」

「ここで延々と終わりのない論争をしている時間はない」

　バールはネビルの言葉を、いかにも子供っぽい理り屈くつだ、という風に切って捨てた。

「そう、時が惜おしい。確実に悪あく魔まの遣つかいをしとめられるほどの者の即そく断だん、即そつ決けつをわたしは欲ほつしている」

　バールは詳くわしい事情は明かさぬまま、「時間がない」という一点を強調した。

　ネビル、ゴドウィンは故郷に家族がある。ゴドウィンには老いかけた母が一人いるきりだが、ネビルは十代の終わりには妻を持ち、子もなしている。一度脱だつ走そうした際に会いにいこうとも思ったが、すでに『現教会派』の監かん視しがついている可能性が高く、二人とも、

（家族はすでにないもの）

　と思って行動してきた。が、

「任務を無事つとめ終えれば家族を解放してやろう」

　と改まっていわれれば、若い二人のこと、心が動かぬはずはない。

　ネビルとゴドウィン、二人のそんな内心の動きを察してか、バールははじめて口もとをほころばせて、

「英えい雄ゆうにはそれなりの扱あつかいと栄えい誉よが必要だろうが、おまえたち自身が望むのならば、この件は決して公おおやけにはしない。名をなそうともせず、ただ地上に神の栄光満ちるそのときのためだけに戦うおまえたちを、わたしは誇ほこりに思う」

　とまでいった。

（名を公おおやけにしない）

　とはすなわち、

（暗殺に携たずさわったことを表おもて沙ざ汰たにはしない）

　という意味だろう。

　ネビルの意志が固まったのはこの言葉があったからである。

　農村出身の自分が鉄の武器を取って人の命をも奪うばってきたのは、それがすべて地上における神の代弁者たる教皇のためだと信じてきたからだ。いかに家族が人ひと質じちに取られていようと、教皇に身を尽つくして仕えてきた自分の名が『暗殺者』として広まるようでは、当の家族にも、そしていまは亡なき教皇にも顔向けできない。

　ネビルは、この任を引き受けることをバールに伝えながら、

（ただし、おれにもう一度武器を持たせたことを、おまえは火か炎えんの荷車で地じ獄ごくの淵ふちまで連れていかれながら後こう悔かいする羽目になるだろう）

　心の奥おく底そこでは憎ぞう悪おを燃え立たせていた。




　ネビルたちがアコンレイに到とう着ちやくする数日前、オズエルは、「教会をつくり、公子をお招きしたい」という誘さそいに対して、レオ公子から返答の書状を受け取っていた。

「神の御み心こころ、その教えに触ふれんと欲ほつす貴き兄けいのお心がけ、まことに嬉うれしく思う。ディティアーヌの方々ともお会いしたく、近日中にぜひとも足を運ばせていただく」

　という内容に目を通して、身が震ふるえる思いがした。

　これで何度目だろう。

（いよいよか）

　と心身が引きしまるあまりに、自分が巨きよ人じんの手で絞しぼりあげられるような、痛みとも息苦しさとも、あるいは心ここ地ちよさともつかない感覚を抱だくのは。

　前にも述べたとおり、その都度成功への道を閉ざされてきたのがオズエルだ。ここ最近はレオ公子が障しよう壁へきとなっていた。

　そのレオ公子を殺害する。

　無論、ただ一人の考えではない。

　アリオンのホーキングがあいだに立つことで、アトールのオズエル、そしてディティアーヌのバール、二人の思おも惑わくが一いつ致ちした。

　レオ公子が国内で十字教の布教につとめているのをまず利用して、オズエルが領内に教会をつくることで公子をおびき寄せる。もし公子が多た忙ぼうなどを理由に断っても、領内に教区さえつくってしまえば、あとあと、いくらでも公子を招き寄せる機会は得られよう。長丁場になる覚かく悟ごをもしていたという意味だが、レオは存外あっさりと最初の餌えさに食いついてきた。

　レオがのこのこやってくれば、教会に改築途中の屋や敷しきへと招き入れる。

　そこでは、バールが選んだ武人たちが僧そう侶りよに扮ふんして待ち構えている。

　対外的に名は知られていないが、腕うでの立つ者をバールは苦労して十数名集めた。その筆頭が、いうまでもなく、ネビルとゴドウィンだ。

　ただし、無名の者ばかりだとレオを警けい戒かいさせてしまう恐おそれがある。

　そこでこれもバールの推すい薦せんで、ジェミリという司祭を同行させた。馬車で揺ゆられていたのはこの男である。バールが修しゆう道どう僧そうだった時代に同じ修道院にいたことがある。バールより若じやつ干かん年上だが、当時から怠なまけ癖ぐせと放ほう蕩とう癖へきがあって、バールはこの男のことを若い時分から軽けい蔑べつしていたのだが、教皇領に兵を置くほど権けん威いのある一領主の末っ子であるとかで、司祭に叙じよ階かいされるのも早かった。ただし酒の失敗が目立った。さすがに領主の権けん威いをもっても取り消せぬほどたび重なったため、ジェミリは長いこと司教になれぬまま、バールの教会において十年以上を教区司祭として過ごしている。

　バールはそのジェミリに小こ銭ぜにを与あたえて、子供にお使いを頼たのむような気分でこの任務を与あたえた。無論、真相は伏ふせたまま、ただ「ネビルたちに同行し、アトール公国内で布教してまいれ」とだけ伝えている。

　その性質はどうあれ、ジェミリは名を知られている。もしディティアーヌの内情に詳くわしい者がレオの陣じん営えいにいたとしても、『現教会派』の有名人がその名を公おおやけにしてやってくる以上はおかしな騒さわぎなどは起こるまい、と思うはずだ。

　屋や敷しきにて、レオたち一行と、ジェミリ、ネビル、ゴドウィンをはじめとしたディティアーヌ側が会談。

　この会談の初期段階にはオズエル自身も顔を出す予定だ。が、すぐになにか用件を取とり繕つくろって退出。

「ここでレオを殺せ」

　とネビルたちはバールから言いい含ふくめられている。

　彼かれら暗殺の任を負った者たちには、ほかならぬオズエルが協力者であるということを知らせていない。アトール内で公子の死を望む者がいるなら、なぜ自分たちが刺し客かくとして選ばれたのか、という疑問を抱いだかせることになるからだ。

　だからネビルらには、

「武器や脱だつ出しゆつ路ろは、あらかじめオズエル家に潜せん伏ぷくさせていたわがほうの間かん者じやが手配している」

　と伝えてある。

　が、オズエルやバールが刺し客かくたちに伏ふせている事実はこればかりではなかった。

　オズエルはあらかじめ屋や敷しきの周囲に兵を忍しのばせておいて、会談があるていど進んだ時刻を見計らって、屋や敷しきめがけていっせいに火矢を放つつもりであった。

　当然、出入り口は施せ錠じようしており、たとえ力ずくで脱だつ出しゆつされようとも、鎧よろい兜かぶとで武装した兵たちに迎むかえ撃うたせる。

　レオたちはもちろん、ネビルたちでさえ、炎ほのおや、兵たちの繰くり出だす剣けんや槍やりの餌え食じきとなる。ジェミリ司祭も例外ではない。

　オズエル・ターホリンは、炎えん上じようする屋や敷しきから命からがら逃にげのびた──という芝しば居いをさせた──召めし使つかいたちから話を聞いた振ふりをして、

「ネビルたちがレオ公子を手にかけたのだ。その闘とう争そうのさなかに屋や敷しきに火がついたのであろう。騒さわぎを聞いたわたしが兵を率いて駆かけつけたときには、首しゆ謀ぼう者たるジェミリたちが領内から逃とう亡ぼうしようとしていたさなかであったので、これを討うち果はたした」

　ことにする。さらに彼かれらの死体を探さぐっていくうちに、「事情がわかった」として、

「ネビルたちはディティアーヌ教会の正式な使者としてやってきたが、彼かれらは正体を偽いつわっており、実際は教会にかつて敵対した旧教皇庁側の人間であった。レオ公子を殺害することで、アトールとディティアーヌ間に火種を呼よび込こむのが狙ねらいだったのだ」

「首しゆ謀ぼう者どもはそうやって招いた騒そう乱らんに乗じて内側からディティアーヌを打うち崩くずして、教皇庁がふたたび教会の実権を握にぎれるよう、目論もくろんでいたのであろう。ジェミリ司祭は旧教皇庁とは無む縁えんのはずだが、彼かれらに脅おどされたか、あるいは騙だまされてか、この計画に利用されてしまったと思われる」

　というような内容を公表する。

　こうやって、ネビル、ゴドウィンといった人間たちを、レオの死にともなう生いけ贄にえとして炎ほのおに捧ささげることで、オズエルも現ディティアーヌ政権も、レオ公子暗殺に直接は関かん与よしていないことを示す狙ねらいがあるわけだが、無論、オズエルはむざむざ暗殺の刺し客かくを招いた失態をさらけ出すことになるし、ディティアーヌとて、アトール国内世論の怒いかりを買うことは必至であろう。

　が、その直後にでも、「互たがいに緊きん急きゆうを要する事こと柄がらであったため」、オズエルとバール、双そう方ほうが急きゆう遽きよ会談をおこなうようによそおって、

「今回のことは旧教皇庁の人間が仕向けたことであれば、その目もく論ろ見みにみすみす乗って、われら二国が刃やいばを向けあうほど愚おろかなことはない」

　として、たとえばディティアーヌのモルディーンがレオ弔ちよう問もんの目的でアトールを来訪する、といった筋書きにまで辿たどり着つければ、オズエルも二国間の緊きん張ちようを和やわらげるために奔ほん走そうしたイメージが濃のう厚こうになり、さほど名に傷はつかないはずだ。

　逆にいえば、オズエルは一時的に名が傷つくことを承知のうえで、今回の計画を吞のんだ。

　バールとて同様である。

　たとえ現教会派が敵対していた勢力の犯罪であろうとも、それを喰くい止められなかった時点で、ディティアーヌ教会の威い光こうが減じるのは避さけられない。内乱から五年。いまだ火種を揉もみ消けしきれていないディティアーヌにとっては痛手である。が、バールはそれを覚かく悟ごしてでも、レオ・アッティールの死を心底から望んだのである。
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　パーシーがレオを制止していたのは、これが罠わなである公算が高かったのと、同時に、それを調査するための時間が不足していたから、という点が大きい。

　レオとて、もちろんのことそれは痛感している。

　たとえば、今回オズエルの領地アーコンにやってきているディティアーヌ側の使者。彼かれらが本物なのか否いなか？　もし偽にせ者ものなら彼かれらこそがレオの命を狙ねらった刺し客かくなのだろう。が、ただ十字教の僧そうに扮ふんしただけの暗殺者というのも考えにくい。多少時間はかかるものの、ディティアーヌ側に確かく認にんのための使者を走らせれば彼かれらの正体などは知れる。

（では、ディティアーヌとオズエルがつながっているのか？）

　とも考えられるが、オズエルはアリオンのほうと密通しているとレオはにらんでいる。ここへ来てディティアーヌとも密接なつながりを持つなどとあり得るだろうか？

　ディティアーヌの僧そうはあくまでレオを安心させておびき寄せるための餌えさでしかなく、暗殺の手段はほかに用意されているとも考えられる。毒殺、賊ぞく兵へいになりすました兵による急きゆう襲しゆう、いや、なりすますというなら、屋や敷しきにてレオたちの世話を請うけ負おった小者が実は兵士の変装した人物で、寝ね込こんだところを襲おそわれるなど──。

　要は、ほとんどなにもわかっていない、ということだ。

　パーシー・リィガンがなんとしてでもレオに翻ほん意いさせようとしていたのもむべなるかな。

　これでは腹を空かせた竜が眠ねむる巣穴に、むざむざ裸はだかで飛とび込こむようなものだ。

　しかし、繰くりかえしになるが、これはレオにとっても邪じや魔ま者のオズエルを討うつための好機である。レオはあえて、竜が大きく口を搔かき開いたその先へと身を進める覚かく悟ごを決め、パーシーには内ない緒しよにしたままグィンバーを発たった。

　供はわずかに十数名。コンスコン寺院の代表代理としてカミュ、グィンバー教会堂のこれもまた代表代理である助祭二名、それからクオン、アクアをはじめとした親衛隊の面々である。

　その後日に、あらかじめ命令を言いい渡わたしておいた親衛隊が小隊ごとに出しゆつ立たつ。レオがダーレンを下したばかりのオルト・ローズ城にて待機させた。

　レオ・アッティールがオズエル・ターホリンの居城に到とう着ちやくしたのは、アトール国における夏の盛さかりだった。

　もともとアトールはその面積の大部分が気候の穏おだやかな国なので、街かい道どうをずっと馬で揺ゆられているのも苦にはならなかった。

　半月ほど前、ネビルとゴドウィンらが通った麦畑に挟はさまれた街かい道どうをさらに進んで、オズエルの居城がある城下町アコンレイへと到とう着ちやくする。

　カミュなどはもう、町全体が暗殺の舞ぶ台たいになるのではないかと神経を尖とがらせ、槍やりを手にしたまま、レオの傍かたわらにぴったりとくっついて離はなれず、前後左右に注意を配っていたのだが、当然、城下町入りしたレオを出で迎むかえたのは民衆の喝かつ采さいばかりで、突とつ然ぜん矢が飛んできたり、完全武装した兵士たちに囲まれたりするということはなかった。




　その晩、レオは城のホールにて催もよおされる宴うたげに招かれた。

　本格的な話しあいをする前に、まずは顔あわせのための席を設けたということらしい。

「いよいよ来ましたか」

　カミュはいつものごとく眉まゆを炎ほのおのように逆立てたが、

「いや」レオはあらぶる馬をなだめるかのような声こわ音ねで否定した。「この席には、アコンレイの商人や名士数名も招かれている。まさかここで暗殺しようなどとは思うまい。まずは何事もなく歓かん待たいして、こちらを油断させようということじゃないかな」

「しかし、ダーレンなどは、領民を殺してでも公子を討うつための口実を得ようとしていた男です。しょせんオズエルも同じ穴の狢ジエモ。なにがあるかはわかりません」

　と、ここでクオンが口を挟はさんだ。

「この日、宴うたげが終わるまで城門は開放されることになっている」

　親衛隊の部下から集めた情報らしい。彼かれにも、このていどの気配りはできるようになっている。

「城門を急きゆう遽きよ閉じられることにならないよう、外と内側に親衛隊を何名か配置しておこう」

「わかった。そちらの指揮はクオンが執とってくれ」

「はっ」

　うなずき、軽く身を折るクオンを、今回、親衛隊のメンバーとしてはじめてレオに同行していたアクアがなにやら奇き妙みような目で見ている。

　アクアといえば、先日、『彼かれ』と激しくやりあったセーラだが、彼かの女じよのほうはコンスコン代表代理である兄の補ほ佐さ役やくとしてついてきている。彼かの女じよのほうもディティアーヌの僧そうたちについて早さつ速そく聞きき込こみをおこなったらしい、ジェミリという僧そうについて、

「現教会派の司祭なのはまちがいないが、ディティアーヌ連盟のなかでは目立つ存在ではない」

　とレオに報告した。

「現教会派の上層部とどれほどつながりがあるかもわからない人物です。わたしたちも名前を聞いたことがありません。ただ、この男、バール司教のもとで教区司祭をやっているとのことで」

（バールか）

　レオはふとおぞけを震ふるった。

　バール司教とは二度、顔をあわせたことがある。最初はコンスコンへの援えん軍ぐんを志願してきた際、聖薔薇サーガイア団団長のアーサーとともに、レオと会談した。このときバールがレオを見つめる視線は蛇へびのようにねちっこくも冷たい種類のものだった。

　やはりこの場に居あわせたセーラがいったことには、

「アーサーとバールの二人はできている」

　とのことだった。

　二度目の会談は、そのアーサーが死亡したあとのことだ。このとき、バールはまるで自分を抑おさえつけるようにしてレオのほうを見まいとしている節があった。が、一、二度、偶ぐう然ぜんに視線があったとき、バールの目にははっきりとした熱が見受けられた。もっとはっきりいうなら、熱というより憎ぞう悪お。怒いかり、そして殺意。

　アーサー・コースブルクを罠わなにかけて殺害したのが何者であるか、その目ははっきりと悟さとっていた。

　バール司教が自分を恨うらんでいるのはまちがいない。そして今回ディティアーヌからやってきた僧そうは、そのバールとのつながりがあるという。

　宴うたげに参加したレオは、声をかけてくる誰だれも彼かれもが、その懐ふところに刃やいばを吞のんでいて、いまにも自分の心臓に突つき立たててくるのではないか、あるいは首を搔かき切ってくるのではないか、という予感を拭ぬぐい去されなかった。

　しかし宴うたげが盛さかりを過ぎても、ひとまずのところ目立った動きはない。

　公子自身が見立てていたとおり、オズエルもまさか衆目の前でレオを暗殺しようというのではないのだろう。

　レオの緊きん張ちようも次し第だいに解けていった。

　当のジェミリ司祭とも声を交かわした。オズエルとも些さ細さいな冗じよう談だんの応おう酬しゆうをやれるくらいには通常どおりの態度に戻もどった。

　それまで手を出そうとしなかった杯さかずきに手を伸のばし、ぶどう酒を一気に干した。

　緊きん張ちようのしどおしで喉のどがからからになっていたこともあり、身体に染しみわたるほど美う味まかった。

　が、そこに油断があったのか。

　カミュはホール中へ視線を配っており、クオンは城の脱だつ出しゆつ経路の監かん視しに当たっていた。その他の親衛隊も似たようなものだ。

　一いつ瞬しゆんだけ、レオ本人から注意が逸それていた。

　レオ公子の手から杯さかずきが落ちて、絨じゆう毯たんの上を転がっていった。

「公子？」

　カミュが傍かたわらにいたレオのほうを振ふり向むいたときには、遅おそかった。

　レオは顔面蒼そう白はくになっており、足もとをふらつかせたかと思うと、支えを失った人形のように前のめりになって倒たおれた。

「公子！」

「レオ殿でん下かっ」

　数々の叫さけびが交かわされるなか、レオは口から多量の泡あわを噴ふいたまま、気を失った。




　朝早くからアコンレイの城下町には薄うすく雲がかかり、人々が往来に出るころには小こ雨さめが街路や屋根を濡ぬらしはじめた。

「聞いたか」

　鬱うつ々うつとした天気に影えい響きようされてか、突つきあわせた顔は物もの憂うげで、交かわす声もひっそりとしている。

「レオ公子殿でん下かが亡なくなられたそうな」

「おれも聞いた。先日、あれほどお元気そうにわれわれに手を振ふってくださった公子なのに」

「なんでも、歓かん迎げいの晩ばん餐さん会の席で毒を盛られたというぞ」

「しっ、滅めつ多たなことをいうな」

　一人がやけに声を鋭するどくさせて辺りを警けい戒かいしたのは、まだ早い時間帯だというのに、武装した兵士たちの姿が街路のあちこちで見受けられたからだ。

「亡なくなられたというのは噓うそだ。城に野菜を卸おろしている奴やつから聞いたからまちがいない」

「なんだ。ボイルの野や郎ろう、でかい顔して散々吹ふきまわっていたんだぞ。あいつに昨日の奢おごりを返してもらわなくちゃな」

　大工の男が腕うでまくりするのを、事情通の顔をした男が制止して、

「まあ待て。まったくもって根も葉もない話、ってわけじゃない。殿でん下かが晩ばん餐さん会で倒たおれられたのは本当のようだ──」

　もったいをつけてつづける。

　レオ公子がアコンレイの城を訪ねてから三日目。

　こうした噂うわさ話ばなしが、城下の街角で、酒場で、そして家々で語られはじめている。

　オズエルは戒かい厳げん令を敷しいたのだが、人の口に戸は立てられぬというのは真まことのようだ。

　確かに、レオ・アッティールは晩ばん餐さん会もそろそろ終わりかけたころ、酒を一気にあおってから倒たおれた。

　そのタイミングからして、

（レオ公子が何者かに毒殺された）

　と噂うわさされても無理はない。

　そして状じよう況きようから考えて、犯人がアーコン城主オズエル・ターホリンであると疑われるのも自然な流れである。

　逆にいえば、あまりに露ろ骨こつすぎるので、オズエルがたとえレオ公子暗殺を目論もくろんでいたとしても、取るべき手段ではない。

　実際、オズエルはレオが倒たおれたとき、あわてふためいた。自分の計画を知らぬ誰だれかが先走ったのか──と、まずジェミリたちのほうを見て、それから家の者たちの顔に視線を巡めぐらせたものの、誰だれも彼かれもがオズエルと同じくあわてている様子だった。

　レオ公子の近きん習じゆたちも同様だ。皆みなが青い顔をしているなか、あのカミュという大おお柄がらな僧そう侶りよが公子の身体を抱かかえあげて、オズエルに「医者を呼んでくれ」と怒ど鳴なっていた。

　公子は城の一室に運ばれ、オズエルも一応のこと医者を用意だててやった。

　それから三日が経たつ。

　オズエルは三とおりの予想を立てていた。一つは、

（レオの小こ僧ぞうは慣れぬ酒をいきなりあおって身体を壊こわしただけだろう）

　というつまらぬものだが、次の一つは、

（ひょっとしてこちらの計画になにか勘かんづいて、仮け病びようを使っているのではないか。こちらの出方を寝ね床どこのなかで窺うかがっているのでは）

　という、オズエルにとっては楽観視できぬ事態だ。

　が、レオのもとへ遣つかわしてやった医者が帰ってきてオズエルに伝えるには、

「仮け病びようではあり得ない」

　という。

　レオは、青ざめたのを通とおり越こしてほとんど黒ずみかかっていた皮ひ膚ふの色からわかるとおり、血の巡めぐりが悪くなっている。倒たおれた最初の晩には何度か痙けい攣れんを起こしていた。熱もいっこうに引かない。下げ痢りや嘔おう吐とはひっきりなしだ。医師はひとまず薬草を煎せんじて飲ませようとしたが、それさえ吐はいてしまうくらいだから、栄養を摂とることもできず、身体は衰すい弱じやくしていく一方。たった三日で、レオはげっそりやつれ果ててしまった。

「原因はなんだ」

　と聞いても、医師には「はっきりとはわからない」と首を振ふるきりだ。

「蛇へび毒どくの可能性がいちばん高いですが、ただし公子殿でん下かの症しよう状じようは、アトール近辺に生息するどの蛇へびの毒とも異なる。なんらかの目的のため、特別に調合された可能性もあります」

　そう補足されて、オズエル・ターホリンは声を失った。

　毒、となると、やはりオズエルへの疑いが色いろ濃こくなる。

　三つ目の予想は、ここにある。

　つまりは、

「レオ公子を殺害しようとした何者かがこの城内にいて、そしてオズエルを犯人に仕立てあげている」

　ということだ。

　その『何者か』の正体として考えられるのは、やはりディティアーヌとアリオン。

　本来はディティアーヌも「旧教皇庁の人間の動きを抑よく制せいできなかった」としてともに汚お名めいを着る予定のはずが、オズエル一人に罪をなすりつけようとした、と考えることができる。

　ただし、こちらに派は遣けんされたネビルたちは最初から暗殺のつもりでアーコンに来たはずだから、もしオズエルが彼かれらを捕とらえて拷ごう問もんするなりして吐はかせれば、裏にディティアーヌの現政権の暗あん躍やくがあることはわかってしまうはずだ。ディティアーヌにしてみれば、わざわざ骨を折って暗殺者まで仕立てておいて、そのうえさらに危あやうい橋を渡わたることになる。

（となると、アリオンか）

　オズエル、そしてバール司教と個人的に連れん絡らくを取りあっていたアリオンのホーキング・イングラムなら、すべての事情を察しているため、今回のことを利用できる立場にある。

（だが、いったいなんのために？）

　レオ公子殺害が目的ならば、放っておいても遂すい行こうされる。

　では、オズエルをアリオンにて登用する、という約束を反ほ故ごにするために、オズエルの失しつ脚きやくを狙ねらったか？

　それもいま一つしっくりこない。オズエルがアリオンにとって邪じや魔まになったなら──オズエル自身がこういうのもおかしいが──こんな込こみ入いったことをやらずとも、ほかに安易な手段がいくらも採れそうなものだ。たとえば、ホーキングがオズエルから送られてきた書状を、「貴国内に獅し子し身しん中ちゆうの虫がおられる」として公王家に送りつけるだけで済む話なのだ。

（ええい、わからぬ。なんなのだ。事ここにいたって）

　オズエルは脂あぶら汗あせを搔かかずにはいられない立場だ。何者が裏に潜ひそんでいるのであれ、このままレオが死ねば、まさしくレオ暗殺の汚お名めいを一人で着ることになりかねない。

（頼たのむから、ここでくたばってくれるなよ）

　レオ殺害を目論もくろんでいたはずの男が、あるいはこの世でもっともレオの容態を気にしている、という一種の喜劇じみたことになっていた。

　本来ならレオ暗殺の下げ手しゆ人にんになるはずだったディティアーヌ側の使者たちも、この展開には戸と惑まどっている様子だ。

　彼かれらはオズエルとバールが裏でつながっていることを知らないため、連れん絡らくを取りあうこともできない。ひとまずのところ、

「レオ公子のご容態が回復するまでは」

　と城内にて待つ姿勢でいるようだが、彼かれらにしてみれば、どのような展開であれ、レオが命を落とすのならばそれはそれで望ましいはずで、オズエルほどの切せつ迫ぱく感があるわけではあるまい。

　ついには三日経たってもレオの容態が落ち着きを見せぬことから、レオの陣じん営えいのほうから、

「首都から宮きゆう廷てい医師団を招きたい」

　と申し出てきた。

　オズエル・ターホリンにこれを断れる理由はない。

　なにより、直接申し出てきたカミュという僧そうは、戦場で敵将を見るがごとき目でオズエルをにらみつけていた。彼かれらのほうも、オズエルが毒を盛ったのではないかという疑いをかけているのだろう。ここで「否いな」と首を振ふれば、その太い腕うでで首を絞しめあげてきかねないほどの迫はく力りよくがあった。

　アーコンから早馬が出しゆつ立たつした。

　が、その夜ごろから、レオの体調が若じやつ干かんよくなった。少しのお茶と、消化のいい食べものなら胃のなかにすんなり入るようになって、熱もだいぶ引いてきた。

　さらに二日が経たつころには、ティワナから医師団が到とう着ちやくするのを待たずして、レオは寝ね床どこから出られるようになり、オズエルのもとにも挨あい拶さつに出向くまでになった。

「どうも、お騒さわがせをしました」

　レオの顔はまだ血の気が薄うすく、全体的にやつれてはいたものの、一時、「舌がもつれて声もうまく出ない」といわれていたころと比べると、口調もはっきりとしていた。

「ディティアーヌの方々もお待たせして申しわけない。できれば、明日にでも会談を執とりおこないたいのだが」

　オズエル・ターホリンには、これも断る理由がない。

（よくぞ生きていてくれた）

　とレオに飛びついていきたいような相当の安あん堵ど感を抱かかえたまま、その胸中では、明日、レオ殺害にいたるまでの計画を一から反はん芻すうしなおしている。

　アーコンにかかった雨雲は、いまだ晴れずにいた。
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　オズエルが教会に改築させている途中の屋や敷しきというのは、城下町アコンレイの郊こう外がいにあった。もとは公王家遠とお縁えんの貴族が別べつ邸ていとして使っていたが、賭と博ばくに負けて売りはらったという噂うわさがある。そして高い塀へいを巡めぐらせたこの屋や敷しきは、本日、レオやディティアーヌの僧そうらが会合する場所でもあった。

　本館部分は吹ふき抜ぬけ状にされており、すでに教会としての様相を呈ていしつつある。これはじき焼やき払はらわれる運命にあるのだが、オズエルは金と人員を駆く使しして、手て抜ぬきなどはしなかった。

　なにせ、高い金を払はらって雇やとった画家に天てん井じようの聖画まで描えがかせている。その甲か斐いあって、レオ一行はここが凄せい惨さんな舞ぶ台たいになるなどとはまったく思いもせず、聖画を感心して見あげながら、階段でいききできる隣となりの建物の二階へ。

　露ろ台だいのある方形の部屋には、すでにジェミリ司祭とネビルたちが顔を揃そろえていた。

　双そう方ほう、挨あい拶さつを取とり交かわす。一度顔をあわせているだけに、ディティアーヌ側はレオのやつれた姿に驚おどろいた。公子の容態を気き遣づかう声もあったが、

「ご心配をかけて申しわけない。ですが、もう大だい丈じよう夫ぶです。さあ、はじめましょう」

　レオ自身がそういったので、すぐに会合に入った。

　暗殺の刻限が迫せまりつつあった。




　陽が落ちて間もない。

　ネビルは会合のあいだひと言も口を利きくことはなかった。

　現在は、ディティアーヌ僧そうの代表格であるジェミリ司祭が、アトールの教会組織に修道会への参加を呼びかけている。ディティアーヌの大聖堂は、その領内にて大きな版はん図とを有している修道会の総本山ともいえる。これはアリオン国内で隆りゆう盛せいを極きわめている修道会とは異なる。同じ十字教といっても、土地によってその宗派にちがいがあるのだ。

　ネビルはそれらの話を厳格そうな態度で耳にしながらも、テーブルの下で手を開閉させるなどして、来きたるべき時にそなえている。

　それにしてもジェミリの軽けい薄はくな声と態度は気に障さわる。この会合自体、意味をなさない代しろ物ものだとしても──そしてこの場にいる大半の人間が、おそらく数時間後にはこの世から去る運命だとしても──こんな人間がディティアーヌの代表のように思われるのは腹が立つ。

　この男、レオが病気に倒たおれてからは遊びほうけていた。もともとアトールの人間たちを信用させるためだけにつれてきた人物で、彼かれはこの会合における真の目的を知らされていない。だから緊きん張ちようなどとは無む縁えんで、むしろこの任務を、

「国外に出て羽を伸のばせるよい機会」

　くらいにしか考えていないようだった。

　一度レオの見み舞まいに出向いて以降は、「好きに使える時間が増えた」とばかりに、連日、外出した。そして必ず酒の臭においをさせながら帰ってきた。

　なにより閉口するのは、その都度、ネビルたちに「女にもてた」という類いの話を聞かせることだった。

「商売女とはわけがちがうぞ。まだ歳とし若いが品のある女でな。自分は半年後には顔も知らない男のところに嫁とつぐ運命にある、それまでのあいだせめてもの自由を味わおうと、街に出ているということだ。わたしが神の教えを説いてやると、その切れ長の目をうっとりと潤うるませて、わたしの肩かたに頭を乗せてくる。彼かの女じよを信徒の道に導くために、また改めて時間をつくってやらねばなるまい」

　などと浮うき浮うきして語るのである。

　ネビルは吐はき気けがした。こんな連中が教皇庁を打ち破り、『神の教え』と騙かたりながら好き勝手に領土を統治しているかと思うと、怒いかりを通とおり越こして情けなくもなってくる。

　まあ、ジェミリのことはいい。それよりもまずはまっとうすべき任務のことだ。

　この屋や敷しきに通じる道はすべて、オズエル配下の兵によって封ふう鎖さされている。アコンレイ都市部からの道はもちろん、外部からも誰だれ一人ひとり出入りできぬよう、厳重な警けい戒かい態勢が敷しかれている。一方、屋や敷しき内部に兵士はいない。ここにいるのは双そう方ほうの代表と、あとは会談後の夕食を用意している使用人が何人か。

　つまり、公子にとっては屋や敷しきに連れてきた数名の兵のみが頼たのみとなるのだが、この護衛がネビルの目には少々頼たよりなく見えた。

　ただ一人、コンスコン寺院の代表代理という男だけが立派な体格をしていて、多少使えそうな物もの腰ごしをしているが、この男にはさっきから余よ裕ゆうがない。会合のあいだ、ひっきりなしに視線をうろつかせている。彼かれなりに警けい戒かいしているのだろうが、こういう男は余よ裕ゆうがないゆえ、土ど壇たん場ばではすでに疲ひ弊へいしているようなタイプだ。

　残りは、民たみから取り立てられたばかりという、まだ腰こしも定まっていないような兵が三人に、あとはレオよりもさらに子供っぽい兵が一人に、線の細い兵が一人。公子最後の盾たてとしてはいかにも物足りない。

　ネビルたちもそうだが、彼かれらは武器すら手にしていなかった。会合の場所には双そう方ほうとも武器を持もち込こまないよう、あらかじめ取り決めてあったからだ。屋や敷しきに入る前には身体検査も受けている。あの護衛たちは短たん剣けんひと振ふりとて所持していないはずだ。

　──ネビルはこれからの計画を、再度、頭のなかでなぞってみた。

　会合の初期段階にはオズエルも同席している。

　この領地持ちの貴族は、しかし別件がこののちに控ひかえていて、すぐに席を外す予定だという。

　行動を起こすのはそれからだ。

　この部屋には、あらかじめ金銀の装そう飾しよくが施ほどこされた棺ひつぎが運はこび込こまれていた。アトール側には『聖せい遺い物ぶつ』と紹しよう介かいしている。ここに設けられる教会へ譲じよう渡とするため、ディティアーヌ領から運んできた──としているが、実際、なかには武具が山と入っていた。

　ネビルと同じく教皇庁出身の兵たち八名でさりげなく出入り口を固めつつ、ネビルをはじめとした残り七名が、この武器を手に取ってレオ一行に襲おそいかかる。

　まずはあのコンスコン寺院の男だ。この男さえ真っ先に突つき伏してやれば、あとは大したことがないだろう。正直、七名も必要ないくらいだ。ネビルは、自分とゴドウィンだけでもあっという間にレオ殺害をなし遂とげられる自信があった。

　が、ネビルが武器を向けるのはレオ一行ばかりではない。

　同じディティアーヌ側としていまも熱弁を振ふるうジェミリ司祭その人にもだ。

　これは、現教会派のジェミリも『賊ぞく』によって殺されることで、レオ殺害の容疑者からディティアーヌ関係者を外そうというバールの策略である。

（傷を負わせるだけでよい）

　と、バールはいっていたが、その目はちがうことを訴うつたえていた。殺せ、ということだ。そのほうがのちのち面めん倒どうにならずに済む、というのはネビルにもわかる。

　その後、あらかじめアーコンに潜せん伏ぷくしていたバール側の間かん者じやが──この間かん者じやとは、一度アコンレイ内にて顔をあわせている──屋や敷しきの外に火を放って警備の目を引く計画になっている。その隙すきに逃にげる。

　バールとて、ここで自分たちが捕つかまってしまえば、ディティアーヌ現教会の罪があかるみに出てしまうので、全力をもって逃とう走そう路を確保してくれているはずだ。

（本当の戦いはそれからだ）

　ネビルはそう考えている。

　バールは、ネビルたちが出しゆつ立たつする際、

「すべて片づいたら、ディティアーヌ西せい端たんにあるイーシャ村へいけ。そこにおまえたちの家族を移しておく。報ほう奨しよう金もそこで受け取るがいい」

　といっていた。

　家族を移しておくというのは、なにも親切心からではあるまい。当然、家族には監かん視しの目がついているはずで、途と中ちゆうでネビルたちが任務を放ほう棄きするようなことがあれば、彼かれらがどうなるかわからない、という脅おどしを含ふくんでいる。

　無事そのイーシャ村へ辿たどり着つけたとして、さて、バールは約束どおりに金を支し払はらい、家族もろともネビルたちを罪人の身から解放してくれるだろうか。バールとて神に仕える聖職者だ。天に背そむいて出任せをいうはずがない──、というのはあまりにも楽天的な考えだ。約束を守るどころか、現ディティアーヌにとって都合の悪い事実を知るネビルたちを殺そうとさえするかもしれない。いまの教会ならばあり得る話だ。

（だが、おれとてそうやすやす罠わなにかかるものか）

　少なくともネビルたちから「成功」の知らせを聞くまでは家族たちも無事でいよう。いま、ネビルの手足を縛しばる鎖くさりはない。やり方はいくらでもあるはずだ。

　計画を最後までなぞってから、ネビルは改めてレオ・アッティールのほうを見やった。なにはともあれ、この公子暗殺を成功させねばはじまらない。

　五日前、歓かん迎げいの宴うたげにて公子の顔を最初に見たとき、

（憐あわれな）

　とネビルは思った。

　まだ十代。少年といっていい顔に身体つきだ。バールのいう、

『悪あく魔まの遣つかい』

　なぞには到とう底てい見えない。ネビルは胸の塞ふさがれる思いがした。彼かれとて神のしもべとして戦ってきた男だ。教会の、そして教皇の敵であれば、たとえ相手が子供であれ、女性であれ、容よう赦しやなく命を奪うばってきた。今回は事情が異なるが、無理矢理にでもそのときに近い心境にまで自分を持っていくしかない。

（許せ、若き公子）

　ネビルは胸のなかで十字を切った。

（おまえは教皇猊げい下かの敵ではないが、現在の腐ふ敗はいしたディティアーヌと敵対したのが不運であった。おれも悪あく魔まの烙らく印いんを甘あまんじて受けよう。地じ獄ごくにて永えい劫ごうに鞭むちを打たれても構わぬ。現世においても、おまえから貰もらい受うけた命、決して無む駄だにはしない。必ずや──おれが生きているあいだに成じよう就じゆできるかどうかはわからぬにしても──この地上に正しき神の王国を打ち立てるゆえ、その礎いしずえになってもらう）

　──とここまで彼かれが考えたとき、オズエルが席を立った。

「では、失礼ながらわたしはここにて。公子、明日にも夕食会を開くつもりでおりますが、お身体の具合はいかがでございましょう」

「大だい丈じよう夫ぶ」

「公子はお若い。しかし明日の公国を担になわれる御おん身みであらせられれば、どうかご無理はなさらずに」

　オズエルは涼すずしい顔をしてそういって、退室した。

　それから約半時間。話もだいぶまとまってきた。ネビルが、隣となりのゴドウィンに目配せする。そろそろ頃ころ合あいだ。念のため、二人が武器の入っている棺ひつぎの位置を目で確かく認にんしたとき、

「先のターホリン侯こうの言葉じゃないが、あまり根こんを詰つめるのも身体に毒でしょう」

　レオがいきなりそういって立ちあがった。手を叩たたく。

　なにが起こるのかと一いつ瞬しゆんネビルたちは警けい戒かいしたが、レオの合図で室内に運ばれてきたのはぶどう酒だった。

　給きゆう仕じの者が、酒で満たされた杯さかずきを一つずつ列席者の前に置いていく。

　レオ自身も手に取った。

「われらが主の教えが、この世に光をもたらさんことを願って」

　レオが杯さかずきを掲かかげる。

（なんだ）

　とネビルは安あん堵どした。

（最後の酒になる。十分に味わうがよかろう）

　レオが一気に中身をあおった。次いでジェミリが飲み干し、ネビルたちも次々これにならった。

　酒好きのジェミリが口もとを拭ぬぐいながら、

「よい酒ですな」と相そう好ごうを崩くずした。「わが故郷もぶどうのよい産地だが、これほどのものがアトールにあろうとは」

「お気に召めしていただけましたか。では、あとで樽たるごと献けん上じよういたしましょう」

「それはありがたい」

「ただし、この酒には秘密の製法が隠かくされてございます。それを耳にしてなおジェミリ司祭がご所しよ望もうなされるかどうか」

　レオがいたずらっぽく笑ったので、ジェミリ司祭も冗じよう談だんにつきあった。

「おや、それはなんでございますかな。まさか、隠かくし味として凡ぼん人じんが忌いみ嫌きらうような虫が入っておるとか」

「似たようなものです」

　レオは杯さかずきをテーブルに置いて、そして、

「この酒には、五日前、ぼくが口にしたものと同じ毒が入っているのです」

　とにこやかに告げた。
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　　　　　　　２




　毒、と聞いて、ジェミリ司祭が激しくむせた。

　修道士に扮ふんした教皇庁の兵たちが啞あ然ぜんとした顔を見あわせている。

　レオは人々の姿を見つめながら、

「諸君、毒の味はいかがだったろう。人によって効き目のあらわれる早さは異なる。もう息苦しくなった方もいらっしゃるのではないか。めまいを覚えた方は。いや、もうとっくに悪あく魔まが振ふりあげた鎌かまのきらめきを頭上に見た方もいらっしゃるのでは。あるいはラッパを持った天の御み使つかいを見られた、という方は幸運だ。天への門を開くとよかろう」

　くっくっと笑う。

　ジェミリが自分の喉のどを押おさえた。レオに指し摘てきされてはじめて、息苦しさを意識した風である。ほかの兵たちも自分の身体を擦さすりはじめていた。足もとをふらつかせている者さえいる。

「馬ば鹿かな」

　教皇庁の兵が叫さけび声ごえをあげた。顔に朱しゆ色いろをのぼらせて、

「レオ公子、貴様、謀はかったか──」

　棺ひつぎのほうに駆かけ寄よろうとするところ、その肩かたをゴドウィンの手が捕つかまえた。兵は正気を失いかけている。力ずくで振ふり払はらおうとしたが、ゴドウィンも『剛ごう力りき僧そう』と呼ばれた男だ。足に根を生やしたみたいにまったく動かない。

　一いつ瞬しゆん、場が騒そう然ぜんとなりかけたが、

「お戯たわむれを」

　騒さわぎを制さんとばかりに大声を出したのはネビルだった。空の杯さかずきを掲かかげる。さらに傾かたむけると、底に残っていた数滴てきがネビルの唇くちびるに滴したたった。それを舌で舐なめ取りながら、

「戯たわむれはやめていただきたい、公子殿でん下か。いったい、公子がわれわれに毒を振ふる舞まわねばならぬいかなる理由があるというのでしょう？」

　などと笑う。さすがに修しゆ羅ら場ばを無数に経験している男だ。「毒を飲ませた」と聞かされても、けろりとした表情でレオ公子に相あい対たいしていたのだが、

「理由ならばある」対するレオは謎なぞめいた笑えみを引ひっ込こめて、ディティアーヌ側の列席者をにらみつけた。「この場にいる皆みな、ぼくを殺そうとしているではないか。それ以上のどんな理由が必要だというのだ。アトール公国第二公子レオ・アッティールに牙きばを剝むいたその代だい償しようを、おのが身で味わうがいい」

「おのれ」

　別の兵士がゴドウィンの傍かたわらを抜ぬけて棺ひつぎに取りつこうとした。「待て」とゴドウィンがもう片方の手を伸のばして彼かれの肩かたをも捕つかまえる。

「放せ、ゴドウィン」

「待てといっている」

　ゴドウィンも必死の形相ながら、可能な限り声を抑おさえていた。彼かれとて公子の言葉をどう判断してよいものやらわからなかったが、ネビルはいまだ落ち着いている。ゴドウィンの判断基準はそこだ。

　双そう方ほうのあいだに、やや不自然なほどの沈ちん黙もくが落ちた。

　混こん沌とんとした気配を内部に孕はらんだその奇き妙みような沈ちん黙もくは、みずからも居い心ごこ地ちが悪そうにしばらくその場にとどまっていたが──、

　レオ公子がふたたびあげた笑い声がそれを霧む消しようさせた。

「さすがは神の教えに身を投じた方々だ。そこまで落ち着きはらわれては、からかい甲が斐いもない。ええ、そうです。毒を盛ったなどとはまったくの噓うそ。この酒は、アトールでも極ごく上じようのもの。皆みなさまにより堪たん能のうしていただくために、このような演出を添そえさせていただきました。どのようなものであれ、人生最後と思って味わうものほど甘かん美びなものもございますまい」

「な、なんだ」

　司祭が心底ほっとした様子でうなだれた。本気で毒を盛られたみたいに顔色を悪くさせているのは思おもい込こみによるものか。

「公子もお人が悪うございますぞ」安あん堵どするとともに怒いかりがこみあげてきたのか、ジェミリは公子に激しい口調をぶつけた。「わたしとて、ディティアーヌにて聖なる訓くん戒かいを受けた身。これは戯たわむれなどというものではなく、愚ぐ弄ろうというものだ。この場にて、わたしに謝罪していただきたい。さすればわたしもこの場のことを水に流して──」

「ただし、ぼくのいったことすべてが噓うそというわけではない」

　レオ公子は盾たてを突つき出だすみたいにジェミリの言葉を遮さえぎると、修道士に扮ふんした兵たちのほうをぐるりと見まわした。それから右手を掲かかげて二本の指を立てると、

「真実は二つ。まず一つ、あなた方がぼくを殺そうと画策していること」

　一本の指をたたむ。

　ネビル、ゴドウィンらが固かた唾ずを吞のんで見守るなか、レオはもう一本の指をたたみながら、

「もう一つは、五日前にぼくが毒を飲んだこと」

　静かにそういった。

　ネビルはかぶりを振ふった。

「殿でん下かのお身体の具合がよろしくなかった、というのは無論わたしどもも聞きおよんでおります。毒を盛られたのではないかという噂うわさがあることも承知。しかし、それをまさかわれわれがやったなどと思っていらっしゃるのでは──」

「毒を盛ったのはあなた方でも、ましてや噂うわさにあるようにオズエル・ターホリン侯こうでもない」

「では、誰だれが」

　レオは掲かかげたままだった右手で、自分の胸を指し示した。

「ぼくだ。ぼく、レオ・アッティールが自分の酒に毒を入れたのだ」

　またも場が騒さわがしくなりはじめる。ネビルも、

（正気か）

　という感情を顔から隠かくしきれない。この場において落ち着きはらっているのは、当のレオ公子と、この公子につき従う数名の護衛のみだ。ネビルは一度多量の唾つばを飲のみ込こむと、

「……それは、いったいなんのために」

　聞かざるを得なかった。公子はまたも口もとに薄うすい笑えみを浮うかべると、一つ頷うなずいた。

「まずは時間を稼かせぐためだった」

「時間を？」

「オズエルのいうとおりに動いてやろうとは思っていたけれど、一から十まで相手のペースに乗せられていては、計略を見破ることができない。そこでぼくの具合が悪くなったように見せかけて、その間、情報を集める時間を得た」

　レオはつと窓のほうに視線を移した。それを受けてか、少年じみた兵がそっとそちらの方角に向かう。レオはまた視線をネビルたちのほうに戻もどした。

「『見せかけて』とはいったが、ただの仮け病びようではオズエルらに気け取どられやすい。そこで、配下の兵からもらったとある毒を、酒と水で薄うすめて口にすることにした。それで、誰だれもぼくの仮け病びようを疑う者はいなかったのだ」




（まったく）

　とここで憤ふん懣まんやるかたない顔で嘆たん息そくしたのは、ディティアーヌ側の誰だれでもない、レオの傍かたわらで身構えている僧そう兵へい──カミュだ。

　レオが倒たおれたあのとき、カミュは色を失い、われを忘れた。

　あれは芝しば居いではない。レオは、自分の飲む酒にこっそり毒を入れる、などということを、クオンとアクア以外の誰だれにも打ち明けてはいなかったのだ。

　その毒というのは、クオンが故郷の山から持ってきた特別のものらしい。

　レオはあらかじめ、クオンにこの毒のことを詳くわしく聞いていた。どれだけ薄うすめれば身体への害を最小限に抑おさえられるか、いやしかしあまりに効果が薄うすくては意味がないから、三、四日は寝ね込こんでも不思議ではないくらいの症しよう状じようを出す適量はどのていどか、と。

　クオンとて最初は強固に反対したようだ。

「おれは呪じゆ術じゆつ師しじゃないから、詳くわしいことはわからない。危険です、公子。毒は人それぞれで効き目もちがう。いきなり身体に入れれば、いくら薄うすめたところで死にかねない。そうじゃなくとも、目が見えなくなったり、手足が利きかなくなったりする恐おそれがある──と、セーラにこれを飲ませた呪じゆ術じゆつ師しもいっていた」

　が、レオも負けず劣おとらず頑がん固こだった。クオンの所持しているツノヘビの毒は、アトール周辺では採取できないものだ。だからこそ医師の目をくらませるのに好都合といえるし、特別に配合されたものだということになれば、オズエルが暗殺のために用意したのではないかと周囲に思わせることもできる。これは、この時点ではいまだ不明だったオズエルとディティアーヌの関係をあぶりだすための攪かく乱らんとしても使えた。

　だから、レオは毒を飲んで倒たおれた瞬しゆん間かん、クオンとアクアに命じて、その場の様子を注視させていたのだ。

　単純なことだ。

　レオが倒たおれたとき、オズエルと、そしてディティアーヌの僧そうたちが、まずどこを見るのか。

　オズエルはディティアーヌ側を見た。一方、ディティアーヌ側はというと、まずジェミリはおろおろするばかりで、その他の修道士たちはというと、互たがいの姿を見ていたきり。オズエルを見る者はない。

　それがすべての答えとまではいかないが、事情を推察するための一いつ片ぺんの助けにはなり得たのである。

　が──、あとで公子本人から事情を聞かされたカミュは当然激げき怒どした。

「なぜ、わたしには打ち明けてくださらなかった。いえ、そもそも得体の知れぬ毒を自ら飲むなど正気の沙さ汰たではない」

　筋肉が隆りゆう起きする勢いで怒ど鳴なってみせたが、当の公子は日に日に衰すい弱じやくしていく一方。さすがにカミュの語気は弱まった。生気を失い、瘦やせ衰おとろえていく公子の看病をしながら、

（なんというお方だ）

　という思いを新たにした。

（このお方を見届けるのが神から与あたえられしわが定めであったはずだ）

　と、以前オルト・ローズに入城したときにひらめいた思いをも再燃させ、

（よし。ならばおれも毒を飲もう）

　と決意した。

　レオが必要だと判断してやったことならば、自分も最後までそこへついていく、という意味だ。

　レオが生きるならその傍かたわらから一歩たりとて離はなれることはなく、そしてレオが死ぬなら同じ墓はか穴あなのなかに率そつ先せんして入る。

　カミュは、おのが人生をそのように覚かく悟ごした。

（そしてあなたもお覚かく悟ごあれ、レオ公子）

　ある夜、熱にうなされていた公子の額ひたいからひっきりなしにあふれる汗あせをひと晩中拭ふいてやりながら、カミュは声もなく囁ささやきかけた。

（あなたは決してお一人では死ねぬ身なのだ。そして、たとえこののち、孤こ独どくで、静かな生しよう涯がいを望もうとて、このカミュが許しはせぬ。その足にすがりついてブーツを舌で舐なめてでも、あるいはその身を槍やりで打うち据すえてでも、必ず表おもて舞ぶ台たいに引きずり出してみせる。そうお覚かく悟ごあれ、レオ殿でん下か──）




「あなた方をこの場に引ひき込こんだのはオズエルだ。ただし、あなた方はオズエルの協力を知らない」

　レオの言葉にはまるで呪じゆ縛ばくの力があるかのようだ。身動きできずにいるネビルたちに語りつづける。

「ぼくはこれを前提として配下に情報を集めさせた。ただ闇やみ雲くもに探さぐっていたのでは、目的もなく砂さ漠ばくをさまよっているのと同じことだからな。この前提は、取とっ掛かかりとしては悪くなかった。特にジェミリ司祭──」

　レオがちらりと横目で見やったので、それだけで司祭は跳とびあがりそうになった。彼かれは──というか、彼かれだけは、なりゆきがまったくわかっていない。いまだに自分が毒を盛られたのではないかと青ざめている。

「あなたに接近できたのは大きかった」

　レオは小さく一礼する。ジェミリはわけがわからぬままだが、彼かれが夜ごとに遊びに出かけていた折り、彼かれに接近していた「若く、品のある女性」というのが誰だれを指すのか、もはやいうまでもないだろう。

　厳しく聖職者を監かん視しする目もないここアーコンにおいて、大好きな酒に溺おぼれたジェミリは、その女性に問われるがまま、あらゆることを口にした。アトールの一地方への出向を突とつ然ぜんバール司教に命じられたこと、そして同行するのはなぜかジェミリが見も知らぬ修道士たちばかりだったということ、そして『聖せい遺い物ぶつ』をおさめた棺ひつぎは修道士たちに運ばせるゆえ、手を触ふれてもならぬ、とあらかじめバールに厳しくいわれていたことなど──。

　無論、情報は別方向からも速すみやかに収集された。

　この会合における詳くわしい段取りを聞きだした。武器を持っての入室はならないことも知った。さらにこの屋や敷しきに通じる道は『万が一のため』封ふう鎖さされること、その警備に当たる兵士の数や配置なども。

「それであるていどの推理、推察はできた。八割方は。あと二割は──、まあ、多くを求めてもきりがない、あとはその場での賭かけだ」

「賭かけ、でありますか」

　おうむ返しにしながらも、ネビルの額ひたいにはうっすら汗あせが浮ういている。

　戯たわむれでも、愚ぐ弄ろうでもない。

　目の前の公子は、自分たちが暗殺のために派は遣けんされた秘密部隊であることを見み抜ぬいている。常に冷静沈ちん着ちやくでいられるネビルにしても、これはさすがに予想外であり、恐おそるべき事態であった。

　と同時に──、ネビルにもわかりかねることが多かった。

　オズエル・ターホリンがこちらと協力関係にあったことも初耳だったが、なによりレオは『聖せい遺い物ぶつ』の正体におそらくは気づきながらも、それを取りあげようともせず、また、護衛の兵たちに武装もさせていない。すでに棺ひつぎの中身が入いれ替かわっているのか？　いや、あの棺ひつぎはずっとネビルら教皇庁の兵たちが管かん轄かつしていた。この部屋に運はこび込こんだのも彼かれら自じ身しんだし、その直前、中身がそのままであることも確かく認にんしている。

（いったいなんだ。なにを考えている）

　最初に見たとき、あまりの若さに『憐あわれ』だと見えた公子が、いまや謎なぞめいた強大な敵となって立ちはだかっていた。喉のどが渇かわく。激しい戦せん闘とうの只ただ中なかにおいても、長い獄ごく中ちゆう生活、あるいは逃とう亡ぼう生活のさなかにあっても、小波さざなみ一つ起きなかった感情が胸中で乱れかかっている。ネビルにとって世界は常に単純であったはずなのだ。教皇の敵は自分の敵。そしてその敵と戦い、同じ目的に命を投じる者こそが自分の味方。こうして世界を簡単に線引きできる人間こそが土ど壇たん場ばには強い。ネビルの豪ごう胆たんさ、冷静さとはそうして形成されたものだ。が、ここでは物事が複雑に入り乱れすぎている。

　ネビルはもう一度唾つばを飲のみ込こんだ。今度はまるで喉のどにつっかえができたみたいに苦労させられた。そしてようやく口を開こうとした刹せつ那な、

「公子」

　窓まど際ぎわにいた少年じみた兵──クオンが声をあげた。レオはネビルたちのほうを見み据すえたまま、

「動いたか」

　と短く聞く。クオンは顎あごを引いた。

「数にして、およそ百。それぞれ小隊ごとにわかれて、茂しげみや噴ふん水すいに隠かくれながらこちらに近づいてきます」

「火が見えた」

　と口にしたのは、別の窓まど際ぎわに立っていたアクア。

「おそらく、火矢の準備だ」

　レオはそこでまた表情を改めた。口もとから笑えみが消え、引きしまった顔になる。

「聞いてのとおりだ。方かた々がた、ここは間もなく襲しゆう撃げきされる」

「襲しゆう撃げき？」ネビルがはっとなる。「われわれに反問の機会も与あたえず、ご自分の命を狙ねらうものと決めつけなさったわれわれを殺す気でいられるか」

「襲しゆう撃げき者たちの狙ねらいはきみたちじゃない。ぼくだ」レオは瞬まばたきもせず、先ほどからネビルの顔だけを見つめている。「オズエルの兵がこの屋や敷しきを取り囲んでいる。ほどなくして火矢が放たれるだろう。彼かれらは、もうきみたちがぼくを殺したものと思おもい込こんでいる。たとえそうでなくとも構いはしないのだ。どうせ屋や敷しきは火に包まれる。逃にげようとしても武装した兵たちが待ち受けている。ぼくも、そしてきみたちもここで黒くろ焦こげになる運命だということだ」




　このときと前後して。

　屋や敷しきに通じる道を封ふう鎖さした兵たちは、道のあちこちにかがり火を焚たいて周囲の警けい戒かいに当たっていた。

　退たい屈くつな仕事だ。普ふ通つうなら、お調子者の兵が酒でも持もち込こんでいるところだが、今回は領主のオズエルから「誰だれであれ決して通すな」と厳命されている。さらに、

「なにがあっても持ち場を決して離はなれてはならん」

　オズエルは、警備隊長に再三言いい含ふくめていた。

「もしこの場を襲おそおうという不届き者がいた場合、警備の目を攪かく乱らんする動きを取ろうとするにちがいない。いいか、雨が降ろうと槍やりが降ろうと、おまえの判断で勝手に兵を動かすな。一兵たりともだ。屋や敷しきの近くに、公子や僧そうたちを守護する役目の兵たちを別に配置しているから、おまえたちは道を封ふう鎖さする任務にだけ心を砕くだいておればよい。忘れるな」

　それほど重要な任務ということだ。当然、警備兵たちも、現在の屋や敷しき内にレオ公子がいることを知っている。

　先ほどまでアコンレイに新しくできた料りよう亭ていの女主人がどれほど美人で色っぽいかの論が交かわされていたが、すぐに無む駄だ話の種も尽つきて、彼かれらは欠伸あくびを嚙かみ殺ころしながら警けい戒かいに当たっていた。と、都市部の方角からそのとき大勢の気配がやってくるのが感じられたので、各おの々おの、はっとなって武器を身構えた。

　まさか、公子のいる屋や敷しきに何者かが襲しゆう撃げきをかけてくるのか──とも思われたが、それも一いつ瞬しゆん。むしろその集団は平和そうに笑い声を揃そろえている。見た目、アコンレイの住民たちのようだが、それにしてもこの時間帯に郊こう外がいの屋や敷しきに近づいてくるのはおかしい。

「待て、待て」

　兵士が槍やりを振ふりかざして足を止めさせる。

「なに用だ。これ以上は近づいてはならぬ。公子殿でん下かのいらっしゃる場所であるぞ」

　兵士はそういって老ろう若にやく男なん女によからなる集団を追いかえそうとしたが、彼かれらは不満げな表情をして、

「その公子殿でん下かがわれわれにお顔を見せてくださるという話だ」

　などと訴うつたえる。兵士たちには初耳だった。

　聞けば、公子が病に倒たおれたとき、そのことは表に伏ふせられていたにもかかわらず、驚おどろくほどの速度で噂うわさとなって広まった。そこで、街の名士や商売人たちが、公子の見み舞まいと称しようしてあれこれと贈おくり物ものを城に届けたらしい。そのほとんどは安全上の理由から公子の手もとに直接届くことはなかったが、レオ・アッティールはアコンレイの住民のあたたかさに感動し、

「皆みなの気き遣づかいと祈いのりが届いたのだろう。快復したこの姿をぜひ皆みなに見てほしい」

　といって、今夜、郊こう外がいにある教会に改築途中の屋や敷しきにて姿を見せる、と公表したというのだ。

「聞いておらんぞ、そんなことは」

　兵士たちは当とう惑わくした。

　街ではこれも噂うわさとなってすっかり広まっており、いまいる集団のあとからも、ひっきりなしに人々がやってくる最中だという。

「早く通してくれ。殿でん下かのお姿を見そびれちまう」

「ま、待て。待てといっている。いま確かく認にんさせる。そこから動くな！」

　兵たちと住民が路上で押おしあい圧へしあいしていたそのとき、不満を述べていた住民たちの口からいっせいに悲鳴があがった。

（今度はなんだ）

　住民たちは塀へいの向こうを指差している。振ふり仰あおいだ兵たちは、いっせいに「あっ」とか「うっ」とかいう声を洩もらした。

　あろうことか、現在レオ公子がいるはずの屋や敷しきが炎ほのおをあげていたのである。

　すでに赤々とした色を人々の顔に投げかけるほどの規模で、特に二階部分が激しく燃えている。兵たちも当然あわてふためいたが、

「なにがあっても人を通してはならぬし、なにがあっても持ち場を動いてはならぬ」

　と領主から命じられている。

　それもそのはずで、彼かれらはこの後、『騒さわぎを聞きつけて戻もどってきたオズエル』に率いられて、下げ手しゆ人にんを追うことになるはずだったからだ。

　ただし、オズエルの予定では屋や敷しきがすっかり火に包まれたあとになってからだ。まさかこの場を住民たちに見られるなどとは考えてもいなかった。

「なにをしているんだ！」

　住民たちが兵に向かって怒いかりと焦あせりの声をあげる。

「早くいって、火を消してこい」

「いや、その前に殿でん下かをお助けせねば！」

　兵たちも注意が散さん漫まんになった。その隙すきに、何人かの民たみが兵の制止を振ふりきって屋や敷しきに近づこうとしたのだが、門は閉ざされていたし、塀へいは垂直に高く、とてもよじ登れるものではない。

　と、そこへ、武装した兵の一団が新たに駆かけつけてきた。装備からして、同じく今宵こよいの警備に当たっていた者たちだろう。彼かれらは、

「なにを立ち止まっている。すぐなかに入って公子を救出せねば」

　といって、もともとこの場の警護に当たっていた兵たちに、門を開けるよう命じてきた。

「し、しかし、オズエルさまのご命令がある。屋や敷しきを守護する者たちがほかにいるからと──」

「馬ば鹿か者」新たに駆かけつけてきたほうの兵が声こわ高だかに叫さけんだ。「その守護兵たちがすでに討うたれていたらいかがする。これを放置していたら、それこそあとでオズエルさまに首を刎はねられてしまうぞ」

　確かに、状じよう況きようが状じよう況きようだ。

　鍵かぎを持っていた警備隊長が、門を外側から開けた。

「つづけ」

　駆かけつけてきた一団に促うながされる形で、「この場を動くな」と厳命されていたはずの警備兵たちも次々門の内側へと身を投じていった。
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　煙けむりが室内に入ってきた。

　壁かべが震ふるえるような音が相次いでいるのは、火矢が次々打ちたてられていっているのだろう。ネビルたちは動転の声をあげたが、レオ公子は多少強い風が吹ふきつけてきたというていどの関心で窓辺に目をやってから、席を立った。

「一階が火で閉ざされては逃にげ道みちもなくなる。降りるとしよう」

「ま、待て」

　それでも声をあげて制さねばならぬ立場のネビルであったが、

「ここで丸焦こげにされたいのなら、どうぞお好きに。ただしぼくたちがつきあわねばならない理由もないはずだ。ああ、そうだ、屋や敷しきの下働きの者たちにも声をかけねば。彼かれらはこうなることなど当然知る由よしもなかったはずだから」

　レオは素す手での護衛をともなってつかつかと足を運んでいく。

「待て。われわれが先をいく。ネビルらはあとにつづけ」

　ゴドウィンがかろうじて機転を利きかせた。レオ一行、そして呼び集められた使用人たちを前後で挟はさんだ。逃にげられなくしようというのだ。いったん足を止めたレオは肩かたをすくめた。

「それもお好きに。……ああ、あと武器を忘れぬことだ。きみたちにはきっと必要になる」

　棺ひつぎのほうを指してそんなことさえいう。

　情けなくはあったのだが、事ここにいたって隠かくしていても無む駄だだ、と判断して、ネビルたちは棺ひつぎを開けて、各おの々おのの武器を取り出して仲間たちに渡わたしていった。

　ネビルも得意の鉾ほこ槍やりを手にした。先せん端たんの鋭するどい穂ほ先さきに加えて、斧頭と鉤かぎ爪づめをもそなえた槍やりである。ただし当然普ふ通つうの槍やりよりも重く、多様な用よう途とにあわせて使いわけることのできる器用さと判断力が必要とされていて、これを使いこせる達人はなかなかいない。

　ネビルはその達人級の一人だと自負していたが、いまの状じよう況きようはどうだろう。

（火に追い立てられて、真っ先に殺すべき相手に道を先導されている。そしてその相手は、われわれとはちがう存在に命を狙ねらわれており、われわれもまたこの場で命を落とすのだという）

　謀はかられた。

　それはわかる。

　バールとオズエルが裏で共きよう謀ぼうして、教皇庁の兵であった自分たちにレオ暗殺の罪を着せようとしている、というくらいの想像はネビルにもついた。

（わからぬのは）

　レオ・アッティールだ。

　レオはすべて承知のうえでこの会合に臨のぞんだ。ネビルたちがレオ殺害の任を負っていることも当然読んでいたはずだ。問答無用で斬きり伏ふせられる危険を冒おかして、そしてオズエルによって火あぶりにされる愚ぐを犯おかしてまで、いったいなにをしようというのか？

　レオたちは一階の玄げん関かんホールで足を止めた。このあたりはつくりが厳重だ。しかしすでに目に見える範はん囲いにまで火が迫せまっている。熱気をともないながら、もうもうとした煙けむりも立たち込こめはじめていた。このままでは、火で焼かれるよりもまず煙けむりによって息ができなくなるだろう。

　レオは遅おくれて到とう着ちやくしたネビルのほうに目をやって、入り口のほうに顎あごをしゃくった。

「壊こわせ」

　という。ネビルが驚おどろくと、

「出入り口は施せ錠じようされているに決まっている。せっかく運び入れた武器だ。有効に使えばいい」

　まるで道理もわからぬ馬ば鹿かにいって聞かせるかのような口調でレオはいう。

　ネビルはもう驚おどろきを通とおり越こして呆あきれかえってしまったが、ほかの兵は血気に逸はやった。

「小国の公子風ふ情ぜいがわれらに命令を下せる立場か」

　と武器を振ふりかざすのだが、ネビルやゴドウィンが止める前に、レオ公子はけたたましく笑った。

「まだこの期ごにおよんでぼくを殺そうというのか。いじらしいまでに愚ぐ直ちよくなことだ。では聞くが、おまえたちにぼくを殺すどんな理由がある。そしてぼくを殺したところで、いったいなにを得られるというのだ」

「な、なにっ」

「すべての絵を描えがいたのはまちがいなくバール司教。かつてのおまえたちの敵にほかならない。バールはおまえたちを利用してぼくを殺し、そしておまえたちをも生かして帰すつもりはない。死体となった下げ手しゆ人にんの名は次々あきらかにされ、おまえたちはレオ公子殺害の罪をすべて負うことになるだろう」

　このとき、レオがもう一つの賭かけに出ていたことなど、ネビルたちは知る由よしもない。レオは、いまだネビルたちが何者であるかの確証は得ていなかったのだ。が、バールが彼かれらを利用しようとしたこと、そして彼かれらの名が明るみに出ても現ディティアーヌの名が可能な限り傷つかずに済む存在といえば、それは現政権の敵であった教皇庁にほかならないのではないか、と推察を得るための材料だけは揃そろっていた。

　ネビル、ゴドウィン、そしてその他の兵も、声を発することができなくなった。

　教皇庁を死守してきた彼かれらだ。あらゆる肩かた書がきを並べたようなお偉えらい僧そうや貴族たちが戦火から逃にげ出だすなかにあって、彼かれらだけは火の只ただ中なかに留まり、命を張って戦った。傷を負った仲間たちが笑え顔がおで、

「ではまた。神のお導きのもと、われらの魂たましいは健すこやかなる天上にてふたたびあいまみえよう」

　そういって、こちらを二倍も三倍も数で上まわる敵集団にわれ先にとかかっていった。その背中のことごとくを、ネビルたちは覚えている。

　いつしか、ネビルの目め頭がしらが熱くなっていた。

　ここで自分たちが教皇庁の名を汚けがすようでは、亡なくなった教皇猊げい下かにも、そして先に散っていった仲間たちにも顔向けできない。それならば、この火中で命を落とすほうがまだましだ。

（いや）

　ネビルは思いなおした。死んでもならぬのだ。ここで公子とともに亡なき骸がらになってしまえば、自分たちが直接手を下さなくとも、公子を殺害した罪を押おしつけられてしまう。

「くわっ」

　ネビルは鉾ほこ槍やりを振ふるって、扉とびらに斬きりかかった。斧頭の部分が堅かたい木材を割る。ゴドウィンが大だい剣けんをもってこれにつづいた。ほかの兵たちもならう。

　ほどなくして扉とびらが叩たたき壊こわされた。

　健すこやかな夜気が吹ふき込こんでくるより早く、ネビルたちは、完全武装した兵士たちの群れを視界にとらえていた。

　オズエル子飼いの兵たちだろう。屋や敷しきの警護に当たっていた連中と異なり、彼かれらはレオ暗殺の件を知らされてたはずだ。そのうえで、屋や敷しきから逃にげてこようとする連中を一人残らず殺す任を負っている。

　扉とびらが壊こわされたと見て、すばやく槍やりと盾たてとを構えた彼かれらであったが、顔を完全に覆おおった兜かぶとの向こうからも、動どう揺ようの気配が見て取れた。

　屋や敷しきを力ずくで脱だつ出しゆつしてくるのは予想できたことだったが、まさか、すでにレオ公子を手にかけているはずの教皇庁の連中と、その当のレオ公子が揃そろって出てこようとは。

　動どう揺ようが拭ぬぐいきれない隙すきに、ネビルたちが最初に襲おそいかかった。

　さすがは教皇庁の守りを一手に担になっていた男たちである。腕うでは抜ばつ群ぐんに立った。ネビルの鉾ほこ槍やりは神速ともいえた。一人、二人の兵を瞬またたく間まに打うち倒たおしていく。後ろで見ていたカミュはこれを見て「ほう」と唸うなり、倒たおれたオズエル兵の手から槍やりをもぎ取ると、

「おれも加勢する。くれぐれも敵味方をまちがうなよ」

　といってネビルの隣となりに並んで、自分も槍やりを振ふるいはじめた。

　クオン、アクアたちその他の親衛隊もまた敵から武器を奪うばって、玄げん関かん口から悠ゆう々ゆうと出てきたレオの左右に並んで護衛の隊列を組んだ。

　敵味方、激しく斬きり結んだ。

　ネビルは、激戦のなかにあって、一度だけちらりと後ろを振ふりかえってレオのほうを見た。

　左右に護衛をつけながら、戦いを見学している。

　子供のように見えた兵も、ネビルが想像していたよりはるかに腕うでが立った。公子にわずかでも近づこうとする兵がいれば、風のようにすばやく寄って、そして雷いかづちの速度で剣けんを叩たたきおろす。

　周囲一帯がめまぐるしく動くなか、レオ公子ただ一人が、まるでこの闘とう争そうとはまったく無む縁えんのように立ちつくしていた。見た目には細い。やつれて、こけた頰ほおには、しかし弱々しさどころか、なにか超ちよう然ぜんとした雰ふん囲い気きすら漂ただよっている。背後には、赤々とした巨きよ体たいをよじる竜のごとき火災。

　ネビルは心が震ふるえた。

　なにか尋じん常じようでないものを見た、と思った。

　すばやく向きなおって、敵の槍やりをかわしざま、鉤かぎ爪づめに引っかけた。力強く引くと、敵の手から槍やりが離はなれた。その隙すきにカミュの槍やりが敵の喉のど笛ぶえを突ついた。

　ゴドウィンもひときわ大きな剣けんを振ふりまわして奮ふん闘とう中。ひと振ふりするたびに嵐あらしが巻き起こるかのような峻しゆん烈れつさで、オズエル兵たちは誰だれもこの間合いに入れない。たたらを踏ふんでいるあいだにいつしかその嵐あらしに巻まき込こまれて、首を兜かぶとごと宙に浮うかせているのである。

　が、ネビルたちが一方的に敵を圧おせたのもわずかな時間でしかない。

　最初のうちこそ思わぬ展開に戸と惑まどったオズエル兵であっても、数は彼かれらのほうが圧あつ倒とう的てきに上まわる。別の出入り口に陣じん取どっていた部隊が、知らせを受けて次々合流。ネビルたちは敵が二重三重に描えがく包囲網もうの中心に位置させられた。

　いかに猛も者さ揃ぞろいの十字兵団出身者であっても、これを覆くつがえすのは至難の業わざだ。現に、仲間の一人、二人がすでに討うたれて、包囲網もうは着実に狭せばまりつつある。さらに数が減るようなら、こちらが臨時に組んだ隊列などはあっさり崩くずされて、あとは蹂じゆう躙りんされるばかりになるだろう。

（このままでは）

　修しゆ行ぎよう僧そうじみたネビルの顔にも不安の陰かげがちらりとのぞいたが、隣となりにいたカミュはあらぶる魂たましいが命じるままに槍やりを突ついており、まったく憂うれいの気配がない。ネビルは妙みような心持ちになった。神に殉じゆんずることを恐おそれないその姿は、かつての自分たちを見るようだ。

　と、包囲網もうの向こうから、さらなる新手が駆かけつけてきた。

　これがレオの親衛隊だというなら、逆転につながる劇的な一場面にもなったろうが、不運なことに、この一団もオズエル配下の兵たちである。

　万ばん事じ休す。

　さしものネビルも下した唇くちびるを嚙かみしめたとき。

　奇き妙みようなことが起こった。

「殿でん下か！」

「いま、お助けいたします」

　その新手の一団が、なぜか包囲網もうを後方から突つき崩くずしにかかったのだ。

　先ほどまで、屋や敷しき周辺の道を封ふう鎖さしていた警備兵たちである。

　──これを、オズエル・ターホリンの過あやまちだと単純にいってよいかどうか。

　オズエルが「公子暗殺」の目的を多くの者に伝えていなかったのはごく当然。警備兵たちはあくまで「屋や敷しきに誰だれも近づけるな」という命を受けていただけだ。「なにがあっても持ち場を動くな」とオズエルに厳命されていたのも、屋や敷しきが火に包まれたとき、彼かれらに動かれては困るからである。

　しかしそこに想定外の出来事が起こった。

　民衆が大挙して押おしかけてきていたのだ。さらに、それにまぎれるようにして別の警備兵たちがあらわれ、「門を開けろ」と怒ど鳴なってきた。

　そう、この者たちこそレオ親衛隊の面々である。レオが病気で寝ね込こんでいるあいだ、親衛隊は、オズエルが兵たちに支給しているのと同じ装具を準備していたのだ。

　民たみたちの騒そう然ぜんとした気配にまぎれ込こんだ彼かれらは、仲間をせっつく振ふりをして門を開けさせた。そうして、門の向こうへと躍おどり込こんだ警備兵たちが目もく撃げきしたものはなんであったか。いうまでもない。レオ公子が武装した集団に取り囲まれている場面である。そして、これも当然、

「その武装集団こそが屋や敷しきに火を放ち、公子を殺害しようとしている」

　と見る。

　だからオズエルにとってはまことに不運なことに、本来、オズエルに仕えるべき兵たちが、同じオズエル兵に武器を持って襲おそいかかる──という、奇き妙みような展開になったのだった。

「ま、待て」

　公子を包囲していたほうのオズエル兵がこの事態に当とう惑わくの声をあげても、

「問答無用！」

　警備を担当していたオズエル兵は、曲くせ者ものを討うち果はたそうと必死だ。彼かれらはなにせ、屋や敷しきに火が放たれたことそのものが、自分たちの落ち度だと感じている。のちのち、レオ公子やオズエルに叱しつ責せきされるやもしれない、と思うと、せめてこの曲くせ者もの集団だけは自分たちの手で討うち取とって、必ずやレオ公子の御おん身みを守らねば、という気持ちに駆かり立たてられる。

　こうなると、勝ち目がなくなったのはオズエル兵のほうだ。

　ただでさえ数の少ないネビルたちにも手を焼いていたところへ、後方からの挟はさみ撃うちである。

　襲しゆう撃げき者、警備兵、教皇庁の兵、レオ親衛隊──様々な境きよう遇ぐうにある兵たちだったが、炎ほのおによって照らされた影かげは一様に等しく、いくつも重なりあっては、一つ、また一つと消えていった。




　　　　　　　４




　屋や敷しきの柱が崩くずれ、二階部分が崩ほう落らくする大きな音がひびいたとき、そこへ遅おくればせながら馬を飛ばして駆かけつけようとしてきた者がある。

　オズエル・ターホリンその人だ。

「用件がある」

　と偽いつわって、いったん会合の席を立って屋や敷しきをあとにしていた彼かれは、その後、綿密に打ちあわせていたとおりの時間になると、

「なに。屋や敷しきが燃えているだと？」

　兵からの連れん絡らくを受け取って、あわてて馬上に身を投げる演技をした。ダーレンやベルナードなどとは異なって、自分で戦場に立つことはついぞなかった男だ。実は馬にも慣れていなかったのだが、この緊きん急きゆう時において、馬車で駆かけつけるのも、部下の馬に相乗りするのも、どうにも格好が悪い。そこで仕方なく自ら馬を駆かった。扱あつかいに四苦八苦しながら、屋や敷しきへの道を進んだ。遠目からでも火災は見えた。

　胸が躍おどりながらも、見た目には、公子が心配でたまらぬ、という風ふ情ぜいをよそおった。

　オズエルはしかし、途と中ちゆうで想定外のことに気づいた。道を封ふう鎖さしているはずの警備兵がいないのである。本来、オズエルはここを馬で駆かけていきながら、火災現場を啞あ然ぜんとして見守っている彼かれらに、

「なにをしている。命令を与あたえられなければ自分で動くこともできないのか。わたしについてこい。殿でん下かをお救いするのだ！」

　などと檄げきを飛ばし、彼かれらを率いる形で屋や敷しきに急行する予定であった。

　が、兵たちの姿はなく、代わりに、なぜか民衆たちが集まっている。

「ターホリン侯こうだ」

　目ざとい若者が馬上のオズエルを指差せば、

「オズエルさまがいらっしゃったぞ！」

　初老の男が感謝の声をあげて、

「どうか、殿でん下かのもとに、お早く！」

　婦人が手を揉もみしぼりながら訴うつたえてくる。

　オズエルは嫌いやな予感がした。ただし、ここまで衆目にさらされている以上──そして公子が襲おそわれているという事実を彼かれらが知っている以上──いまさら引きかえせはしない。

（結果さえあればよい）

　オズエルは思いなおした。たとえ警備兵が火災に誘さそわれていたにしても、屋や敷しき内でレオが討うたれているのは確実だろう。

「教会に改築途中だった屋や敷しきは燃え落ちて、あとには、レオ公子と、ディティアーヌ僧そうたちの死体が残されていた。そしてディティアーヌの僧そうたちは、実のところ、現教会に敵対する教皇庁の者たちであった」

　という事実だけがそこにあればいい。

　オズエルは数少ない兵を供に、もはや建物としての外観を失いつつある『屋や敷しき跡あと』に辿たどり着ついた。

　まず目に留まったのは、庭のあちこちで死し骸がいをさらしている兵どもだ。屋や敷しきに火を放った襲しゆう撃げき者たちのほうである。オズエルは青ざめかけたが、次いで、

（おお）

　朗報と思える光景が目に飛とび込こんできた。

　ネビル、ゴドウィンといった、ディティアーヌ側の代表者たちが、警備兵に取り囲まれている。

「よ、よくぞやった」

　ほとんど転げ落ちるような勢いで地面に降り立ちながら、オズエルは叫さけんだ。

「その者どもらが下げ手しゆ人にんか？　話は聞いているぞ、会合の途と中ちゆうで突とつ如じよ武器を取り出し、公子を襲おそったとか」

　想定外のことが起こるには起こったようだが、結果としては同じことだ。武器のない公子たち一行を彼かれらが仕留めそこなうはずはない。目的は達せられたのだ。あとは、捕つかまえたネビルたちに真実を吐はかせる振ふりをして、予定していたとおりの展開に持っていければいい。

　オズエルは膝ひざを折って、その場に崩くずれ落おちた。

「なんということだ！」

　一世一代の大おお芝しば居いだ。おびただしい炎ほのおと煙けむりを一心不乱に吸いあげていく夜空めがけて、彼かれは喉のどを震ふるわせながら大声をあげた。

「このわたしが屋や敷しきを離はなれてさえいなければ。ああ、殿でん下か、お労いたわしや。わが所領にてこのようなことになろうとは、まさしく痛つう恨こんの極きわみ──」

「そこまで自分を責めることはない、オズエル」

「な、なにをいうか。公子殿でん下かが亡なくなられたのだぞ。それでなぜ自分を責めずに──」

　反射的に声のしたほうを見やったオズエルの目が、ひん剝むかれた。

　ネビル、ゴドウィンの後ろから、レオ・アッティール公子その人がゆったりとした足取りであらわれたのだ。オズエルはまさしく亡ぼう霊れいを見た気分になった。

「ぼくが亡なくなった？　とんだあわて者だな、オズエル。ぼくはご覧のとおり、ぴんぴんしている。自分をそれほど責める必要はない」

「あ、う」

　オズエルは一時、目を白黒させるばかりでまともに声も出せなくなった。

（な、なぜ。なぜだ）

　胸中では吠ほえ放題に吠ほえている。

（役やく立たたずどもめ。なにが腕うでの立つ十字兵団だ。護衛もついていない小こ僧ぞっ子こ一人殺すことができぬとは！）

「ただし、オズエル。警備に手て抜ぬかりがあったのは事実だ。ぼくが危あやうく命を落としそうになったのも」

「そ、それは無論、ええ、それはもう」

　オズエルは咳せき込こみながらも、かろうじて声を出すことができた。いつしか額ひたいから滝たきのような汗あせがあふれており、拭ぬぐうのにも必死だ。

「し、しかし、殿でん下かのお命を狙ねらうとは不届き千万。そこにいる者どもらが下げ手しゆ人にんで？」

　オズエルはネビルらを指したのだが、レオは「まさか」と笑い飛ばした。

「彼かれらが下げ手しゆ人にんなどとはとんでもない。むしろ、彼かれらは身をもって襲しゆう撃げき者からぼくを守ってくれたのだ」

　オズエルの喉のど仏ぼとけが上下した。ネビル、ゴドウィンらがこちらを見る眼まな差ざしには、血ち塗ぬられた彼かれらの得え物もの同様、刃やいばの鋭するどさがある。

「さて」

　とレオは、いまだ火を盛さかんにあげつづける『屋や敷しき跡あと』をちらりと見やったあと、ふたたびオズエルに目を向けて、

「少し話せるところにいこう、オズエル」

　といった。

　オズエル・ターホリンは地面に崩くずれ落おちた姿勢のまま、背中をかすかに丸めた。




　レオ・アッティールはカミュとクオンのみを連れて、アコンレイの城に入城した。

　オズエルが驚おどろいたことに、すでに城内のあちこちに親衛隊の姿がある。

　部屋に勝手に出入りしては、城の人間を問いただしたり、部屋の様子を探さぐったりしているのである。

「調査をしている」

　とレオは簡潔に述べた。

　自分の命が狙ねらわれ、そして狙ねらった者の正体がわからない以上、調査の手を方々に伸のばしている、と。

　オズエルには抗あらがえない。

　自分の城だというのに彼かれはレオに先導される形で、城右う翼よくの見張り塔とうに通じる、狭せま苦くるしい部屋へと連つれ込こまれた。

　石いし壁かべに挟はさまれた、粗そ末まつな木のテーブルと椅い子すが何脚きやくかあるだけの、殺風景な部屋だ。見張りの兵たちが休きゆう憩けいに用いるための場所だった。

　まずレオが腰こしを落として、その対面側に座すわるようオズエルを促うながした。

　オズエルは顔を伏ふせがちにして、レオがなにかいうのを待ったが、アトールの第二公子はなにもないこの部屋を興味深げに見ているきりだ。やがて、

「ま、まさかとは思いますが」

　刺さすような沈ちん黙もくに耐たえかねて、オズエルが口を開いた。レオは彼かれのほうを見ようともしなかったが、オズエルは干ひからびた唇くちびるを唾だ液えきで湿しめしながらつづけた。

「まさか、殿でん下かは、このわたくしめを疑ってらっしゃるので？」

「城を調査させているのは、あくまで念のためだ。むしろ、のちのちターホリン侯こうに疑いの目がかからぬためでもある」

「で、ありましょうが。し、しかし、よからぬ噂うわさがあると聞きます。殿でん下かが病で倒たおれられた際にも、このわたくしが毒を盛ったのではないか、とそのような流りゆう言げんが飛とび交かったと──」

「ぼくは狙ねらわれている」

　レオは自分の胸を指し示して、朗ほがらかにいった。

「アリオン領内にいるときも殺されかけた。別べつ荘そう地ではダーレンにも襲おそわれた。そして今回。あまりに命を狙ねらわれるので、もう出会う者ことごとくがぼくの死を望んでいるのではないかと疑わずにはいられないほどだよ。だから、オズエル。たとえおまえがぼくをひそかに毒殺しようとしたとしても驚おどろきはしないさ」

「お、お戯たわむれを申されますな」

　相変わらず汗あせがとめどなかった。ヘイデンを迎むかえた晩ばん餐さん会のとき、ただの少年のようだったレオに大人の態度で対していた男と同一人物だとはとても思われない。

　そこへ酒が運ばれてきた。ぶどう酒をなみなみ満たした杯さかずきを二つともレオが手に取り、片方をオズエルに差し出した。

「ディティアーヌのジェミリ司祭も喜んでくださった酒だ。ベルナードのところから持ってきた。あそこはぶどう酒のよい産地らしいな」

「ええ、まことに、あそこの酒は、ええ──」

　心ここにあらずといった感じで返事をしながら、オズエルは必死でどう言いい逃のがれするべきか考えている。

　レオが自分に疑いをかけているのはまちがいない。まずは、どのような手を用いてでも、この場を切きり抜ぬけなければならなかった。城を丸ごと満たすほどの量で噓うそを並べ立てることになろうとも、はるかに年下のレオに泣きすがる羽目になろうとも、とにかく、なにがなんでも。

　そしてわずかであれ身み柄がらが自由にされたなら、その瞬しゆん間かんにでも、アリオンに亡命する以外にはない。ただし思おもい描えがいていたとおりに華はな々ばなしく迎むかえられるといったことはないだろう、と覚かく悟ごはしていた。夜道を、人の目を忍しのびながら、惨みじめに落ちのびていく自分の姿を想像して、オズエルは泣きたくなった。

　酒しゆ杯はいを手に取り、ひと口、二口と喉のどの奥おくに流ながし込こむ。

「美う味まいか」

「ええ」答えながらも、味などはわからない。「で、殿でん下か、ターホリン家は公王家とも縁えにしの深い家。どうか、つまらぬ流りゆう言げんなどにたぶらかされることなく、冷静に、真実をもってご判断いただければ」

「だからそういっている」

「いえ、そうでありましょうが、しかし」

　なおも言いい募つのろうとしたオズエルだったが、舌がもつれた。

　よほど緊きん張ちようしているらしい。オズエルは気を取りなおして言葉をつむごうとしたが、今度は口のなか全体が痺しびれたみたいになっていて、自分が口を開けているかどうかの判断もつかなくなった。自然、口こう腔こう内から唾だ液えきがこぼれ落ちる。

「でんか」と彼かれはゆったりといった。「で、でんか」

「酒は美う味まかったか、オズエル」

　もう一度レオは聞いた。

　オズエルは眉み間けんを撃うち抜ぬかれたような思いがした。

　席を立とうとする。しかし身体に力が入らない。椅い子すが後ろに倒たおれて、オズエルは惨みじめに尻しり餅もちをついた。

「レ、レオ、れお、貴様」

　壁かべに手をついて立ちあがろうとする。生まれたての馬みたいに足を震ふるわせ、腰こしをわななかせながら、ようやくのことで立ちあがったが、しかしそのとき手が滑すべった。石いし壁かべに些さ細さいな爪つめ痕あとを残しながらふたたびしゃがみ込こむ。とともにオズエルは深く咳せき込こんだ。瞬しゆん間かん、石の床ゆかにびしゃりと跳はねたのは、先ほど飲んだばかりのぶどう酒だ。もう一度吐はいた。

（これは──）

　オズエルは恐おそる恐おそる自分の口を拭ぬぐった。この赤い色は、ぶどう酒ばかりではない。血の色だ。

　急に呼吸が荒あらくなった。一つ息を吸って、一つ吐はく、こんな単純なことが、いつしか困難になっている。吸っても、吐はけない。かと思えば、吸う息が近くに見当たらない。

　めまいもしてきた。すぐ近くにいるはずのレオ・アッティールの姿さえ輪りん郭かくがぼやけて、詳しよう細さいな像を結ぶことはない。

　オズエル・ターホリンの視界のなかで、レオは不気味な笑えみを浮うかべていた。

（貴様。貴様が──）

　無意識のうちにオズエルは自分の胸を搔かきむしっていた。邪じや魔まなので衣服は引きちぎった。胸に十分なほどの引っかき傷ができたのち、オズエルは仰あお向むけになった。

　あとは、もうどのようなものであれ、オズエルの頭を悩なやませることはなくなった。

　レオは一部始終を見届けてから、杯さかずきに残っていた自分の酒を飲み干して、そして席を立った。

「これは、どうしたことだ」

　と、ずっと傍かたわらに位置していたカミュに聞く。

　コンスコン寺院の僧そう兵へいは軽く頭をさげて、

「オズエル・ターホリン侯こうはおのが罪に耐たえられなかったのでしょう。レオ殿でん下かに尋じん問もんを受けている最さ中なか、もはや逃のがれられぬと覚かく悟ごして、服の隠かくしに忍しのばせていた毒を自分の酒に混入。ご自害をなされた」

「そうか」とレオは無表情に頷うなずいた。「では、そのように」

「はっ、そのように」

　カミュは一礼した。

　その態度は鉄てつ壁ぺきのように揺ゆらぐことがない。レオが毒を飲むなら自分も、と覚かく悟ごした男であった。

　レオ・アッティールは一礼したままのカミュに見送られて、狭せまい室内から出た。

　見張りの塔とうから出ると、生ぬるい風が吹ふきつけてきた。

　ようやく雲が晴れてか、今宵こよい、見あげる空には星が多い。

「誰だれか、誰だれかあるか」

　室内からは早さつ速そくカミュが大声で人を呼んでいるのが聞こえる。

　すでに夜も深まりつつあるが、城内ではいまだ大勢の人が起きている。ほどなくして、さらなる騒さわぎに包まれることになるだろう。

　そうなるまでの静けさを束つかの間ま楽しむみたいに、レオは長いこと星を見あげつづけていた。










　終章




　パーシー・リィガンがグィンバーを発たってアコンレイに向かったのは、オズエル・ターホリンの死が伝えられてから約十日後のこと。

　アーコンの土地は、どの街や村も騒そう然ぜんとなっていた。

　ダーレン・アクティカのことがあったばかりである。公国領内の大半がそうであったように、アーコンの土地の人間にとっても、ダーレンは、

（公王家に矢を射かけようだなんて馬ば鹿かな貴族さまもあったものだ）

（寺院を救ったと評判の公子殿でん下かに嫉しつ妬としたにちがいない）

　このように誹ひ謗ぼう中傷の対象であり、いわば対岸の火事でしかなかったのだが、まさか自分たちを統治する領主までもがレオ暗殺を謀はかるなどとは、思いもしなかったのである。

　それも、アコンレイの城を調査した結果、先に死したダーレンとのつながりを思わせる書類がいくつも見つかったらしい。

　アーコンの人々は驚おどろき、嘆なげいた。

　領主が死んだことで、若い人間たちはなにかいままでの日常とはちがう日々が訪おとずれるのではないかと期待をし、あるていど歳としのいった人間たちは、平へい穏おんな日々が壊こわされるのではないかと危き惧ぐをしていた。

　宮きゆう廷ていでの反応も様々あると聞く。

　いつものパーシー・リィガンならば、ティワナに遣つかいをやるか、実家の人間に頼たのんで情報を集めているかしているところだが、いまはその余よ裕ゆうがない。

　彼かれは、レオ公子に怒いかりを抱いだいていた。

　自分と意見を同じくしない者をあっさり置き去りにしたような公子だ。

（そうか、わたしなどは必要とされていないのだな）

　パーシーは半ば以上はふてくされて、公子に命じられたとおり、グィンバーに留まって親衛隊の一部を預かっていた。

（ご自分で罠わなと知っていて飛とび込こんでいかれたのだ、好きになさるがいい）

　自分が放っておかれたのだから、自分のほうもレオ公子を放っておくつもりでいたのだが、そんな気持ちが虚きよ勢せいに過ぎないことは、誰だれあろうパーシー自身がいちばん理解していた。

　グィンバーにて日々を過ごした。

「公子が病に倒たおれられたそうな」

　という噂うわさを耳にしたときには、すでに当のアコンレイにおいては決着がついていた。

　オズエルの死が伝えられたとき、自分がなにをどう思ったか、実は定さだかではない。驚おどろきもしたし、感服もしたし、やはり怒いかりを抱いだいたような気もする。

（なにかにつけて急がれる方だ。これでは、いずれ路ろ傍ぼうの石っころに蹴けつまずきかねん）

　パーシーは馬を駆かってアコンレイに急いだ。

　まず出で迎むかえたのはクオンだった。

　すでに陽も落ちていたが、パーシー自身、気が急せいていて、

「殿でん下かはどこにおられる」

　とすぐにでも会うつもりでそう聞いたのだが、クオンは頭を左右に振ふった。

「もう休んでいる──いや、休んで、おられる。明日、会うといい」

「休んでいる？」

　陽が落ちているといっても、まだ宵よいの口くちだ。

　オズエルの死によってティワナでどのような騒さわぎになっているか、調べずともあるていどの想像がつく。いつもの公子なら先手を打って、すぐにでもティワナへ発たって事情の説明をするくらいのことはしているはずだ。

　なのに、それはひとまず部下の者に任せて、自分はアコンレイの城でゆるゆると休んでいるという。

「どうしたことだ。公子は、政敵をひとまず平らげたと信じきって、気がゆるんでおられるのではないか」

　パーシーは常になくクオンに詰つめ寄よった。クオンはうるさそうにしていたが、いっこうにパーシーが引かないと知ると、仕方なさそうにオズエルを死に追いやった経けい緯いを説明した。

（なんだと）

　パーシーの顔から血の気が引いた。

　驚おどろくとか、感服するとか、怒おこるとか、もはやそのような段階ではない。

　レオ第二公子は、オズエルの目を欺あざむいて情報を集めるため、自ら毒を飲んだという。その後こう遺い症しようゆえか、いま、一日の半分くらいは寝ね床どこで過ごさねばならない容態らしい。

「体調は徐じよ々じよによくなっている。医師にいわせれば、あとひと月もすれば身体も楽になるだろう、と。──おい、どうした」

　少年兵がとっさに手を差さし伸のべたのは、パーシーが足もとをふらつかせたからだ。若きアトール貴族はクオンの手を乱暴に振ふり払はらいながら、いっそのこと笑いたくなる思いがした。

（これでは、わたしなどが身を案じていても仕方がない）

　泣き笑いのような顔になって、そう思う。

（公子の敵がどこにいるか、そしていつ公子に刃やいばを振ふりかざしてくるか、わからない。──常にそう思って警けい戒かいに当たっていたところで、なにせ公子自らが毒を飲むなどということをなされるのだ）

（好きにするといい、レオ公子。もうわたしは知らない。誰だれの言葉にも耳を貸さず、誰だれが身を案じていようとも気にもしないというなら、もう自分一人で思うがままにやるといい。あのような命知らずの小こ僧ぞうのことなど、知るものか）

　パーシーは一人で盛さかり場ばにいって、美う味まくもない酒をあおった。

　が、すぐに城から遣つかいの者があらわれた。

　クオンのいったとおり、すでにレオは寝ね床どこで休んでいたが、そのクオンからパーシーが到とう着ちやくしたことを知らされると、

「会おう」

　といって、使者をよこしてきたらしい。

　捜さがすのに苦労した、という顔をする使者を、パーシーはじろりとねめつけた。

　早くも酔よいがまわっている。

　リアナの父ギムレーが接近してきたときみたいに、また断ってやろうか、とも思ったが、

「『会おう』、ふん、『会おう』、か。よし、おれも会ってやろう」

　そういって千鳥足で酒場を出た。

　城に近づくにつれて、ふたたび怒いかりが首をもたげてきた。さっきは、

（公子のことなど知るものか）

　とは思ったものの、ここはやはり恨うらみ言ごとの一つも口にせずにはいられない。

（世のなかすべてが自分の思いどおりになるとでも思っているのか。この馬ば鹿かが。おまえなどは毒でも刃やいばでも好きなだけ吞のんでくたばってしまうがいい）

　あらぶる感情が、ブツブツとひとり言になって洩もれている。

（ああ、こういってやるとも。それで親衛隊から外されようが、怒おこった公子に刺し客かくを差し向けられようが、知ったことじゃない。わたしも好きにやるさ）

　今度は忍しのび笑わらいをはじめた。使者は気味悪そうにしながらも、レオが休んでいる部屋にパーシーを通した。

　扉とびらを開けると、控ひかえの間になっている。そこにカミュがいた。

「貴様」

　とまずパーシーはいった。とっさに胸むな倉ぐらをつかもうとしたが、その手をかわされる。

「なにをする？」

「うるさい。おまえがついていながら、どうして」パーシーは濁にごった目でカミュをにらみつけた。「なにが神の敬けい虔けんな信者だ。おまえの信しん仰こう心など、その辺の犬にでも食わせてやれ」

「パーシー、酔よっているな。正気じゃないおまえを殿でん下かに会わせるわけにはいかん。明日、酔よいを醒さましてから出直してこい」

「正気じゃないのはどっちだ、この糞くそ坊ぼう主ず。おまえの性しよう根ねを叩たたきなおしてやる」

　殴なぐりかかる。不意を突つかれたカミュは、胸あたりにパーシーの拳げん骨こつを受けた。「貴様」と今度はカミュが唸うなった。

「おれのほうこそ、いまこの場で酔よいを醒さまさせてやってもよいのだぞ。少々荒あら療りよう治じになるだろうがな」

「望むところだとも」

　二人がいまにも取っ組みあいをはじめそうになったとき、

「カミュ」

　部屋のほうからレオの声が聞こえた。するとカミュは一いつ瞬しゆんでわれに返った。

「お騒さわがせして申しわけありません、殿でん下か。すぐにこの酔よっぱらいを追い出しますので──」

「いや、いい。パーシーを通してくれ」

　カミュは「しかし」と抗あらがったが、レオの命令は覆くつがえらなかった。さらに、

「二人きりで話したい。カミュは席を外してくれないか」

　ともいう。

　カミュは不承不承、その場から外に出た。もっとも、出ていきしな、パーシーに小声で、

「部屋のすぐ外で待っている。騒さわぎが聞こえたら駆かけつけるからな。そしてそのときこそ容よう赦しやせん」

　と忠告を与あたえるのは忘れなかった。

（ふん）

　パーシーは唾つばを吐はき捨すてたい思いがしながら、控ひかえの間からレオの寝しん室しつのほうに歩を進めた。

　レオ・アッティールはベッドの上で身を起こしていた。

　その姿をパーシーは目もく撃げきした。

　用意していた言葉を一いつ気き呵か成せいに吐はき出だそうとした。

　口の裏まで出かかっていた言葉が、しかし突とつ如じよとして消きえ失うせた。

　代わりに、なにをしたか。

　パーシー・リィガンはベッドに歩み寄っていきながら、レオに殴なぐりかかったのだ。

　石いし壁かべに穴をも穿うがつほどの拳こぶしは、しかし、レオの頰ほおでぱちんという乾かわいた音を立てただけだった。

「なんと」

　とパーシーはいった。レオの肩かたを摑つかんで揺ゆさぶりながら、

「なんと、情けないお姿だ」

「いってくれるな」

　レオは微ほほ笑えんでいる。

　眼がん窩かは落おち窪くぼみ、頰ほおは限界にまでこけて、肌はだの色は薄うすく黒ずんでいる。毛布に隠かくされてはいるが、その手足はいまや針のように細くなっているのだろう。毒を飲んで数日後には、「容態が落ち着いた」として会合に参加したはずのレオであったが、そんなものは身を削けずった芝しば居いに過ぎなかった。実際は、落ち着きを見せることなどなく、日を経るごとにじわじわとレオの身体は毒に蝕むしばまれつづけていったのである。

「こうするしかなかった」

「ふざけるな。ほかに、いくらもあったはずだ。なのに、自分だけが正しいと信じてやった結果が、このざまだ」

「オズエルは死んださ」

「おまえも死にかかっている」

「すぐもとどおりになる」

「しゃべっているだけでもつらそうなのに？」

「ああ」

「馬ば鹿かが」

「ああ」

「馬ば鹿か」

「パーシー」

　レオは、自分の肩かたを摑つかんでいたパーシーの手に、自分の手をそっと添そえた。これも肉を失って骨ばったその手が震ふるえた。レオが震ふるえているのではない、パーシーのわななきが伝わったのだ。

「泣いているのか？」

「泣きたくもなる。どうして、泣かずにいられましょう」

　パーシー・リィガンの目からこぼれ落ちた涙なみだが、次々とレオの胸に落ちていった。

（ああ、そうだ）

　パーシーの脳のう裏りを、取りとめもない言葉がぐるぐると駆かけ巡めぐっていた。

（おれは、こんなにも）

（おれは、こんなにも、この公子を愛している）

　あまりに頼たよりなく、あまりに孤こ独どくで、頭が切れて、行動力に満ちていて、ぞっとするほど残ざん忍にんで、不安になるほど心優やさしくて、あまりに危なっかしいので長いこと見てはおられず、かといって目を離はなしていればなにをしでかすかわからぬ怖こわさもある、この公子を。

　パーシー・リィガンは気づいた。

　捨て置かれたときの怒いかりも、ここアコンレイに来てから抱いだいた憎ぞう悪おに近いほどの感情も、すべては公子を愛するがゆえだ。
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　公子のために槍やりを取り、かの者に危難が迫せまれば率そつ先せんして盾たてになろうとすら考えるのは、もはやただ単純に、

『面おも白しろい』

　からだけではない。

（公子こそがアトールを新しく担になうにふさわしいお方だ）

　そういう期待もある。

（公子がいなければ、おそらくアトールなどはアリオン、ディティアーヌという巨きよ大だいな肉にく食しよく獣じゆうにいずれ取って食われるだろう）

　そういう不安とてある。

　そうしたすべての感情をひっくるめて、パーシー・リィガンはレオを愛していた。

　たとえこの先、意見の相そう違いからまたぶつかりあうことがあろうとも、きっとこの感情ばかりは変わることはあるまい。

「すまない、パーシー。きみのいうことが正しいのはわかっていた。急ぎすぎたというのもわかっている。だが、いまは急ぎすぎなければならないときだった。正しさを強ごう引いんにねじ曲げてでもやらねば……」

　ここでレオが咳せき込こんだので、

「もうなにもおっしゃいますな」パーシーが静かに押おしとどめた。「いまは、身体を休めてくださいませ」

「ぼくがこのまま眠ねむりについて……目覚めたとき、きみがもうどこにもいない、ということはないだろうか」

「あり得ませぬ」

「本当に？」

「なにを恐おそれていらっしゃるのです」

「恐おそれて……そう、恐おそれていたのか。きみの制止を振ふり切きってでも事をなすべきだと信じていたのに、いざ事がなってしまえば、パーシーのことが気がかりだった。ひょっとして、ぼくに愛あい想そをつかして、いまごろはもうグィンバーから、あるいはアトールからさえもいなくなってしまったのではないか、と。ぼくはひょっとしたら、無二の仲間を、友人を、兄を失ってしまったのではないかと」

「ご安心なさいませ。パーシー・リィガンはどこへもいきませぬ」

　微ほほ笑えんだパーシーは、まるでぐずる幼おさな子ごを眠ねむりにつかせる父のように、

「昔教わったおまじないがございます。それを一つ授さずけて進ぜましょう。もしパーシーがどこにも見当たらず、どこへいってしまったのかわからなくなったときには、人差し指を立てながら、ピケ、ロッタ、トリンという三人の妖よう精せいの名前をおっしゃい。これでこの妖よう精せいたちは殿でん下かの指に宿ります。そしてご自分の髪かみの毛けを一本だけ人差し指に巻きつけて、『パーシー・リィガンを捜さがしておいで。見つかるまでここから出してあげないよ』と告げるのです。さすれば、妖よう精せいたちの魔ま法ほうの力によって、たちどころにパーシーは殿でん下かの御おん前まえにあらわれ出いでるでしょう」

「覚えておこう」レオも微ほほ笑えんだ。「ピケ、ロッタ、トリンか。ピケ、ロッタ、トリン……」

　繰くりかえし妖よう精せいを呼んでいた声が小さくなり、やがてレオは静かな寝ね息いきを立てはじめた。

　パーシーは公子に毛布をかけてやって、踵きびすを返かえした。

　……のちの歴史家はいうのである。

　レオとパーシー、二人の分ぶん岐き点は『ここ』であったと。

　パーシーはこのとき、レオとの情などにほだされず、槍やりを向ける覚かく悟ごを持ってでも公子をいさめるべきであった。公子の思考、行動力、危険性を身近にいる人間のなかでもっとも知りつくしていながら、パーシーは情によって取るべき行動を誤ったのだ──とすらいわれた。

　だが、歴史を俯ふ瞰かんで眺ながめる立場の声が、その時代時代を生きている人間にとっていったいなんの意味があるだろう。

　レオもパーシーも若い。

　その若さの奔ほん流りゆうから生まれた結果が、一つ、また一つと積み重なっていくだけである。




　その後のことを端たん的てきに述べよう。

　まず、レオ・アッティールは、ディティアーヌに感謝の言葉を連ねた書状を送った。

　オズエルに暗殺されそうになったとき、おそらくはオズエルがレオを欺あざむくためだけに呼び寄せたディティアーヌの僧そうたちが、獅し子し奮ふん迅じんの活かつ躍やくを見せつけて自分を守ってくれたことに対して。

　レオはあえてこれを声こわ高だかに宣伝し、ディティアーヌの領内においても広めた。

「オズエルが十字教を暗殺の手段などに利用したのは遺い憾かんであるが、しかし神のお導きこそほむべきかな。オズエルは利用するつもりで、しかし潔白の勇士たちとわたしとを結びつけてしまったのだ。わたしと彼かれらとはたちどころに互たがいを理解し、そしてオズエルの野望をも見み抜ぬいて、これを打うち砕くだいた。ぜひ、勇士たちには公国内における布教の手助けをしていただきたい。彼かれらが憂うれいなく聖務をまっとうできるよう、彼かれらのご家族をも国に招きたいが、いかがであろう」

　ディティアーヌ領内にいる民衆のあいだでもレオの言葉は評判を呼んだ。

　バールの味わった苦々しさはいかばかりであったか。裏に、レオの脅おどしが含ふくまれているのはいうまでもない。

（わかっているぞ。誰だれがオズエルのための刃やいばを裏で研といでやったのか）

　ネビル、ゴドウィンらが家族と再会できたのは、オズエルの死から二か月後である。ちなみにこの二人は時同じくしてレオの親衛隊に名を加えている。

　その後、レオはネビルらと同様、アトール領域に留まることとなったジェミリ司祭とともに、アーコン地方における信教の基き盤ばんづくりをおこなうこととなった。

　そのころには「オズエルに毒を盛られた」と噂うわさのレオも、アーコンの事件以降フロリーがつきっきりで看病してきた成果もあってか、あるていど体調が戻もどってきて、いよいよそのフロリー・アングラットとの結けつ婚こん話も具体性を帯びてきた。

　傍はた目めからすれば、政敵を見事退しりぞけ、アリオン王国の令れい嬢じようとの結けつ婚こんを控ひかえたレオは一路順風に見える。

　が、これもいよいよというべきか、レオと公王マグリッドのあいだに横たわる亀き裂れつがついには無視できぬところまで広がりつつあった。

　ダーレン、オズエルの死が相次いだことによる衝しよう撃げきは大きい。この二人がそれに値あたいすべき罪を背負っていたのは当然知れわたっていたが、マグリッドのおののきはそうした事情とは無関係である。

（あの息子むすこめは、気に入らぬとあればわたしにも剣けんを振ふりかざすのではないか）

　たとえダーレン、オズエルに非があろうとも、たとえレオの正義に一点の曇くもりもなかろうとも、肝かん心じんなのは、その『正義』を独断でやり遂とげるレオの危険性である。

　ころ悪あしく、

「ブラントンの奴やつはこのところ弱気になっておるようだ」

　公こう妃ひキルステンの部屋を訪ねたマグリッドは、その夜、レオの兄のことを話題にした。

「いかがなさいました？」

「あ奴やつも二は十た歳ちになった。そろそろよい相手を見つけて、城の一つも与あたえてやろうといったのだ。そのとき正式に次期公王の位、王おう世せい子しの称しよう号ごうを授さずけてやろうとも」

「まあ」

　キルステンは慎しん重ちようそうな相あい槌づちを打った。

「ところが、ブラントンは辞退した。『自分ではまだまだ荷が重い』とな」

「まあ、あのブラントンが。レオが帰ってくるまでは、あれほど自信に満ちていて、陛下がお気に病やまれるほどでしたのに」

「その、レオだ」

　寝しん台だいの上のマグリッドは、妻が半ば強ごう引いんに『レオ』の名を出したのも気づかぬ風に、どこか苦々しそうに頷うなずいた。

「おそらくはレオに感化されたのであろう。なるほど、あ奴やつはやることなすことがいちいち派手だ。民衆のあいだでも噂うわさになっていると聞く。次期公王はレオがもっとも望ましいのではないか、それに比べると兄のブラントン公子は頼たよりなさが目立つ、と──」

「レオは、あの子は、危険な存在です」

　キルステンはぬくもりを求めるような仕草で夫の身体に擦すり寄よった。その白い肌はだは三人の母であるのが信じられないくらい、いまだ若々しい。

「ですが、その危険なレオに対し、真っ正直に恐おそれをなすようでは、ブラントンがいささか心もとないのも事実。陛下──、であるなら、次期公王にもっともふさわしいのはロイではないでしょうか。あの子もいまだ幼い身なれど、このまま健すこやかに発育を遂とげれば、まちがいなく陛下のご意志に沿う後こう継けい者になりましょう。いえ、このわたし、キルステンが命を削けずってでも、そのように育てますれば」

　キルステンは、早くも溺でき愛あいする末っ子が公王の座に着いたところを想像したものか、目にうっすらと涙なみだをたたえたまま、そういった。










　語り手、空へ（四巻『あとがき』に代えて）




　いま、レオ・アッティールにまつわる物語をことさら耳にしたい人物など、さほど多くはない。わかってはいたことだった。『彼かれ』が客人として招かれたこの宮きゆう廷ていでも、最初は人が山のように押おしかけていたものだったが、現在の広間に聴ちよう衆しゆうは数えるほどしかいない。

　なんでも、現在この国は隣りん国ごくガーベラとの交流が盛さかんであり、そのガーベラで隆りゆう盛せいを極きわめた騎き士し道どう物語の数々が宮きゆう廷ていでも人気を集めているという。貴族たちは皆みなこぞって、各おの々おの主しゆ催さいする晩ばん餐さん会にガーベラ王国の吟ぎん遊ゆう詩し人じんを招きたがった。善良な騎き士しが美しい貴婦人のために邪じや悪あくを滅めつする物語に、夜ごと、うっとりと客人たちが聞きき惚ほれている。

　そんな華はなやかな騎き士し道どう物語に夢中になっている人々にすれば、胸のすくような勧かん善ぜん懲ちよう悪あくの要素にとぼしく、また胸を焦こがすような恋れん愛あいの場面も不足しているレオ・アッティールの物語は、いささかならずとも地味で、色気に欠けたものに感じるのであろう。

　──そのなかにあって、

「それで、どうなったのだ。公王はどう動いた。レオ公子はどう立ちまわった？　いや待て、年代的には、そろそろディティアーヌの内乱が再燃するころだな。となると」

　ただ一人、レオの物語に熱意を見せているのが若き皇こう帝ていその人という事実に、『彼かれ』は救われる思いがした。少なくとも、「つまらぬ歌をさえずるだけの鳥に用はない」などと宮きゆう廷ていから蹴けり出されるような憂うき目めには遭あわずに済みそうだ。

「陛下。今日はもう時間も遅おそうございます」皇こう帝ていの隣となりで、やはり歳とし若い──というより、少女のようにも見える皇こう后ごうが欠伸あくびを嚙かみ殺ころした顔でいった。「つづきは明日になさいませ」

「明日だと、明日は、早くからアプターに発たたねばならないんだ。知っているだろう」

「では、飛空船のなかに客人をお招きすればよろしいでしょう」

　皇こう后ごうの返事はぴしゃりとしていて、簡潔だった。「それでよろしい？」と目で問いかけてくる皇こう后ごうに対し、『彼かれ』は膝ひざを折って一礼した。

「急を要する用件などはない流る浪ろうの身です。陛下がお望みなれば」

「よし、では決まった。準備を急げ。明日は早くからつづきを聞かせてもらう」

　いったんそうと決まると、皇こう帝ていはすぐさま席を立った。皇こう后ごうは半ば呆あきれて、半ば楽しそうに笑った。

「陛下はまるでレオ・アッティールに恋こいされているかのよう。お客人、お気をつけて。きっと、明日も一日中、喉のどを酷こく使しされることになりますよ。もしもご自じ慢まんの声が使いものにならなくなったときはどうぞ陛下お一人を恨うらみくださいましね！」
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Ｑ：ぼくには、友達もお金も愛も、その他大事なものがことごとくないというのに青春小説の主人公になれません。なぜですか？　Ａ：とっくに少年の域を脱しているからです。あと性根が腐っています。鎧は似合っていないしおまけに足が臭いです。
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イラスト／岡おか谷や

壮年男性のバリエーションがどれだけ描けるのか試されているようで、毎回本文を拝読しながらぞくぞくします（笑）

ますますアツい展開で、もう続きが今から楽しみです！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「杉原智則先生」係

「岡谷先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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